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プロローグ







「た、大変だ！　街にリリウム軍が攻せめ込こんでくるぞ！」

　住民たちが束つかの間まの休息を楽しんでいる昼下がり――

　街の城門を守る哨しよう兵へいが、危機を知らせる鐘かねを鳴らしながら大声を轟とどろかせた。

「リ、リリウム軍だって!?」

「魔ま王おう軍の幹部じゃないか！」

　難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さい国家と呼ばれるリングダラム王国。その首都であるアストリオンに、40年振ぶりに魔王軍が侵しん攻こうしてきていた。

「この国はもう終わりだ……魔王軍に占せん領りようされるんだ！」

「この子だけでもっ！　私はどうなってもいいから、この子だけは安全な場所にっ！」

「神レピスよ……どうか民を……弱き我らをお救いください……」

　住民たちは慌あわてふためき、ある者は混乱を煽あおり、ある者は子供の身を案じ、ある者は神に祈いのりを捧ささげている。

　街に混乱と恐きよう怖ふが渦うず巻まく中。

　リリウム軍の方へ走る集団がいた――

「ふふっ。まさか、勇者の僕ぼくが居る街に、魔王軍の幹部が攻め込んでくるとはね。もしかして僕の存在を知らなかったのかな？　だとしたら、敵ながら可哀かわい想そうなヤツだ、ふふっ」

「レヴァン、嬉うれしそうだな！　まぁ、相手は魔王軍の幹部様だ。討とう伐ばつ報ほう酬しゆうのことを考えたら笑っちまうのも無理はねぇけど！　がははははッ！」

「勇者レヴァンは良いですが、ガリウスは緊きん張ちよう感を持ちなさい。敵の総大将は、魔王軍でも最強と謳うたわれている伝説の女魔ま族ぞくなのですよ」

「……ノエルの言う通り。深淵なる銀氷アビス・アイスリリウム……魔王軍幹部の中でも特に強大な力を持つと言われている存在……気を引き締しめて」

　勇者レヴァン♂、聖騎士ガリウス♂、賢けん者じやノエル♀、魔ま法ほう使つかいパル♀、そして――

「大だい丈じよう夫ぶ！　俺おれたち５人なら、どんな敵だろうがやれるさ！　住民のみんなを守るんだ！」

　商人の俺（18歳さい♂）を含ふくめた、勇者レヴァンを中心とする５人のパーティーである。

「がははッ！　ウィッシュは商人なのに、なんか勇者みたいだな！　弱よえぇくせに！」

　聖騎士ガリウスが豪ごう快かいな笑いを飛ばし、俺を茶ちや化かしてくる。

「……ウィッシュ、意い気き込ごむのは勝手だけど、前衛はレヴァンとガリウスに任せなさい。紙装そう甲こうのアンタが前に出て負傷したら、足手まといになるだけ」

　魔法使いパルの厳しい忠告が飛んでくる。

「分かっていると思いますが、ウィッシュは負傷したら自分で回復薬を使用してください。貴方あなたの面めん倒どうを見る余よ裕ゆうはありませんからね！」

　パルに続き、賢者ノエルにも辛しん辣らつな言葉を浴びせられる。

「……ああ、分かってる。俺は素材を収しゆう穫かくして運ぶ役に徹てつするよ」

　それがパーティーでの俺の役割。

　俺が活かつ躍やくするのは戦いの場ではない。仲間が倒たおした敵から素材を剥はぎ取り、ロープでまとめて運ぶ。荷物持ちとして、戦せん闘とう終しゆう了りよう後にパーティーに貢こう献けんするんだ。

　しかし、なんだろう……魔王軍以上に、仲間からの攻こう撃げき性せいの高さを感じるぞ……。

「お喋しやべりはそこまでだ。門を抜ぬけて街の外へ出たら、一気にリリウムのもとまで駆かけ抜けるぞ。敵の総大将の首は勇者である僕が頂く。他の人間に手て柄がらを盗とられるわけにはいかない！」

　勇者レヴァンの言葉を合図に、俺たち５人は走る速度を上げた。




　――約１時間後。

　街の外の平原に出て１時間が経過した今でも、俺たちはリリウムを発見できずにいた。

「クッソ！　リリウムめ、どこに居やがる！」

　聖騎士ガリウスの苛いら立だつ声が平原に響ひびく。

「……おかしい」

　続けて、魔法使いパルが深刻そうな表情を浮うかべて呟つぶやいた。

「何か気になるのか？」

　思し慮りよ深ぶかいパルの発言が気になったので、俺は間を置かずに訊きき返した。

「……ええ。リリウム軍は５０００もの軍勢と言われている。でも、アタシの魔ま力りよく感知に拠よると、この周辺には１００ほどの魔族しか存在していない」

「他に奇き襲しゆう部隊を隠かくしているってことか？」

「……分からない。侵攻してきている魔王軍の魔族が低級な輩やからばかりなのも不自然」

「魔族が、どうしたって？」

　今しがた戦せん闘とうを終えた勇者レヴァンが問いかけてくる。その手に携たずさえた剣けんの切っ先には、敵の緑色の血がベットリと付着していた。

「……今、レヴァンが倒した魔族も下級魔族レツサーデーモン」

「ああ。さっきから、この気味の悪い化け物ばかり相手にしている。弱点が無いらしく、一体倒すのも時間が掛かかる。面倒なヤツらだ」

　パルの指し摘てき通り、周辺に居るのは、見た目が魔ま物ものに近い四足歩行の魔族だけである。身体の全身が茶ちや褐かつ色しよくで、頭頂部から二本の角が生えている怪かい物ぶつのような存在。大きな鉤かぎ爪つめと長い舌が特とく徴ちよう的てきで、口からは毒々しい涎よだれが滴したたり落ちている。

　言葉を操あやつることができないので、知能も低いと言われている魔族の下級兵。

　上級魔族グレーターデーモンに使し役えきされるために、俺たちの世界レピシアとは異なる魔族の世界から召しよう喚かんされた存在と言われている。

「……さらにおかしいのは、深淵なる銀氷リリウムの存在。リリウムは、これまで人間の前に姿を現したことはない。でも、過去の戦いで捕とらえた上級魔族からの情報や国の伝承物に拠ると、膨ぼう大だいな魔力量を誇ほこる至高の氷雪系魔ま法ほうの使い手だということは判明している」

「なるほど、近接戦闘タイプではなく遠えん距きよ離りタイプの魔術師ソーサラーなのですね」

　賢者ノエルも後方に注意を向けながら歩み寄ってきた。

「……ええ。でも、その膨大な魔力を、この周辺では全然感知することができない」

「そんなはずはない。召喚主である親玉が指揮を執とらなければ、低知能の魔族が群れをなして侵攻してくるのは不可能だ。リリウムは絶対に居る。それに、こいつらがリリウム軍なのは確定しているしな」

　勇者レヴァンの言葉に間ま違ちがいはない。

　全部で12の軍から編制されている魔王軍。12の軍は、それぞれ異なる幹部魔族が率いているのだが、侵攻してきているのが、どの幹部の軍隊なのかは見分けることができる。

　魔王軍幹部は、自身のシンボルマークが記された旗や武具を兵隊に装備させたり、兵士の身体へ刻印したりして対外的に自らの威い光こうを示しているのだ。

　旗や武具を装備した一いつ般ぱん兵士は見当たらないが、俺たちが戦っている下級魔族の身体には、なにやら氷の結けつ晶しようのような紋もん様ようが刻きざみ込まれている。

　これがリリウムの軍であることの証左なのだ。

「……リリウムの軍であることは間違いない。でも、敵の総大将が、この戦域に出張ってきているとは考えられないってこと。なぜなら、リリウムほどの強大な魔力の持ち主が近くに居るのなら、この周辺に冷気が溢あふれて草木も凍こおるはずだから」

　そう言って、パルは周辺の景色を見み渡わたした。

　平原は血ち塗ぬられているが凍りついてはいない。

　気候も、寒気ではなく暖気を感じる。むしろ暑いくらいだ。

「リリウムが居ないなら、下級魔族を倒して素材集めするしかないんじゃねぇか？　下級って言っても滅めつ多たにお目にかかれないレア魔族だ。金になるぜ？」

　聖騎士ガリウスが汗あせを拭ぬぐいながら、リーダーである勇者レヴァンの顔を見る。

「ふんっ、仕方ない。……おい、ウィッシュ、しっかり角を剥ぎ取っておけよ。一本足りとも獲とり逃のがすな。お前の唯ゆい一いつの仕事だからな！」

「ああ、任せろ！　荷か重じゆう限界ギリギリまで獲えるぞ」

　こうして俺たちは、リリウムではなく下級魔族に目標を切り替かえ、戦闘を再開させた。




　――２時間後。

　リリウムの姿を確かく認にんすることはできなかったが、２時間で下級魔族を６討とう伐ばつすることができた。こういう計算も商人の俺がおこない、後々の戦闘におけるペース配分に役立てる。

　伐ばつ採さい用ナイフで素材を獲り終えた俺は、角を纏まとめて背せ負おい込む。

「……ふぅ、そろそろ運べる量の限界だな」

　呟いた直後――

　突とつ然ぜん、アストリオン外がい壁へき上から空めがけて空くう砲ほうが放たれた。

　重低音を周囲に轟かせた空砲。その音と光景を確認した仲間たちは互たがいに顔を見合わせる。

　勇者レヴァンが無言で頷うなずくと、仲間たちは一いつ斉せいに戦闘区域から離り脱だつした。

　空砲の発生場所であるアストリオンまで全速力で駆ける俺たち５人。

「どうやらボルヴァーンを使用するみたいだな！　この国では初めてじゃないか？」

「そうだな。僕も自分の目で、あの最新兵器の力を見るのは初めてだ」

　聖騎士ガリウスと勇者レヴァンの会話の中に出てきた単語――

　ボルヴァーン。

　人間が『ある者たち』の知ち恵えを借り、開発に成功した対大物魔族用の最新火力兵器。火の魔ま素そを大量に使用するため連射はできないが、絶大な威い力りよくを誇るらしい。

「もし、軍にリリウムが帯同しているのであれば、絶好の機会ですね」

「……大幹部を仕留められれば、人間が魔王軍に対して完全に優位に立ったことになる」

　色めき立つ俺たちは城門まで戻もどり、外壁上に設置された砲ほう台だいに注目する。

　リングダラム王国のシンボルである三日月模様が施ほどこされた砲ほう身しん。その先せん端たん部分である砲ほう口こうの照準は平原のリリウム軍に向けられていた。

　平原にはリリウム軍しかおらず、人間たちは全員が門の周辺まで退いている。

　……撃うつには絶好のタイミングだ。

　唾つばを飲のみ込む喉のどにも自然と力が入る。俺は息を呑のみつつ、その瞬しゆん間かんを待った。

　そして、ボルヴァーンの発射準備が整った、まさにその刻とき――

　リリウム軍の動きに変化が生じた。

　リリウム軍が街とは逆方向に動き出したのだ。つまり、これは退散したということだろう。

「ウオォォォォ！」

「我々が勝利したぞおおおおおお！」

「魔王軍、恐おそるるに足らず！」

　退たい却きやくするリリウム軍を確認した人間たちは大声で勝かち鬨どきをあげる。

　俺たちは40年振りの魔ま王おう軍ぐん侵しん攻こうを返り討うちにすることができたのだ。

「なんだか中ちゆう途と半はん端ぱな魔王軍だったな。本当に深淵なる銀氷アビス・アイスリリウムの軍だったのかぁ？　オレは不完全燃ねん焼しようだぜッ」

　魔王軍幹部の本隊なら、アストリオンは甚じん大だいな被ひ害がいに遭あっていただろう。それも、最強と謳われているリリウムが相手なら、国を滅ほろぼされていたとしても不思議ではない。

　俺たち人類は、魔王軍に何度も国や都市を壊かい滅めつさせられてきた歴史があるのだ。

　しかし、ここアストリオンは未いまだ魔王軍に対し敗北を許しておらず、今日の勝利で国の体制はより盤ばん石じやくなものになるだろう。ただ、ガリウスの指摘通り、半はん端ぱ感は拭えないが。

「住民たちに被害が無かったのが一番じゃないか。戦利品も一いつ杯ぱい獲かく得とくできたんだし、良しとしようぜ、ガリウス」

　俺がガリウスに応え、安あん堵どの気持ちと達成感を噛かみしめていると……、

「きゃああああああああああああ！」

　門の中――アストリオンの街から不ふ穏おんな空気と悲鳴が漏もれ出てきた。

　冒ぼう険けん者しやが外で戦闘している間に、魔王軍が街に入り込んでしまったのだろうか!?

「助けないと！」

　俺たちは急いで悲鳴のする方へ向かった。




　現場に到とう着ちやくした時には既すでに人だかりができており、辺りは喧けん騒そうに包まれていた。

　腰こしを抜かす若い女性に今にも襲おそいかかろうとしている下級魔族。

　そして、その様子を遠巻きに見つめる住民と冒険者たち。

「ん？　なんだなんだぁ？　こんなに人がいるのに、何で誰だれも助けてやらねぇんだ？」

　ガリウスの疑問に即そく答とうしたのは勇者レヴァンだった。

「ふんっ、よく見てみろ。あの女は下級国民だ。助ける道理など、どこにもない。戻るぞ」

「おい、待てよ！　この状じよう況きようでそんなこと言ってる場合か!?」

「なんだウィッシュ？　勇者の僕に意見する気かい？」

「意見じゃない！　お願いだ！」

「却きやつ下かだ。僕の力は善良な住民のために行使されるものだ。断じて、あんな卑いやしい下級国民のために使うものではない。下級の魔族と下級の人間、お似合いじゃないか。ふんっ」

　勇者レヴァンは女性を忌いま々いましそうに見つめ、吐はき捨てるように言った。

　――下級国民。

　ここリングダラム王国において、特に恵めぐまれない立場にいる人たちのことだ。経済的に貧しく、日々の生活を送ることさえ命がけと聞く。しかし、法的に下級国民という身分に置かれているわけではなく、一部の国民たちが差別的に使用している呼び方である。

「助ける相手の身分なんか関係ないだろ!?」

「関係あるさ。だったら、みんなにも訊いてみよう。このパーティーのリーダーは勇者である僕だ。その僕にではなく、ウィッシュの考えに賛成の者はいるかな？」

　レヴァンは仰ぎよう々ぎようしい物言いで、パーティーメンバーに訊たずねた。

「私は勇者レヴァンの意向を尊重いたします。下級国民など捨て置いて問題ないでしょう」

「……アタシたちが下級国民の面倒を見る必要はない」

「だな！　貴族様ならともかく、下級国民を助けても金にならないしな、がははッ！」

　ノエル、パルに続き、ガリウスも勇者の意見に従った。

「そうかよ！　だったら俺は一人で助けに行く！」

「ふんっ、お前ごときが一人で倒せるわけないだろう」

　俺は勇者レヴァンの言葉を無視し、背負っていた素材を地面に下ろす。

　伐採用ナイフを強く握にぎり締め、その勢いのまま、下級魔族に襲われている女性のもとに駆け寄った。

「グギュルルルルウウウゥゥゥゥ!!」

　叫さけび声ごえとも唸うなり声ともつかない不快な声を上げる下級魔族。その大きな口からは長い舌が伸のびており、茶色いヘドロのような唾だ液えきが地面に滴り落ちている。

「……だ、誰か……ッ！　誰か助けて……!!」

　悲痛な叫び声を上げる女性の表情には絶望が滲にじんでいた。

　その一方――女性の表情とは対照的に、勇者レヴァンの顔にはショーのクライマックスを期待するかのような好こう奇きの色が浮かんでいる。

　……同じ人間なのに……この『差』はなんなんだ……。身分や職業によって命の価値まで変わってきてしまうのか!?

　俺は、そんな価値観を認めたくない！

　非力だろうが何だろうが、目の前で困っている人が居たら助けたい！　助けるんだ！

「うおおおおおおおぉぉぉ！」

　俺は女性の前に飛び込み、ナイフで下級魔族の舌を切り裂さいた。

「ギャギャルルゥゥウウウウウウゥゥゥ!!」

　四足歩行の茶褐色の化け物は大きな呻うめき声を上げ、一歩二歩と後ずさった。

「――ッ!?　あ、あなたは!?」

「通りすがりの商人です！　ここは俺が食い止めますので、貴女あなたは逃にげてください！」

「あ……ああぁ……ありがとうございます……ッ！　で、でも、わ、私、腰を抜かしてしまって……た、立つことが……」

　女性は両足を震ふるわせ、地面に根が生えたようにペタンと座すわり込んでしまっている。

　この状況、食い止めるだけじゃダメだ！　倒しきらないと！

　……でも、俺だけでやれるのか!?　勇者レヴァンでさえ、ソロではなくパーティーで対処するような敵だ。普ふ通つうに考えたら、商人の俺が一人で勝てる相手じゃない……。

「…………ふんっ」

　遠くで腕うで組ぐみをしながら不満げに様子を見つめる勇者レヴァン。

　俺のことを鼻で笑う姿が目に飛び込んでくる。

　これは俺が選んだ戦いだ。仲間の助けは期待できない。俺が自力で何とかするんだ！　絶望的な状況だろうが、窮きゆう地ちを脱だつする方法はあるはずだ……ッ!!

　戦闘能力で劣おとる俺は頭を働かせるしかない。それも、脳が擦すり切れるほどに。

　注意深く敵の様子を窺うかがう。

「ギュウウウウウウウウゥゥゥ」

　下級魔族は先さき程ほどとは異なる声質で唸っているようだ。俺に舌を裂かれたことで怒いかりの感情を出しているのだろう。

「……どこかに弱点はないか!?」

　女性だけでなく、俺自身の命も窮地に陥おちいっている状況。

　俺は冷静に敵の情報を探さぐることに神経を集中させた。

　――直後。

　突然、下級魔族の両目の間……眉み間けんに位置する場所が鈍にぶく光った。

「な、なんだ!?　こいつ、魔法を使えるのか!?」

　そんなはずはない！　レヴァンたちとの戦闘では単純な物理攻こう撃げきしかしていなかった。

　魔法発動の予備動作じゃないとすれば、あの光はなんなんだ!?

　思考がまとまらない中、下級魔族は標的を女性から俺に切り替え、襲いかかってきた。

　下級魔族の鬼き気き迫せまる形相。

　地面を這はうような長い舌が迫せまってくる。

「――ッ!!　やるしかねぇ！　喰くらいッ、やがれぇえええぇええええ！」

　眼前に迫る、鈍く光る点。

　敵の眉間の一点に視線を集中させ、俺はナイフを突つき立てた。

　光を発する部位にナイフの切っ先が突き刺ささり――

　直前まで怒り狂くるった声を上げていた下級魔族は、断だん末まつ魔まの叫びを上げることなく地面に崩くずれ落ちた。周囲に緑色の血ち飛沫しぶきと茶色い唾液の混合液を飛び散らせて……。

　商人渾こん身しんの一いち撃げきが致ち命めい傷しようとなり、怪物は静かにその場で息絶えていた。

「…………はぁはぁ。良かった……ラッキーだったが、なんとか女性を守れた……ぞ」

　決死の戦闘を終えると、周囲の喧騒が一段と大きくなっていく。

「だ、誰だ、あのナイフ使い！」

「有名な冒険者様なのか!?」

「もしかして、勇者様!?」

　恐怖に身を竦すくめながら一部始終を見ていた民衆たちの声だ。

　その中でも一ひと際きわ大きな声が耳元に届いてくる。

「マ、マジかよ!?　ウィッシュのヤツ、一人で倒しちまったぜ!?　しかも一撃で……!!」

　聖騎士ガリウスの驚おどろきの声。

　その隣となりでは、勇者レヴァンの舌打ちする様子が見えた。
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一章　ウィッシュ追放される







「ウィッシュ、お前は僕のパーティーに要いらない。出ていけ」

　リリウム軍のアストリオン侵攻の翌朝。

　勇者レヴァンに酒場に呼び出された俺は、突然、パーティーからの解かい雇こを告げられた。

「……は？　急に何を言って……」

「がっはっは！　今の状況が理解できないのか、ウィッシュ？　そんなんじゃ、この先、商人として一人でやっていけないぞ？」

　酒場には昨日の戦利品の確認と祝勝会を兼かねて、パーティーメンバー全員が揃そろっている。

　聖騎士ガリウスは俺を小馬鹿にすることはあっても嘘うそを言ったりはしない。

「……知能が低いのが原因」

　魔法使いパルも俺へ強く当たることはあっても冗じよう談だんは言わない。

「パルよ、そうハッキリ言ってやるな。がっはっは！」

　ずっと一いつ緒しよにパーティーを組んできた仲間だ。こいつらのことは分かっている。分かっているつもりだったのに……。

「ウィッシュ、お前にも分かるように説明してやる。僕のパーティーに、お前のような役立たずは要らない。そう言っているんだよ！」

「や、役立たず……？」

「お前は、これまでギルドの依い頼らいや魔物の討伐で戦果をあげてきたかい？　あげてないだろう？　お前の『名前』が示す通りにさ！」

　名前――

　俺の名前はウィッシュ。ただのウィッシュ。それだけ。

　国に多大な恩おん恵けいをもたらした冒険者には、名前のほかに姓せいを名乗ることが許される。

　勇者レヴァン＝ルークス。

　聖騎士ガリウス＝ノルデンシェルド。

　賢者ノエル＝ローゼ。

　魔法使いパル＝コレナ。

　俺以外の４人は全員が姓を持っている。

　俺だけは国にも冒険者ギルドにも認められていない。同じパーティーで活動していたのに俺だけが認められていないのは、単純に俺の力量不足ということだ。

　レヴァンは、そのことを指摘しているのだろう。

「ああ、その通りだよ。俺はレヴァンたちと違ちがって、自じ慢まんできるような功績も勲くん章しようもない。でも、なんで今さらそんなことを言うんだよ!?」

「今さら？　今までは荷物持ちとして仕方なく置いてやっていたんだ。主力メンバーが身軽になって、戦闘に集中できるようにな」

「がっはっは！　おかげでオレたちも戦いやすかったぜ？」

「なら、なんで……」

「荷物持ちが分をわきまえず、勇者の僕に意見するからだ！　卑しい下級国民を助けたくらいで調子に乗るなよ？　僕は世界を守っているんだ！」

「レヴァンの言う通りです。私たちのパーティーは勇者レヴァンの活躍があってこそ成り立つのです。商人風ふ情ぜいが勇者の真ま似ね事ごとをするのはパーティー全体の士気に関わります」

　俺の後方で佇たたずんでいた賢者ノエルからも、非難の声があがる。

「そういうことだ、ウィッシュ。お前は僕のパーティーに必要ない。むしろ邪じや魔まだ」

「…………ガリウスやパルも同じ意見なのか？」

「ああ。オレは正直に言うと、商人をパーティーに入れるのは最初から反対だったんだ。勇者パーティーなんだから、戦闘に特化した冒険者を入れるべきだってな」

「……アタシもレヴァンたちと同意見。お金ルピは既に貯たまっている。これ以上増やす必要はない。今アタシたちに必要なのは、強いパーティーメンバー」

　そうか……そうなのかよ……。

「お前の手持ちルピは全部置いていけよ。それは僕たちパーティーのモノだからな。まぁ、お前の持っている小こ汚ぎたないナイフはくれてやろう。それが僕たちパーティーからの餞せん別べつだ」

「がっはっは！　良かったなぁ、ウィッシュ」

「……本当に俺とレヴァンたちは、これでお別れなのか？」

　俺はウエストバッグに入っていたルピをテーブルに置き、念を押おすように訊ねる。

「ああ。実は、ずっと新メンバーが居たんだが……気づかなかったのか？　ふふっ」

「え？」

「ニーザ。一応、パーティーメンバーの入れ替わりだ。挨あい拶さつくらいはしておけ」

　レヴァンは酒を呑みながら、誰とも分からない相手に対して呼び掛けた。

　この酒場には俺を含めて５人しかいないはずなのだが……。

　俺はそう思っていたのだが、酒場の片かた隅すみから黒い影かげが、すぅーっと浮き出て、次し第だいに輪りん郭かくを露あらわにしていく――

　やがて影は人の形になり、物体として存在していることを俺にアピールしてきた。

「我ハ、ニーザ＝ナクス。暗殺者アサシン也ナリ」

　人の形になっても黒く朧おぼろ気げな印象を醸かもし出している不気味な存在。フードで顔を隠したまま、低音で自己紹しよう介かいしてきた。

　――暗殺者。戦闘のプロフェッショナルだ。特に１対１の戦闘では驚きよう異い的てきな強さを発揮する。その上、諜ちよう報ほう活動やパーティーメンバーを緊きん急きゆう的てきに離脱させる能力も保有している。商人に比べて遥はるかに戦闘に特化した冒険者だ。

「……これで、本来のアタシたちの目指す勇者パーティーが完成した」

「なるほど。俺の居場所は本当にないってことか……」

「そういうことだ。だが、安心しろ。お前が他国へ商売に赴おもむく際は、僕たちが護衛として守ってやるさ……暇ひまだったらな。ふふふっ」

「がっはっは！　良かったな、ウィッシュ」

　様々な感情が押し寄せてくる。

「……ああ……いろいろ世話になったよ……じゃあな」

　その場にいるのが辛つらくなってきたので、俺は逃げるようにして酒場から出た。

「よぉし！　今日はニーザの歓かん迎げいの宴うたげだ！　僕たちの本当の門かど出でに乾かん杯ぱいしよう！」

「おう！　かんぱーい！」「……ごくごく……ふぅ、今日のお酒は一段と美味！」

「これで私たちパーティーの活動も安定しますね！」

　レヴァンたちの賑にぎやかな声が俺の耳に届いてくる。

　こうして、お金も帰る場所もなくなった俺は、一人、新たな門出を迎むかえることになった。




　行くあてはなかったが、前を向いて歩くしかない――

　気持ちを立て直し、歩き始めた俺だったが、

「あ、あの、すみませんっ」

　後ろから急に声を掛けられた。

「あ、あなたは……」

　振ふり返ると、そこには若い女性が裸足はだし姿で立っていた。

「昨日は助けて頂き、本当にありがとうございました」

　女性は深々とお辞じ儀ぎをして、俺に感謝の意を伝えてくる。

　昨日、俺が街中で下級魔族レツサーデーモンから助けた女性だ。

　服が所々汚よごれていたり、糸が解はつれていたりするのは襲しゆう撃げきのせいではないだろう。

　彼かの女じよの苦労が痛いくらいに伝わってくる。

「あ、えっと」

「お怪け我がはないでしょうか？」

「だ、大丈夫です。このとおり、ぴんぴんしてます！」

　胸を叩たたいて無事をアピールしてみせた。

　本当に心配しなきゃならないのは俺じゃない。目の前の彼女のほうだ。

「それなら良かったです。貴方が助けに来てくれなかったら、私は今ここにいません。私を見捨てずに助けてくれたこと、どうしても、直接お礼を言いたかったのです」

「気にしなくていいですよ。俺は自分の信念に従って行動しただけですから」

　……そうだ。だから、俺は俺の行動に後こう悔かいはしていない。その結果、パーティーを追放されたのだとしても、悔くいはないんだ。

「本当にありがとうございます。私では大したお礼ができず、申し訳ないのですが……」

　女性は沈ちん痛つうな面おも持もちで地面に視線を落とした。

「それも気にしないでください。俺は報ほう酬しゆうが欲ほしくて貴女を助けたわけじゃありませんから。ただ……」

「……？」

　――貴女が幸せに笑ってくれたら、それでいい。

　そう言おうとしたが、俺は言葉に出すことができなかった。

「ごめんなさい……なんでもない……です」

「？　……そうですか。この度のこと、改めてありがとうございました。冒険者様の未来に光あらんことを」

　女性は恭うやうやしく一礼すると、レピス教の定型句を告げ、立ち去って行った。

「レピス教の信者だったのか」

　存在しているかどうかも分からない神レピス。その神様を信しん奉ぽうし、崇すう拝はいする人間は多い。

　本当に神レピスがいるのなら、あの女性の現状を放置しておくはずがないと思うのだが……。もし存在するなら、神様ってのは薄はく情じよう者ものに違いない。

　俺は無責任に心の中で悪態を吐つく。

　しかし、考えれば、俺だって薄情者なんだ。この国に居場所がない人々に対して何もしてないし、何もできずにいる。

「そもそも、俺自身が居場所も失ったわけだしな……ははっ」

　自然と乾かわいた笑えみが零こぼれてしまう。

　誰かを救いたいなら、まずは自分の生活基き盤ばんを安定させないとな！

　新たに芽生え始めた目標を胸に、今度こそ本当に一人だけの冒ぼう険けんを開始させる。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　人々に感謝される商人になりたい――

　そう夢に描えがいて、俺は田舎いなかの村を飛び出して商人になった。

　しかし、現実は自分の理想通りの展開にはならない。昨日の行動によってパーティーを追放されたとしても、それが今の俺にとっての現実なんだ。でも……。

　俺は平和な街通りを歩きながら昨日のことを考えていた。

「……あの光は一体なんだったんだろう？」

　下級魔族の眉間に突とつ如じよ現れた小さな光。

　戦闘終了後、パーティーメンバーに訊いても、「そんな光は見ていない」「お前の幻げん覚かくだ。敵を倒せたのも何かの偶ぐう然ぜんに違いない」と言われて、信じてもらえなかった。

　あの光に導かれるままナイフを眉間に突き刺したら、下級魔族が絶命したんだ。倒せたのは本当に偶然なのだろうか？　まぁ、どちらにしても、

「俺は商人だ。魔族や魔物を倒すのが役目じゃない」

　祖父から受け継ついだ愛用のウエストバッグに手を当て、昔からの憧あこがれに想おもいを馳はせる。

「……祖父じいちゃん。俺、祖父ちゃんのような立派な商人になって、この世界レピシアをもっと豊かにするんだ。生活する土地、職業、身分によって格差が出ないような世界に……」

　俺の生まれ育った村は、世界レピシアでも田舎に位置する場所にあり、日々生活するだけでも不便に感じることが多かった。しかし、国の首都であるアストリオンは、別世界のように文明が発達していると祖父から教わっていた。

　不自由さを解消させるには、自分たちで新たなモノを作り出すか発展している地域の文明を取り入れるかしかない。

　俺に文明を作る力はない。だけど、便利な道具や技術を流通させることはできるかもしれない。そう考えて、俺は祖父と同じ商人の道を選んだ。

「すべての人間に恵みが行き渡わたれば、田舎の父さん母さんの生活だって安定する。それに……あの女性だって……」

　心機一転。俺は気持ちを入れ直し、ウエストバッグをポンッと叩く。

　物や地面などと触ふれた際、時折、キュッキュッと不快な音が出る不思議なウエストバッグ。

　祖父も親から受け継いだものらしい。元は俺のひい祖父ちゃんが使っていたモノだから、既に50年以上に亘わたり活躍している年代物だ。大事に使っていこう。
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　パーティーを追放されて独りになった俺おれは、街の商人ギルドを訪おとずれていた。

「はい、ウィッシュ様ですね。本日はどういったご用件でしょうか」

　商人ギルドの受付員である女性の丁てい寧ねいな挨拶。彼女の明るい挨拶にも、なんだか優やさしさを感じてしまう。独りになったことで、余計に人との接せつ触しよくに温ぬくもりを抱いだいてしまうようだ。

「えっと……今まで加入していた冒険者パーティーを抜けたんで、その報告に来ました」

　冒険者――自らの意志で魔ま王おう軍討伐を成なし遂とげようとする者たち……の総そう称しようだったのだが、魔王軍の活動が沈ちん静せい化かしてきている現在においては、魔ま物もの討とう伐ばつや旅行者の護衛、物資の収穫や納品などをおこなう人間のことを指すことが多い。

　ギルドは、冒険者への依頼を一いつ括かつで管理し仕事を割わり振っている組織である。

「フリーランスの申しん請せいですね、かしこまりました。少々お待ち下さい」

　女性は慣れた手付きで書類を用意し、必要な箇か所しよに記入する。

　どの職業クラスであっても、パーティーに加入した時と脱だつ退たいした際には、自身が所属している職業ギルドに届けを提出する必要がある。ギルドに登録している人間が、現在どのような立場で、どこのパーティーで、どんな活動をしているのかをギルド側が把は握あくするためだ。フリーの商人になった場合、ギルドを通して仕事を紹介されたり、冒険者パーティーへの斡あつ旋せんをされたりもする……優ゆう秀しゆうな商人なら。

　俺はフリー申請を済ませ、新たに発行されたカード型の手形を受け取る。

　手形は大事な身分証明書だ。これがなきゃ仕事できないし、宿にも泊とまれない。

　失くさないように大事に仕し舞まい、俺は商人ギルドを後にした。

「さぁて、これからどうしようかな。なにはともあれ、お金を稼かせがないと！　まぁ……商人ならルーヴィッチを拠きよ点てんにするのが効率的だよなぁ。あそこは、ここアストリオンと違って商人が中心となって活動している国だし」

　リングダラム王国の首都アストリオンは冒険者の街とも呼ばれ、様々な戦闘系の職業が集まり、討とう伐ばつ依い頼らいをこなしている。戦士ギルドの本部もここに置かれている。

　俺がさっき寄ったギルドは商人ギルドの支部だ。商人ギルドの本部はニーベール共和国の首都ルーヴィッチにある。王政ではなく共和制なので、税率も公平で商人が活動しやすいと言われている。徴ちよう税ぜいや貢こう納のうもないそうだ。

　……と、いうことで、

「よし！　ルーヴィッチを目指そう！」

　しかし、目的地は決まったものの、俺には危機的な問題が未だ残されている。

　……金ルピがない。このままでは、ルーヴィッチへの道中で野垂れ死ぬ。

　と、いうことで、無一文の俺は旅立ちの前に街の教会へ行くことにする。

　教会は聖職者が祈いのりを捧ささげるだけでなく、神に仕える職業のギルドの役割も担になっている。条件を満たした場合、転職などの手続きもできる。お布ふ施せが必要になるとかで、転職は色々とハードルが高いらしいが……。

　結局、世の中、何をするにしても金ルピである。




　教会に着き、俺は純白の扉とびらを開け、厳おごそかな雰ふん囲い気きのある内部へと足を踏ふみ入れる。

「すみませーん」

　静せい寂じやくに包まれた教会内は、誰だれ一人ひとりいない物静かな空間である。

　40年振ぶりの魔王軍侵攻で、教会の司祭プリースト様も忙いそがしいのだろうか。

　数分経たって、司祭様と思おぼしき女性が奥おくの扉から現れた。

「…………おや？」

　司祭様は俺の姿を確認すると、どういうわけか一いつ瞬しゆんだけ目を見開かせた。

「へ？」

　俺の目的が見み抜ぬかれてしまったのだろうか。

「い、いえ、なんでもありません。こほんっ、憐あわれな子羊よ、レピス神を崇拝する我ら教会へ、よくぞおいで下さいました。レピス神の赦ゆるしと愛を受け取りに参られたのですね」

　世界レピシアやお金ルピの名前の由来にもなっている神レピス。そのレピスを信しん仰こうしているのがレピス教であり、全人口の９割が信仰していると言われている。

「いいえ、違います」

　しかし、俺はレピス教信者ではない。懺ざん悔げなどしている時間はないのだ。

「そうですか。見たところ聖職者ではないようですが……転職を望まれるお方でしょうか」

「いいえ。私は遥か西方にあるルーヴィッチの街に旅立つ決心をいたしました。長年暮らしたアストリオンの地に別れを告げるため、神レピスに報告に参った次第であります」

「おお！　それは良い心がけです！　神レピスも、さぞお喜びになることでしょう！　使徒ナルランのお導きに感謝いたします」

　レピス教徒ではない俺には、司祭様の言葉の意味が全然わからなかった。

　俺の目的は神レピスへの報告などではない。

「……私の長い旅には様々な困難が待ち受けていることでしょう。神レピスの御ご加か護ごがあれば、長く過か酷こくな道中も乗り越こえることができましょう」

「なるほど。貴方あなたのルーヴィッチへの旅は巡じゆん礼れいの行いなのですね。それでは、当教会も敬けい虔けんなる信徒に神レピスの恵みを授さずけましょう」

　俺は司祭様から神の恵み――お金ルピを手て渡わたされる。

「神レピスの御ご慈じ悲ひに感謝いたします」

　お金ルピには希少な光の魔素が組くみ込こまれており、それだけで本当に神の恵みとも捉とらえられる貴重な物だ。そして、巡礼に旅立つ信徒は、教会から３日分の生活費にあたる３０００ルピを無む償しようで受け取ることができるのだ。

　この３０００ルピは、「旅の目的地に着いたら、その街の教会に還かえす」という決まりがある。正直、バックレてもバレないわけだが、信心深い者たちは罰ばち当あたりなことをしないという、性善説に基づいたシステムである。

　俺にしたって、ルーヴィッチまでの道中で金を稼いで還すつもりでいる。

　この３０００ルピは街を出発するための資金なんだ。

「ん？　司祭様……これは？」

　司祭様は神の恵みだけでなく、なにやら液体薬のようなものを追加で授けてくれた。

「これは教会の修道士たちが精製した滋じ養よう薬です。長旅になるでしょうから、疲つかれた時にお飲みください。『魔』を打ち払はらう効果も期待できますよ」

「ありがとうございます！」

　俺は改めてレピス教会の司祭様にお礼を言い、教会をあとにした。

　教会を出る際、司祭様が何か呟つぶやいていたような気がする。

「……貴方には、なにやら大きな光を感じます。いずれ、数すう奇きな運命に巻き込まれることがあるやもしれません。どうか、神レピスの加護を信じ、乗り越えていってください。貴方の未来に光あらんことを――」










二章　魔王軍幹部リリウム







　魔王ザイオン――

　名前だけは人間たちにも知れ渡っているが、文ぶん献けんにも出てこない存在であり、今ではその存在自体が疑問視され始めている。

　名前の出で処どころも不明。小さな子供たちの間で勇者と魔王ごっこなる遊びを行う際、子供たちが勝手に名付けたものだとも言われている。そのくらい不確かな存在。

　昔と比べて冒険者の活動内容が変化したとはいえ、最終目標が魔ま王おう討とう伐ばつであることに変わりはない。魔王の存在は不明だが、人間たちと敵対する魔王軍と呼ばれる組織は間ま違ちがいなく存在するのだ。昨日アストリオンに侵しん攻こうしてきた、大幹部リリウムなどの上級魔族グレーターデーモンが中心となって編制している軍隊である。

　人間を滅ぼすために魔族の世界からやってきたらしいが、こちらも詳しよう細さいは不明。

　……魔王軍とは、いったいどんな奴やつらなのだろう。

「そもそも、リリウムって奴がアストリオンに攻せめてこなければ、俺の冒険者としての日常は壊こわされずに済んだんだ」

　アストリオンを出発し、ルーヴィッチを目指す道中で魔王軍幹部に文句をぶつける。

「…………」

　……いや、そうじゃないな。

　魔王軍侵攻も確かに原因の一いつ端たんではあったが、元々、勇者パーティーに俺の居場所は無かったんだ。新たな人生の一歩を切ることができたのだとしたら、むしろ良かったとも言える。

　リリウム軍からの被ひ害がいは、街の一部の建物が破は壊かいされただけで人的被害はゼロとのこと。

　住民は全員無傷だったのだ、冒険者を含ふくめて。

「これが俺の進むべき道だ。変えるのは過去じゃない…………未来だ」

　雲ひとつ無い澄すみ切った平原で、一人、隣りん国ごくの都市への旅という冒険に出る俺。

　そんな旅の道中――

「おおおおおおおっ！　１ルピ金貨発見っ！　マジかぁ、ツイてる！」

　平原に作られた道の片隅で、俺は光る物体を発見した。

　１ルピ金貨は１００ルピの価値がある。２食分の飯を手に入れた計算だ。

　俺の冒険、幸さい先さき良いスタートが切れたようだ。この調子でルーヴィッチを目指そう！
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　ウィッシュが道みち端ばたで小さな幸運と巡めぐり合っている頃ころ――

「まったく！　なんで私が人間の街に攻め込まなきゃならないのよ！　おかげで大変な目に遭あったわ！　家を氷漬づけにしちゃった後、ママに叱しかられた時くらい怖こわかった！」

　魔王軍幹部、深淵なる銀氷アビス・アイスリリウムは魔王城へと帰き還かんしていた。

　世界レピシアの最南端たんの孤こ島とうに、ひっそりと建つ魔王城。

　人間たちには秘ひ匿とくされ続けてきた魔王軍の本ほん拠きよ地ちであり、リリウムの生活する場所でもある。城の周辺には霧靄ミスト系の魔ま物ものが吹ふき出す白い陽炎かげろうのような物質が飛散しており、漆しつ黒こくの魔王城を覆おおい隠かくすように包つつみ込んでいる。

　リリウムは光こう沢たく感溢あふれる布生地で作られた服に身を包み、城内の薄うす暗ぐらい回かい廊ろうを歩く。

　リリウムのミニスカートのようにも見える下半身衣い装しようは、後方部だけマントのように地面近くまで垂れ下がっているのが特とく徴ちよう的てきだ。全体的に銀を基調とした服、そして、雪の結けつ晶しようを彷ほう彿ふつとさせるようなデザインの髪かみ飾かざりからは寒々しいオーラが放たれている。

「そもそも、このボロ城の修復工事も途と中ちゆうだってのに……人間なんか放っとけばいいのよっ。じいさん世代の喧けん嘩かを今の世代に持ち込むなって話よね……ったく、ぶつぶつ」

　リリウムは文句を漏もらしながら城内の薄暗い通路を抜ぬけ、紅あかい絨じゆう毯たんが敷しかれた大広間に到とう着ちやくした。

　大広間は地面に敷かれた紅くれないの絨毯だけが目立つ色で、壁かべやら置物やらは全てが暗い色を放っている。紅の絨毯も、人間の生き血で着色したもので、ところどころ黒ずんでいる。

　リリウムは、この暗あん澹たんとした大広間が嫌きらいだった。

　理由はデザインや受ける印象だけではない。

「リリウム、ただいま帰還いたしました」

　大広間にはリリウムの他に、12の幹部魔族が各おの々おの好き勝手にたむろしている。

「おやおや、リリウムさん。これはまた随ずい分ぶんと早い帰還でしたね」

　リリウムの帰還報告に真っ先に反応したのは、魔王軍の総指揮官ドワイネル。老夫のような老ろう獪かいさを持った老魔ま術じゆつ師しである。

　ドワイネルの皮肉に、周囲の幹部は薄うすら笑わらいを浮うかべ、リリウムに向けて嘲あざけるような視線を突き刺している。

　リリウムは、この魔王軍幹部たちのことが嫌いだった。

「……っぐ」

　歯を食いしばりながらリリウムは嘲ちよう笑しように耐たえる。

　魔王軍の幹部は貴族階級に生まれた者たちで構成されており、平民出身のリリウムは何かと目の敵かたきにされることが多かった。魔族の貴族は強大な力を祖先から受け継いで誕生するので、通常は平民に戦せん闘とう能力で負けることはない。

　リリウムは努力の積み重ねによって、自らの地位を勝ち取ってきたという経けい緯いがある。

「仕方ありません。相手は、あのリングダラム王国の城じよう塞さい都市アストリオンです。リリウムさんには少々荷が重かったようですね」

　リリウムの美しい蒼あお色の長ちよう髪はつは腰こしまで伸のびており、通常時には毛先から頭部までの４分の１までが白銀のグラデーションになっている。

　しかし、リリウムの怒りや興奮といった感情により、髪かみが変色するという性質がある。怒りが臨界点に達した時、髪全体が頭部に至るまで白銀に輝かがやくのである。

「むむむむむぅ」

　不満そうに唸うなり声ごえを漏らすリリウム。その髪は鮮あざやかな銀色に染まっていた。

「おやおや？　まったく、氷雪系魔ま法ほうの使い手だというのに、相変わらず怒おこりっぽいんですから…………リリウムさん、なにか申し開きすることがあるのですか？」

　ドワイネルは努めて優しい口調でリリウムに問いかけてくる。

「……いえ、ありません。ですが、なぜ今回の侵攻の役目は私だったのですか!?　他にも戦いたい幹部は大勢いたでしょう！」

　リリウムは内政を担当する幹部である。人間との戦闘経験はなく、今回が初めてだったのだ。魔族の世界である魔界ヘラでは同族から戦せん闘とう力りよくの高さを買われ、最強の存在として名を轟とどろかせていたリリウム。

　しかし、リリウムは、この世界レピシアに来てからは自らの戦闘能力を発揮できずにいた。それは現在の世界レピシアがリリウムにとって不都合な環かん境きようとなっており、戦闘能力を大おお幅はばにダウンさせられているからである。

　そのことは、もちろんドワイネルたち幹部も知っており……。

「今回の侵攻の目的――それはですね……リリウムさんが、この魔王軍で『使える』のか『使えない』のかを改めて確かめるためですよ。フォッフォッフォッフォ」

　ドワイネルは目を細め、リリウムを舐なめ回すように見つめた。

「……えっ」

「リリウムさんは、もう何十年も魔王城に引きこもって居られますよね？　もしかすると、腕うでが鈍っているのではないかと、我々も心配していたのです」

「ご、ご心配なく！　私は事務作業が好きですし、なにも問題ありません！」

「おやおや？　それは本当ですか？　戦闘にも問題ないと？」

「……うぅ」

「ボルヴァーンも問題ないと？」

「べ、別に、あんなオモチャ、た、大したことっ……!!」

　人間たちの作り出した最新火力兵器ボルヴァーン――

　氷雪系のリリウムにとって最悪の兵器であり、今のリリウムの状態であれば、一いち撃げき掠かすっただけで肉体も精神も吹き飛んでしまうほどの威い力りよくがある。

「ふぅむ？　では、なぜ先の戦闘、ボルヴァーンの発射が準備された段階で退いてしまったのですかな？　我々としては、アストリオンのボルヴァーンを一基でも破は壊かいしてきて頂けると、ありがたかったのですが」

　もちろんリリウムに破壊できるはずがない。命からがら逃にげ戻もどってきたのである。

「私が真の実力さえ出せたら、あんなオモチャ……ッ！」

「リリウムさん、強がりを言うのは止やめにしましょう。リリウムさんの『今の』状態は我々も重々承知しています。ですから、私としては、これからリリウムさんには別の役割を担ってもらおうかと考えているのですよ」

　ドワイネルが、とうとう本題を切り出す。

「別の……役割？」

「ええ。魔王軍の幹部ですと、人間の冒ぼう険けん者しやとの戦闘に赴く必要があります。今のリリウムさんには大変過酷なミッションでしょう。特に今回のように、勇者を相手にすると命の危険性もあります」

「ゆ、勇者……ごくり」

「ですので、リリウムさんには新しい働き場を用意いたしました！　リリウムさんが、伸び伸びと自分の能力を全力で発揮できる仕事場です！」

　ドワイネルは急に優しい口調になり、リリウムの昂たかぶった気持ちを冷やしてきた。

　その言葉に釣つられるように、リリウムの髪は透すき通った元の蒼色に戻っていく。

「幹部を退いて、別の地で働けってことですか？」

「その通りです！　もし、それが嫌いやでしたら、魔界にお戻りになられても良いですよ？　私が特別に進言してあげます」

「い、いえ！　まだ魔界には戻りません！」

　この状じよう況きようで魔界に戻ったら、リリウムの立場は酷ひどいものになる。

　レピシアに侵攻してきている魔王軍は、レピシアでの活動や功績により、魔界に戻った際の上流階級が保証される。

　逆に、リリウムのように失態を犯おかして魔界に帰還した場合、下級魔族レツサーデーモンより下のゴミとして扱あつかわれてしまうのだ。

「それではリリウムさんには、これからリーストラ城の主あるじとしての任務を授けます。リーストラ城は地域の要よう衝しようであるバルデ領にあります。冒険者たちが、この要衝を拠点にする前に我々魔王軍が、このバルデ領を占せん領りようするのです。そのための根城として使用してください。強力な配下も多数用意しておきます」

　つまり――

　リリウムは幹部からダンジョンのボスクラスに降格させられた、ということである。

　リリウムにとっては二度目の降格であり、行き先はバルデ領という辺境地域。

　どうみても左さ遷せんの意味合いが強かった。

　幹部の下には、親衛隊や言葉を話せる上級魔族が存在する。それらの者たちは、世界レピシアのあちこちに根城を構えて生活しているのだが、リリウムはリーストラ城などという名に聞き覚えがなかった。

「…………むぐっ」

　蒼色に戻っていたリリウムの髪が、再び白銀に輝き出す。

「落ち着いてください、リリウムさん。地方を制圧するのも大事なことなのですよ。我々魔王軍はリリウムさんに大いに期待しているのです。リーストラ城で功績をあげ、早々に魔王城へと戻ってきてください。リリウムさんの抜けた魔王軍幹部は大だい打だ撃げきなのですから」

「っく…………善処いたします」

「あぁそうそう、リリウムさんの抜けた『臨時』措そ置ちとして、新たに幹部に引き上げる者を紹介しておきましょう。ルゥミィ、リリウムさんに挨拶しなさい」

　この大広間にはリリウムを除いて、最初から『12』の幹部が勢せい揃ぞろいしていた。

　リリウムを入れると13。

　ドワイネルに呼ばれてリリウムの前に出てきた、ルゥミィという若くて小さな女魔族。

　リリウムとは初対面であり、ルゥミィの真っ赤なストレートヘアからは、紅の絨毯以上の血の臭においが放たれていた。

「センパ～イ、初めましてぇ。ルゥミィって言います、よろしくで～す！　って言っても、センパイは田舎に行くんで、これから会うことはなさそうですねっ！　キャハッ！」

　ルゥミィは甲かん高だかい声でリリウムを挑ちよう発はつする。

「ふんっ」

　リリウムは不ふ機き嫌げんさを増して、ルゥミィを突つき刺さすような目で攻こう撃げきした。

「あっれぇ～、やっぱり怒りっぽいんですねぇ～。そんな狭きよう量りようだから部下からも見放されちゃうんですよぉ？　ただでさえ、今は氷雪系魔族の価値が下がっているのにっ。あっ、ちなみにアタシの得意魔法は炎ほのお系でっす。キャハッ！」
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　ルゥミィの赤を基調とした装備は、炎系に長たけていることの強調であり、彼女のプライドの高さの証あかしでもある。また、ルゥミィの周辺には高こう濃のう度どの火の魔ま素そも漏れ出ており、この火の魔素がリリウムの不快感をさらに強めていた。リリウムの氷雪属性とは対になる魔素であり、彼女の苛いら立だちに拍はく車しやをかけていたのだった。

「リリウムさんの後任は、このルゥミィに務めてもらいます。ですので、リリウムさんは安心して、リーストラ城での任に集中してください」

「リーストラ城！　キャハハッ！　平民のセンパイには、お似合いの場所ですねっ！」

　幹部たちの冷ややかな視み線を浴びながら、リリウムは大広間から退場した。そして、その日の内に身み支じ度たくを終えて、誰だれからも見送られることなくリリウムは新天地へと旅立った。




　リリウムは人間との戦闘を避さけ、細心の注意を払いながら一人で目的地へ向かい――

　魔王城を出発してから10日後、リーストラ城に無事辿たどり着いた。

「…………」

　到着したリリウムの視線の先――これからリリウムが主として治める、彼女の居城となるリーストラ城。

　その新たなリリウムの根城は……、

「なによ、これ！　天てん井じようが崩くずれ落ちてるじゃない！　おかげで日当たり良好で超ちよう快かい適てき♪　……って！　そんなわけあるかぁ！　人間からの風当たりが強すぎるわっ！」

　既すでに人間の手によって滅ほろぼされていた。

　リリウムの脳のう裏りにドワイネルの言葉が蘇よみがえる。

『――強力な配下も多数用意しておきます』

「強力な配下!?　どこにいるのよ、そんなもん！　この虫か!?　この小さな虫が私の強力な配下なのか!?」

　吹きさらしの廃はい城じよう付近には小虫が飛んでいるだけで、周辺からは強力な生物の気配など感じられない。

『我々魔王軍はリリウムさんに大いに期待しているのです。リーストラ城で功績をあげ、早々に魔王城へと戻ってきてください』

　老魔族の声が、再びリリウムの頭に響ひびき渡る。

「ふっざっけんなあああああぁ！　なにが期待よ！　功績をあげる!?　無理でしょ、こんなボロボロの城で！　虫が寄ってきて皮ひ膚ふ病びように侵おかされるだけだわ！」

　魔王軍幹部たちの笑い声が聴きこえてくるようだ。

「ぐぬぬぬぬぅ、アイツらぁ！　このことを知っていたなぁ！」

　ドワイネルは、このバルデ領が要衝の地であると説明していたが、周辺には何もなく、人間にとっても価値のある場所とは思えなかった。

　リリウムは当初、この城の主に任命されたことを左遷だと感じていたが、どうやらそれは間違いだったことに気づく。

　――これは左遷ではなく、事実上のクビ。

　幹部からボスクラスへの降格ではなく、一兵卒を通り越しての戦力外通告である。

　リリウムの髪は隅すみ々ずみまで見事なまでの白銀に変色し、真っ昼間でも認にん識しきできるくらいの強い光を放ち始めた。

「あのジジィ！　もういいっ！　こんなクソ組織こっちから辞やめてやるわよっ！　魔王軍滅びろ！　ばーか、ばーか！」

　鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、リリウムはリーストラ城の建物の残ざん骸がいを拾って、それを城に投なげ込み続けた。
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　アストリオンを出発してから10日後。

　初日に１ルピ金貨を発見してから、ルーヴィッチまでの道中にある村や集落に立ち寄りながら、俺は順調に旅の行程を進めていた。

　現在地から目的地のルーヴィッチまでは徒歩で約５日。現在のペースなら問題なくルーヴィッチに辿り着ける。心配なのは強力な魔物に出会ってしまった場合の対処法である。

　パーティーで行動していた時は、寝ねている間も交代で周囲を警けい戒かいしていたので問題なかった。しかし、ソロの場合は違ちがう。いつ襲おそってくるか分からない魔物を常に警戒しなければならない。商人の一人旅は、お金ルピの他にも危険がいっぱいだ。

　幸い、アストリオンからルーヴィッチまでの道には、それぞれの国から雇やとわれた冒険者が旅人を守る意味で巡じゆん回かいしている。それほど数は多くないが、これまでにも何組かの巡回パーティーとすれ違った。

　道から外れた場所へ行く際は危険度が増すので、俺みたいな非力な商人は個別に冒険者パーティーを護衛として雇うことになる。

「今までは、俺が商人を護衛してきたのになぁ……」

　勇者パーティーに所属していた以前の俺は、こういった商人の護衛依い頼らいも請うけ負おっていたものだ。実際、必要とされていたのはレヴァンを始めとする戦闘能力の高い冒険者なんだけど。まぁ、考えても空むなしいだけだ。俺は俺の旅を続けよう。

「……ところで……ここは、どこだ!?」

　色々考えながら歩いていたら、いつの間にか整備されていない土地に入り込んでしまったようだ。でも、陽ひはまだ高い。来た道を戻れば、アストリオンとルーヴィッチを繋つなぐ正規ルートに出られるはず……。

「えっと……どっちから来たんだっけ……？」

　ヤバいっ。額から冷ひや汗あせが滴したたり落ちるのを感じる。

　近くには目印となるような建造物などはない。ただ、雄ゆう大だいな平原が広がっている。

「マ、マズいぞ!?　ここで道に迷ったら、俺の計算が全て狂くるう！」

　ルーヴィッチまで徒歩で５日というのは、もちろん正規ルートで向かった場合の日数である。遠回りした場合、それ以上の日数がかかるだけでなく、命の危険性も高まる。

　魔物の気配は感じられないので、その場で冷静に周辺を確かく認にんしてみることにする。

「ここは……エーレス平原だよな……」

　リングダラム王国とニーベール共和国の中間に存在するエーレス平原。

　王国により管理されている平原であり、魔物はおろか外来生物の侵しん入にゆうすら許さない穢れエーなきレス平原。王国の何代目かの王様、エーレスが整備したらしいが。

　よぉく目を凝こらして遠くを眺ながめていると、黒い物体が屹きつ立りつしているのが確認できた。

「あんな物体、この平原にあったかなぁ？」

　村の建物にしては大きすぎる。街というほど大きなものではない。そもそも、エーレス平原に王国が作った村や集落はあれど、街は存在しない。

　考えれば考えるほど、あの物体に興味が湧わいてしまった。俺は何かに取り憑つかれるように、黒い物体目指して足を進めていた。間違いなく、来た道とは逆方向のはずなのだが。




　――どれくらい歩いただろう。

　とうとう、黒い物体が目の前に確認できる位置まで来てしまっていた。

　遠くからは黒い物体に見えたソレは、近くで見ると、ただの廃はい墟きよでしかなかった。

「廃墟……廃城か？　エーレス平原に、こんな壊れた城あったっけ……？」

　ルーヴィッチまでの道や残金など、色々気にしなくてはならないことはあったが、今はこの廃城が気になってしまっている。

　現在は真っ昼間だ。

　この廃城の正体さえ分かれば、陽の位置から現在地が予測できるかもしれない。

「ひとまず、城の敷しき地ちに入ってみるか」

　俺の居る場所は城の後方部らしく、後ろから踏み入る形となる。

　石造りの城は見るも無残に破壊され、外からでも城内の荒あれ果てた姿を確認することができた。いたるところに苔こけが繁はん殖しよくしている光景は、過ぎ去った歳さい月げつを感じさせる。なんだか苔が、真っ白だった歯を侵しん食しよくした虫歯のようにも見えた。

　それほど大きくない城だが、破壊される前は立派な建物だったことが窺うかがえる。

　そして、一通り探たん索さくし終えた結果――この城は人間が建造したものではなく、魔王軍の拠点として建てられたものだということが分かった。

「人間だったら、こんな趣しゆ味みの悪い人骨のレリーフなんか飾かざらないよな……」

　城内には人間への敵意を剥むき出しにした装そう飾しよく品ひん類が散らかっていた。

　魔王軍の城ということが分かり、急いで退散しようとした、その時――

　コツンッ！　コツンッ！

　城の正面付近から何やら音が聴こえてきた。

「なんだなんだ!?」

　石と石がぶつかるような音だ。

　もしかして、この城とうとう全ぜん壊かいしちゃうのか!?

「やっべぇ、早く出ないと！」

　急いで城の外へと逃げようとしたのだが……、

「ふごぉっ！　い、痛ってぇ！」

　外へ出た瞬しゆん間かん、いきなり俺の頭に石の破は片へんのようなものが飛んできた！

　なぜ、こんなものが外から飛んでくるのだろうか!?

「あっ!?　えっ……んんんっ!?」

　石が飛んできた方向から、なにやら女性の驚おどろいた声も飛んできた。

　どうやら無人ではなかったようだ。

　理由は分からないが、あの女が俺の頭に石を投げつけてきたらしい。

「こらー！　俺に何か恨うらみでもあるのかぁ！」

「ちょ、ちょっと……なんなのよ、もうっ」

　女は困こん惑わくした様子で俺を見つめてくる。

　俺は女の前に立ち、相手を威い嚇かくするように覗のぞき込んでやった。

　…………!?

「ま、ま、ま、魔族うううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　魔族特有の尖とがった長い耳を確認した俺は、心臓を跳はね上げてしまう。

　顔や髪、身体などは全て人間と同じ見た目だが、長く突き出た耳の特とく徴ちようは魔族そのもの……相手は、どう考えても魔族だった。

「に、に、に、人間んんんんんっっっっっっっっっっ!?」

　なぜか、女魔族も俺と同じように素すっ頓とん狂きような声を発している。

　……言葉を操あやつれる。ということは、間違いなく上級魔族以上の存在だ。

　どうする!?　言葉が通じるなら、ハッタリが通じるか試ためしてみるか!?

「お？　な、なんだぁ？　まだ魔族の残党が居たのか！　これはすぐに討とう伐ばつしないとな！」

　思いっきりドヤ顔で凄すごんでみせる。……伐ばつ採さい用ナイフを携たずさえて。

「……へ!?　ちょ、ちょ、ちょっと待って！　わ、私、魔族じゃないわ！　ほ、ほらっ！」

　女は慌あわてた様子で自分の両耳を手で覆い、上うわ目め遣づかいで人間アピールしてきた。

「無理すぎるわ！　そんな尖った耳の人間いるわけないだろぉ！」

　なんだ、この謎なぞの女魔族……恐きよう怖ふの対象のはずなのに、命の危険を全然感じないぞ……。

「あ、あんたこそ！　そ、そ、そんなちっぽけなナイフで、わ、私と戦やり合う気？」

「……へ!?　い、いや、こ、これは、その……」

　優位に立っていたはずの俺おれだったが、武器ではなく明らかに道具に分類される得物を指し摘てきされ、怯ひるんでしまう。

「くっ、くふふふふっ、ま、まぁいいわ。冗じよう談だんはこの辺にして、殺してしまおうかしらね」

　マウント合戦に勝利した女魔族は、悦えつに浸ひたった様子で高笑いをあげる。

　それにしても……この女魔族。

　冷静に見ると、強くなさそうな……気がしてきたぞ……？

　俺は魔ま法ほう使つかいじゃないので魔ま力りよく感知はできないが、この女魔族からは魔力の漏ろう出しゆつを感じられない。言葉を操る魔族ともなれば、その膨ぼう大だいな魔力が周囲に漏れ出るはずなのだが……。

　目の前の女魔族からは全く漏れ出ていない。商人の俺でも分かるほどだ。それこそ、アストリオンに暮らす職人クラスの住民と接しているような感覚。

　俺は思考速度を速め、ある結論に達する。

「実は俺、勇者レヴァンのパーティーに所属して――」

「申し訳ございません！　調子に乗ってしまいましたぁ！　命だけは助けてください！」

　女魔族は、とんでもない速さで土下座してきた！　命いのち乞ごいとともに。

　なにこの豹ひよう変へんぶり……まぁ……予想的中だけど。

　この女魔族は、おそらく斥せつ候こうか何かなのだろう。魔ま王おう軍の戦闘要員ではないのだ。

　要は勇者パーティーに所属していた時の俺と同じ……。

「ふっふっふ。なるほどなるほど。あぁーっはっはっはっはっは！」

　俺の安全は確保された。良かった、なんとか、この危機からは脱だつせられそうだ。

　――ポトッ。

　緊きん張ちようの糸が解け、油断していた俺は、腰に着けていた手形を落としてしまった。

　……いけない、いけない。

「ん？」

　女魔族は地面に落ちた俺の手形を凝ぎよう視ししている。

「……？」

「はああああああぁ!?　商人!?　なによこれ！　しかも、勇者パーティーに所属してるって嘘うそじゃないのよ！　元じゃん！　元！」

　女魔族は立ち上がって俺を指差し、抗こう議ぎの声をあげてくる。

　や、やっべぇ！

　手形に記き載さいされている俺の活動履り歴れきとパーティー履歴が見られてしまったようだ！

「は？　ち、ちがうし！　元って言っても、今も勇者と繋がりはあるしぃ？」

「いやいやいや！　そもそも、勇者のパーティーに所属している人間が、こんな辺境にいることが不自然なのよ！」

「ふ、ふーん？　い、いいのかな、そんなこと言って。お前を討伐して勇者のもとに送り届けちゃおうかなぁ？」

「あんた、何者なのよ!?　いったいなんなのよ!?」

「俺は勇者レヴァンのパーティーメンバーだ！　…………元」

　最後に小さく、現在の状態を表す一言を付け加えておく。

「待って！　私はこう見えて、魔王軍じゃないのよ！　魔族だけど、魔王軍じゃないの！　信じて！　おねが～いっ」

「嘘うそ吐つくなよ。どう見ても魔王軍だろ……」

「ちょっと前までは魔王軍だったわ……で、でも！　今は完全にフリーの旅人なの！　安心安全、人じん畜ちく無む害がいの平和主義者、それが今の私よ！」

　魔族の旅人とか……人間に滅ぼされた廃城の観光ツアーでもやってんのか!?　おいおい、なんか一ひと儲もうけできそうな話が思いつきそうだぞ。

　って、今は商しよう魂こん出してる場合じゃない！

「安心安全、人畜無害の平和主義者が、さっき善良な商人を殺そうとしてなかったか？」

「違う違う！　さっきのはノリよ！　はぁぁぁ～～～、この商人、ノリ悪いわぁ！」

　女魔族は両手を広げ、ヤレヤレといった様子で呆あきれている。その顔が憎にくたらしい。

「じゃあ、なんで魔王軍を抜けたんだよ。魔族なんだから魔王軍に入ってなきゃおかしいだろ。そもそも、魔王軍に参加するために、魔族の世界からレピシアに来たはずだ」

「…………クビになったのよ」

「えっ？」

「だ・か・ら！　魔王軍をクビになったって言ってるのよぉ！　ばぁかぁぁ！」

　クビ？　魔王軍にクビとかあるの!?

　それにしても、目の前の女魔族の悲ひ愴そう感かんが痛いほど伝わってくるな、なぜだろう。

「えっと、込み入ったことを訊きいて申し訳ないんだけど、なんでクビになったの？」

「私が戦闘で使い物にならないからよ！　うわぁーん！　言ってて悲しくなってきたぁ！」

　……マジか、完全に俺と同じ状況じゃないか。

「そうか……大変だったな」

「あんたに私の気持ちが分かるわけないでしょ！　戦闘では功績をあげられなかったけど、私だって裏で色々頑がん張ばってたんだから！」

「分かるぞ！」

「ぐすっぐすっ…………へ？」

「俺だってな！　毎日、道具整理やお金の管理をして、装備品の耐たい久きゆう度どなんかも毎日チェックして、毎日特売セールを利用してコツコツとパーティーのお金を貯ためていたんだ！　毎日毎日……っ」

「…………」

「それなのに！　あいつら、あっさり俺を切りやがってえぇ！　ふんぬううぅ！」

　今まで我が慢まんしてきた本音を、どこの誰とも知らない、人間ですらない相手に吐はき出す。

「もしかして、あんたも勇者からクビ宣告を受けたの？」

「うっ……そ、そうだ。文句あるか」

「な、ないわよ！　ばーか、ばーか！」

「「…………」」

　快晴の平原に、一陣の風が俺と女魔族のもとを吹き抜ける。

　穏おだやかな日常を届けてくれる、『暖かい風』。

「えっと、とりあえず、俺のことは殺さないでね？」

「むしろ、私を殺さないで頂けると助かるわ」

「俺の弱さを舐めるなよ？　マジで戦闘では役立たずだったんだからな？」

「はぁ？　私のほうが弱いですぅー！　弱すぎて下級魔族も召しよう喚かんに応じてくれなくなりましたぁー！」

「俺なんか、その下級魔族相手に死にかけたわ！」

　その後も自らの弱さ自じ慢まんを繰くり広ひろげた俺たちだったが、口こう撃げき合戦は引き分けに終わった。

　上級魔族以上の存在なのに俺と引き分けるとは、なかなかの強者、もとい弱者だな……。

「なかなかやるな……まさか魔王軍に、お前のような使えないヤツがいようとは」

　魔王軍には、最強と謳うたわれるリリウムのような大幹部がいる一方で、こいつのような憐あわれな下したっ端ぱも存在するのだ。

　鉢はち合あわせたのがリリウムじゃなくて本当に良かった。

「あんたも相当よ……まさか勇者パーティーに、あんたのような使えないヤツがいようだなんて」

「……ふんっ、まぁいい。俺はルーヴィッチに行く旅の途中なんだ。アホ魔族に構っているほど暇ひまじゃないし、金に余よ裕ゆうがあるわけでもないから。達者でな、旅の魔族さん」

「ルーヴィッチ？　こことは全然違う方角じゃない。私が案内してあげようかしら？　アホ商人さん」

　え？　マジで……？　っていうか、ココどこなの……。

「なぜ、アホ魔族のお前が人間の街の位置を知っている……」

「私は魔王軍で内政を担当していたのよ。まぁほとんど事務作業だけどね。その作業でレピシアのことを勉強したし、人間の国や街も覚えたわ。あと、私はアホ魔族じゃないっ」

「へ、へぇ……。まぁ、道案内くらいなら頼たのんでやってもいいか。特に害は無さそうだし」

　遠くから見ただけでは魔族だとバレることもないだろう。

「あらあら、方向音おん痴ちのアホ商人様は随分と上から目線なのね」

「分かった分かった。とりあえず、ルーヴィッチまでの道中、協力しようじゃないか。お互たがい戦闘には自信がないんだ。野営する際も二人のほうが安全なのは間ま違ちがいない」

「そうね。私は特に目的もないし、これからどうしようか決めかねていたところだったから、丁度いいわ」

「よし、それじゃあ暫ざん定ていパーティー結成だな。俺は商人ウィッシュだ。短い間だろうけど、よろしくな！」

　旅の途中で一時的にパーティーを組む際は、もちろんギルドへの届け出は必要ない。

　目的が達成されれば、そこでパーティー解消。それが暫定パーティーだ。

　パーティーメンバーが魔族だから、ギルドに申しん請せいできるわけないけど……。

「私はリリウムよ。リリウム様と呼んでいいわよ」

　……ん？　リリウム……!?




「お前がリリウムかよおおおおおおおおおお!!」




　穏やかな平原に、俺の様々な感情が込こめられた叫さけび声が轟く。

「あら、さすが私ね。こんなアホ商人にも名前が知れ渡わたっているなんて。くふふっ」

「お前か！　アストリオンの街に攻せめ込んできて、めちゃくちゃにしやがったの！」

「違いますぅ！　めちゃくちゃにされたのは私のほうですぅ！　ばーか、ばーか！」

　なんで、攻めてきたコイツが文句を言っているんだ……。




　いざ、ルーヴィッチまでの道を女魔族先導のもと歩き出したのだが――

「お前が攻め込んできたせいで俺は…………いや、それはもういいや」

「ふんっ」

　というか、あの戦場で気になっていたことがある。

　魔法使いパルが言っていたことだ。

『――膨大なはずの魔力を、この周辺からは全然感知できない』

　たしか、戦場でリリウムの魔力を感じ取れないという趣しゆ旨しの発言だった。

「お前が本当に大幹部リリウムだったとして、なんで戦場に居なかったんだよ!?　あの場には下級魔族しか居なかったんだぞ!?」
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「い・ま・し・たぁ！　ちゃんと最初から最後まで居ましたぁ！」

「そんなはずないだろ。魔法使いの魔力感知にも引っかからなかったんだぞ。雑ざ魚こ兵じゃあるまいし……」

　……ん？　雑魚兵……？

　目の前の自じ称しようリリウムという女魔族の様子を確認してみる。

「ぐぬぬぬぬぬぬっ！」

　自称リリウムの髪の毛けは、眩まぶしい銀色に光ひかり輝いている。

　一方、顔は今にも燃え上がりそうな赤色になっていた。

　リリウムって、たしか深淵なる銀氷とか呼ばれている至高の氷雪系魔法の使い手だったはず……。

　しかし、目の前の女魔族の顔は今にも火を噴ふきそうなほど燃えている。

「お前、偽にせ者ものだろ」

「むきいいいぃぃぃ！　これでも喰くらええええええ！」

　ヤバい！　真の力を解放させるつもりなのか!?　急いで逃げるべきか……!?

　コツンッ！

「痛いって！」

　逡しゆん巡じゆんしていた俺の頭に石が飛んできた。

　自称リリウムが足元にあった石の破片を飛ばしてきたらしい。

「っへっへっへっへ。どうよ、恐おそれ入ったかしら？」

　石の破片を得意気に握にぎって勝ち誇ほこる表情が憎たらしい。

「なにがだよ!?　今のが深淵なる銀氷アビス・アイスリリウムの必ひつ殺さつ技だとでも言うつもりか!?　人間の子供にも負けるぞ！」

「はぁ？　人間の子供なんか、ギリ勝てるわよ。そこまで甘あまく見てもらっちゃ困るわね。これでも元魔王軍幹部なのよっ」

　ギリなのかよ!?　魔王軍幹部って子供にギリ勝てるくらいの強さしかないのかよ!?

「百万歩譲ゆずって、お前がリリウムだとして、あの戦場で気配を消していたのはなんでだ？　本物なら、魔王軍との戦いに慣れていない冒険者なんか一いち網もう打だ尽じんにできるはずだろ」

「べ、べつに、気配を消していたわけじゃないわよっ、ただ、その……下級魔族より劣おとる魔力しかないものでして……あはははは……」

　おいおい、無表情で笑いだしたぞ……自称リリウムさん。

「深淵なる銀氷なんだろ!?　膨大な魔力量を誇るんだろ!?」

「誇りませぇ～ん！　そんなの大昔の魔界に居た頃ころの私で～っす！」

　魔界？　魔族の世界のことかな。

「そんなヤツが、なんで魔王軍の幹部に居い座すわってんだよ!?」

「魔界から、こっちレピシアに来た時は期待されていたのよ。私、超ちよう有ゆう望ぼう株かぶのスーパールーキーだったからね！」

「なんかよく分からんが……」

　自分語りが始まったようだぞ!?

「でもねっ！　私がこっちレピシアに来てから数年経たった頃、世界レピシアは最悪な状況に変化してしまったのよ……」

「…………」

「まずは、ボルヴァーンとかいう意味不明な火力兵器の存在！　あのインチキ兵器が作られて、あっちこっちの街に配置されたことが第一の悪夢よ」

「人間にとっては最高の防衛兵器と言われているが？」

「私にとっては悪あく魔まの兵器よ！　あんなのを作るなんて人間は恐ろしい生き物よ……」

「ふ～ん。でもよ、本物の深淵なる銀氷アビス・アイスリリウムさんなら、ボルヴァーンなんか簡単に破壊できると思うんだが？」

　論点は結局そこに行き着く。

「……できないのよ」

「お前が偽者だから？」

「ち・が・う！　それは、私にとって第二の悪夢とも呼ぶべき現象のせいよ……」

「魔族なのに悪夢をいっぱい抱かかえているんダナー」

「うっさい！」

「んで、その現象ってのは、なんなの」




「温暖化よ」




「…………は？」

「だ・か・ら！　世界の温暖化よ！」

　レピシアは今、ある者たちのおかげで様々な進歩を遂とげている。その技術的進歩の副作用で、たしかに世界レピシアの気候は昔よりも温暖化していると言われている。

「温暖化の何がいけないんだよ。暖かいほうが生活しやすいし、冒険者にとってはありがたいことだぜ？　温暖化は世界にとっての幸福って言われているくらいだし、全然悪夢なんかじゃないぞ？」

　食しよく糧りよう生産量も増加したって話だし、良いことばかりだ。

「私は氷雪系魔ま法ほうの使い手なのよ。っていうか、氷雪系魔法『しか』使えないのよ！」

　……あっ。なるほど、こいつの言いたいことが分かったぞ。

「お前、特化バカだったのか」

「バカ言うなああああ、アホォォォォ！」

　魔術師ソーサラータイプは通常、火、水、風、土の四大魔素を基き礎そにして、魔法発生に必要な魔素を練ねり込む。自身の能力を磨みがくために、この四大魔素をそれぞれ組み合わせたりして、独自の魔法を作り出すのが魔術師である。

　有名どころでは雷かみなり系の魔法だ。雷の魔素は存在していないが、水、風、土の三元魔素を基礎にして魔素を練り込み、雷を発生させるらしい。メカニズムは商人の俺にはよく分からないが。そして、問題となっている特化バカというのは、この四大魔素を一つしか使えない……使おうとしない者たちのことだ。

「深淵なる銀氷……至高の氷雪系魔法の使い手……なるほどな」

　そういうことか。氷と雪の魔法しか使えないとなると、この温暖化した世界レピシアでは分が悪くなる。

　温暖化により水の魔素が減少し、火の魔素量が増大しているのだ。火の魔素が強く練り込まれている大気の場合、そもそも氷雪系魔法など発生させることもできない。

　水蒸気を氷の結けつ晶しように変化させて様々な魔法を繰り出すのだろうが、火の魔素量の濃のう度どが高くなると、水そのものになってしまう。

　そして、この自称リリウム……いや、リリウムさんは、おそらく水みず魔ま法ほうも使えないのだ。

　水の魔素は使えるが、それを元にした氷と雪の魔法しか扱えない。

　至高の氷雪系魔法の使い手か……どうやら至高過ぎたようだ……。

「な、なによ、その可哀かわい想そうなヤツを見る目は!?」

「なんで水魔法使えないんだよ。氷とか雪って、いわば水魔法の発展型だろ？」

　まぁ、特化バカの答えは何となく分かるが。

「ウチは代々ずぅーっと氷雪系魔法の使い手の家系なの！　それに、雪とか氷は見てるだけで心が癒いやされるし！　綺き麗れいでロマンチックじゃん！」

　――つまりは『好き』だから。ロマンを追い求めているのだろう。

　俺も祖父じいちゃんを尊敬して商人を継ついだ。そして、勇者や戦士ではなく商人を誇りとして活動してきた。なんとなく、リリウムの想おもいにも通じるところはあるが……。

「でも、今の環かん境きようなら水系のほうが需じゆ要ようあるだろ。氷雪系しか使えない魔術師とか俺でも雇わんぞ。基本の水魔法も使えないんじゃ需要ないわー」

「なによ需要って！　そんなもん知らないわよ！　需要とか供給とか勝手に決められた固定観念とか社会圧とか、そういうものはね……全部凍こおりついちゃえばいいのよおおお！」

　需要と供給、大切だと思うぞ。

　俺は商人だから、そういうのに敏びん感かんにならないと死活問題になるのだ。

「リリウムさんよ、お前の事情はよぉーく分かった。だから落ち着いてくれ。俺も似たような境きよう遇ぐうだから、馬鹿にできるような状じよう況きようじゃないしな」

　俺とリリウムは歩く速度をやや緩ゆるめ、互いに顔を見合わせる。

　リリウムは少し落ち着いた表情になり、髪かみの毛の色も透とう明めい感溢あふれる蒼あお色に変化していた。

　魔族の性質は謎だらけだ。

「そうね。あんたも使い物にならず、追い出された身分だったわね」

　コイツぶん殴なぐりてぇ……。

　俺が心の中でリリウムにボルヴァーンをぶっ放していた時、ある異変に気がついた。

　……気がついてしまった。

「ところで」

「なによ？」

「ここはどこだ!?」

　リリウムと言い合いながら歩いていたせいで、周囲の景色が変化していることに全然気がつかなかった。

　ルーヴィッチまでの道は平へい坦たんなコースであり、見晴らしの良い平原を開かい拓たくして作られている。

　現在、俺とリリウムが立っているのは樹林地帯の中である。

「あれ？　なんでこんな森の中に居るのよ、私たち……」

「知らないわ！　俺が訊きたいよ！」

　どうやら方向音痴は俺だけではなかったらしい。










幕まく間あい　～女め神がみの受難～







　空も地面も壁かべもない、白い空間。

　ただただ、無限に広がる白の世界――天界。

　そこに女神ミルフィナは居た。

　レピシアに住まう人々にとっての崇すう拝はい対象である神々の一柱。それが女神ミルフィナであり、最も幼い低級の神である。

「……このままだと人間と魔族、また争いになっちゃうっ！」

　ミルフィナは今にも泣き出しそうな顔で、下界のレピシアの様子を眺めていた。

　ミルフィナの青色の瞳ひとみには、人類の最大都市であるアストリオンにリリウム軍が侵しん攻こうしてくる様子が映し出されていた。

　魔王軍と人間たちとの戦せん闘とうの一部始終を確認したミルフィナは、すぐに最高神レピスのもとへ向かう。

　レピシアの創造主にして主神でもあるレピス。ミルフィナにとって、父にあたる存在である。しかし、ミルフィナは父レピスの姿を実際に目で見たことはない。レピスは、ミルフィナのような下級の神の前には姿を見せず、いつも声だけで対応するからである。

　最高神レピスが存在する場所に到とう着ちやくするや否いなや、ミルフィナは声をあげた。

「お父様！　ミルフィナです！　大事なお話があって参りました！」

　ミルフィナの大きな声は一いつ切さい反はん響きようしない。

　この白い空間の広大さと、周囲に何も存在していないことの証あかしでもあるのだが、

「――却きや下つかする」

　何も存在しないはずの空間から、突とつ然ぜん、声が返ってきた。声だけが。

「そんな……ワタシは、まだ何も……」

「幼き神ミルフィナよ。未熟なお前の考えなど、聞かずとも分かる」

「それなら……」

「却下だ。人間たちに魔族以上の戦闘能力を付ふ与よするのが我々の役目であり、存在意義である。今回の魔ま王おう軍ぐん侵しん攻こうを防げたのも、『力』あってこそ。ミルフィナ、お前の言う『平和』は敵を滅ほろぼさぬ限り成し得ぬ」

「そんなの！　やってみなくちゃ分からない！」

　女神ミルフィナが再三に亘わたって父レピスに説いてきたものが、人間と魔族の和解である。

　戦闘による争いではなく、対話による平和を目指すミルフィナ。一方、レピスを中心とする上級の神々は、魔族との戦闘に勝利することを目標に掲かかげていた。

「誕生して５００年にも満たない小こ娘むすめのお前には何も分かるまい。これは古いにしえの時代より続く、我々人間の神と魔族の神との問題なのだ。お前のような未熟者の入り込む余地などない」

　言葉の内容とは裏腹に、感情が全く読み取れない無機的な話し方でミルフィナを一いつ蹴しゆうする神レピス。

「んんんんんんっ～～～もうっ！　お父様の分からず屋！」

　ミルフィナはレピスとは対照的に、駄だ々だっ子のように声を荒あららげた。

「そこまで言うなら、自分の目で確かめるが良い。お前の相手をするのも面めん倒どうだ」

「……へ？」

「幼き未熟な女神ミルフィナよ。お前は今日よりレピシアの地に降り、真の現実を体験してくるのだ。そして、今後、この天界に立ち入ることを禁ず――以上だ」

　レピスは、罪人に判決文を読み上げる裁判官のように淡たん々たんと告げた。

「……え!?　うわわっ!?　なにこれ！　きゃああああ!!」

　こうして、女神ミルフィナは冷たい光に呑のまれ、レピシアに飛ばされたのだった――










三章　女神様とパン







　ルーヴィッチを目指していた俺とリリウムは、気づくと森の中に居た。

「なんでこんな場所に来てんだよ!?　ルーヴィッチまでの道に、こんな森なんて無かったはずだぞ!?」

「お、落ち着きなさいっ！　なにか特とく殊しゆな魔ま法ほう攻こう撃げきを受けた可能性があるわ！」

「いや、ないわ！　絶対迷っただけだわ！」

　使えない貧びん乏ぼう商人と使えないポンコツ魔族をわざわざ狙ねらうような、そんな酔すい狂きようなヤツ居るわけない。使用する魔力が勿もつ体たいない。

　……冷静に自分たちを分ぶん析せきすると空しくなってくる。やめよう。

「……でも、この森、不思議と心が落ち着くわね。まるで癒いやしの空間のようだわ～」

「はぁ？　どこがだよ……ねっとりと纏まとわり付く、気味の悪い空気が漂ただよってるぞ……」

　森の中は、昼間とは思えない陰いん気きな空気に支配されている。

　魔ま物ものどころか魔族でも出てきそうな物々しい雰ふん囲い気きである。

「あんた、地図持ってないの？」

　というか、魔族は俺の隣となりにいた。

「持っていたら、あんな廃はい城じように辿たどり着いてない」

「たしかに……」

「仕方ない。こうなったら、この森を突つっ切るしかない。日が暮れる前に抜ぬけるぞ！」

「夜の森は危険だしね……日中は寝ねていて、夜から活動を始める強力な魔物も多いわ」

　そうして、俺とリリウムは鬱うつ蒼そうとした森の中を駆かけ出した。




「ハァ……ハァ……ハァ……ハァッ」

　どのくらい走っただろうか。

　森の中なので見通しが悪く、距きよ離り感も時間の感覚も薄うすれてくる。

　周辺には明るい木こ漏もれ日びが溢れているので、まだ陽は落ちていない。

　……あぁ、なんでこんなことになったんだろう。

　順調に旅をスタートさせたはずなのに、気がつけば意味不明なポンコツ魔族と一いつ緒しよに謎の森を駆け抜けている今の俺。

「ウィッシュ！　止まって！」

　少し前を走るリリウムが俺のほうを振ふり向いて、停止させた。

「どうした？」

　急がないと、強力な魔物が起きてしまう。

「シィー！」

「ん？」

　リリウムは口に人差し指を当てて沈ちん黙もくを促うながしてくる。

　なにかあったのだろうか。

「この近くに強力な魔力反応があるわ……」

　リリウムは声のトーンを落として状況を説明した。

　俺が相手の詳しよう細さいを訊たずねようとした直後――

　正面から世界の終わりを告げるような地じ響ひびきが聞こえてきた。

　地じ震しんのように大地が揺ゆれ、小刻みに俺とリリウムの身体も振しん動どうしている。

「終わった……」

　こんなん絶対、鉢合わせちゃいけない怪かい物ぶつだろ……。

「んんんんんんっ！」

「ど、どうした!?」

　隣で身を屈かがめているリリウムが、なにやら集中し始めた。

　魔術師が極大魔法や特別な魔法を発動させる際に行う、予備動作だ！

　深淵なる銀氷アビス・アイスリリウムの真の能力が解放されるのか!?

「秘技！　死んだふり《死んだふり》！」

　パタッ。

　リリウムは、その場に蹲うずくまって倒たおれた。

「死んだふりかよ!?　大魔法でも使うのかと思って、一いつ瞬しゆん期待しちまったじゃねぇか！」

　大地を揺るがす震しん源げん地ちとも呼べる生命体は、正体が確かく認にんできる位置まで迫せまって来ていた。

　――邪熊族【ゴルドン】。

　強力かつ凶きよう悪あくな魔物として冒ぼう険けん者しやに恐れられ、遭そう遇ぐうしたら戦闘せずに逃とう亡ぼうすることを最優先に作戦を立てろ、と言われている最悪の相手。

　下級魔族レツサーデーモンが魔族の世界に棲すまう怪物なら、魔物はレピシアに生息する怪物だ。知能が低いという点は同じだが、人間を絶命させる目的で攻こう撃げきしてくる下級魔族に対し、魔物は人間を捕ほ食しよくするために襲おそってくる。まさに生存本能剥むき出しの生物だ。

【ゴルドン】は、俺の２倍はあろうかという巨きよ体たいを揺らしながら、前ぜん傾けい姿勢の二足歩行で近づいてくる。体毛が黒光りしているので、成熟体だ。

【ゴルドン】は真っ白な毛で産まれるが、永い時を経て、どんどん黒くなっていく。体毛の濃こさが、イコール個体の強さの証明にもなるのだ。

　冒険者ギルドが指定する特定危険生物に位置づけられ、上位のＡランクから下位のＦランクまでの６段階中で、【ゴルドン】は文句なしのＡランク！

　俺は、横で息を潜ひそめながら頑張って気配を消している女魔族を一いち瞥べつする。

「ちょっと！　コッチ見ないでよ、気づかれるでしょ！」

　コイツ、元魔王軍幹部のハズなのに……。魔王軍幹部だったら【ゴルドン】くらい、一瞬で倒せるはずなのに……。

　女魔族様は情けない姿で横たわっている。

「グルルルルルルルルルルルゥゥッ！」

【ゴルドン】が呻うめき声ごえをあげて威い嚇かくしてくる。

　リリウムの力は期待できない。ここは俺がなんとかするしかない！

「うっし！　やれるもんならやってみろ！　俺は商人ウィッシュ！　かかってこい！」

　俺はナイフを取り出して、威い勢せいよく大声をあげた。

「そんなナイフ一本じゃ無理よ！　あいつのエサになるだけだわ！」

「リリウム、お前は逃にげろ！　【ゴルドン】は怪物じみた筋力を誇るが、敏びん捷しよう度どは低い。身軽なお前なら、俺が囮おとりになっている間に逃げ切れるはずだ！」

「な、なに言ってんのよっ！　さっき会ったばかりの私のために、なんで命張ろうとしてんのよっ！　私は魔族なのよ!?」

　これまで俺は色々なものに見放されてきた。

　だけど、今は――

「魔族だけど、俺の仲間だ！　リリウム！　お前はもう、俺のパーティーメンバーなんだ！　だから、俺は逃げねぇ！　戦いながらでも、打開策を探さぐってやる！」

　理由はどうあれ、リリウムが旅のパーティーを組もうと提案してきた時、俺は正直言って嬉うれしかったんだ。勇者たちに見捨てられて独りぼっちになった俺と一緒に冒ぼう険けんしようだなんてな。マジで短い間だったけど、ちょっと楽しかったぜ。

　俺がナイフを握りしめ、【ゴルドン】に立ち向かおうとした、その時――

「私は深淵なる銀氷アビス・アイスリリウム！　あんな愛あい玩がん動物に臆おくすることはないわ！」

　リリウムが突然立ち上がり、前に出て俺を制した。

「なにしてんだよ！　早く逃げろよ！」

「逃げるのはウィッシュのほうよ！　わ、私は誇り高き魔族なの。わ、矮わい小しような人間の、弱小な商人に助けられたとなったら、け、経歴に傷がつくのよっ」
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「格好つけんな！　二人して死んだら、それこそ無む駄だ死じにだ！」

「だったら、ウィッシュが逃げなさい！　私、こう見えて実は敏捷度は低いの！　だから、生き残る可能性が高いのはウィッシュのほうよ！」

　嘘……吐つくなよ。

　ここまで走ってきて分かったが、リリウムの走る速度は俺おれよりも速い。息切れしながら最高速度で走る俺に対して、リリウムは軽快に森の中を駆けていた。

「なんで、そこまでして人間の俺を……」

「人間……だからかしらね。同族に見捨てられた私を拾ってくれて、少し……本当に、ほんの少しね？　…………感謝、してる」

　ドスンッ！　ドスンッ！

【ゴルドン】は激しい唸うなり声と歯は軋ぎしりとともに、威嚇しながら近づいてくる。

　すでに今にも襲いかかってきそうな距離まで到とう達たつしていた。

「っく……」

「正直、私にはもう目的がない。魔王軍にも戻もどれないし、戻る気もない。人間の仲間にもなれない。はみ出し者の私の最さい期ごはココが相応ふさわしいのよ……」

　だったら、そんな悲しい顔すんじゃねぇよ！

　さっきまでのように俺をバカにして、自分だけ逃げろよ！

「チクショウ！　俺に力があったら！」

　無力な自分を責め、ナイフを握る力を強める。

　――すると、突然。

【ゴルドン】の右胸……その少し下に位置する部分から、小さな光が漏もれ始めた。

　下級魔族の時と同じ。幻げん覚かくを視みてしまうほど、俺の精神が昂たかぶっているのだろう。

　心を落ち着かせ、神経を研とぎ澄すませる――




「その光を狙って攻撃して！」




　今度は幻げん聴ちようが聴こえてきた。

　どの道、今の俺にできるのは【ゴルドン】を牽けん制せいすることくらいだ。狙う場所は身体のどこでもいい。だったら、ちょうど光っていて狙いやすい、あの部分を突く！

「グオオオォォォォオオオン!!」

【ゴルドン】が、ゆっくりと右みぎ腕うでを掲げる。

「ウィッシュ！　危ない！」

　俺の後ろから、リリウムの悲ひ壮そう感かん溢あふれる声と石の破は片へんが飛んできた。

　破片は俺の頭ではなく、【ゴルドン】の身体へと当たった。

　リリウムが敵の狙いを自分に引き付けるために放った渾こん身しんの『必殺技』。

　リリウムが作り出した、この一瞬の間を逃のがすわけにはいかない！

　俺は【ゴルドン】の動作を注視する。そして、その大きな右腕が天高く掲げられたタイミングを計り、隙すきだらけとなった右胸の下方部……小さな光へとナイフを突き刺さした。

　まるで、光に吸すい込まれるようにして――ナイフが敵の身体に突き刺さった。

　貧ひん弱じやくな商人のナイフ攻撃。

【ゴルドン】にとっては、小さな虫に刺されたのと大差ないようなダメージだろう。

「グルゥ!?　キュウウウウウウウゥン！」

　しかし、【ゴルドン】は俺のナイフで右胸の下方部を刺された直後、大きな呻き声をあげて苦しみ始め……大の字になって背中から地面に倒れた。

【ゴルドン】の倒れた時の衝しよう撃げき音おんが樹海に広がり、木々で羽を休めていた鳥たちが一いつ斉せいにどこかに飛んでいくのが見えた。

「私たち……助かった……の？」

「そ、そのようだな……」

「この熊、完全に絶命してるわよ？　……ごくり」

【ゴルドン】の状態を、へっぴり腰ごしで恐る恐る確認するリリウム。

「……ふふふっ、ふふっ！」

「ど、どうしたのよ!?」

「【ゴルドン】は、この商人ウィッシュが倒したのだ！　フワァァァハッハッハッハッハ！」

　腰こしに手を当てて、高らかに勝利宣言をする。

「はぁ!?　あんなナイフの一いち撃げきで倒せるわけないでしょ!?　き、きっと、私の石の攻撃が急所に当たったからだわ！　う、うん！　きっと、そうに違ちがいないわ！」

「いいや、俺のナイフ攻撃だ！」

「違う！　わ・た・し！」

　その後も同じような不毛なやり取りを続けた俺たちだったが……後方から、バサバサバサッ、という草が靡なびく音が聴こえてきて――

「「ぎゃあああああああああああああああああ！」」

　俺とリリウムは一目散にその場から逃げ出した。




「俺に感謝してるんだよな!?　だったら俺を先に逃げさせろ！」

「嫌いやよ！　私が先に逃げるわ！　ウィッシュは、ここでエサになりなさい！」

　お互いに顔を青ざめさせながら樹海を疾しつ走そうする。

　そんな俺たちの後方から――

「おーい！　待ってよぉ～！」

　小さな子供の声が聴こえてきた。

　俺とリリウムは急停止し、顔を見合わせた後、恐る恐る振り返る。

「……へ!?　女の子!?」

　この不気味な樹海に、人間の女の子が一人で突っ立っていた。

【ゴルドン】に遭遇した時以上の衝しよう撃げきである……。

「ウィッシュの知り合い……なわけないわよね……。完全に普ふ通つうの人間ね……魔ま力りよくも全然感じられないわ……」

　俺たちに声を掛かけてきた女の子――あどけなさが残る少女の容よう貌ぼうは、リリウムの言う通り普通の人間に違いない。

　しかし、身に纏った白のドレス調の衣ころもからは、不思議な威い圧あつ感が放たれている。

　金きん髪ぱつのツインテールや青い瞳などからは、逆に親しみやすさを感じるのだが。

「お兄ちゃん、ウィッシュって名前なんだねっ！」

　無む邪じや気きに笑う少女の雰囲気は、服装なども相まって薄うす気き味み悪わるい樹海で完全に浮ういていた。

「う、うん……俺は商人ウィッシュ。こっちはリリ……いや、なんでもない。それよりも、キミは？　なんで、こんなところに一人でいるのかな？」

　リリウムの名は伏ふせたほうが良いだろう。子供であっても、その名を知っている可能性はある。無意味に怖こわがらせる必要はない。

「ワタシはミルフィナ！　神様だよ！　この樹海に来たのは――」

　少女が元気に自己紹しよう介かいをし、事情を説明しようとした時。

　リリウムが、少女に聴こえないよう俺の耳元で囁ささやいてきた。

「……ちょ、ちょっと！　どうみてもヤバい子でしょっ。自分のこと、神様とか言っちゃってるわよ!?」

　う、うん……それは同感……なのだが……。

「あ、ああ……うん、そうだけど……」

　さすがに、この場所に置いていくわけにはいかないよな。この子……ミルフィナとか言ったか……この子くらいの年ねん齢れいには、自分が勇者だとか信じる人間も居るしな。神様までいってしまう子供には会ったことはないが……きっと、大変な目に遭あってきたのだろう。

「――っていうわけで、お兄ちゃんを追ってきたんだよ！」

　……それにしても、今日は本当に変な一日だ。魔ま王おう軍の元幹部様と鉢はち合あわせたと思ったら、今度は神様だ。次は何が出てくるのかな……はははっ。

「はーい、分かった分かった、お嬢じようちゃん。それ以上、わけ分からないこと言ってると、森の熊さんに食べられちゃうからねぇ～、静かにねっ」

　物思いに耽ふけっていた俺だったが、リリウムの声で現実に戻された。

　リリウムは、お姉さんぶって少女をあやしているようだ。

「だ・か・らぁ！　説明してるでしょお！　ウィッシュ兄がいれば、あんな熊なんか簡単にやっつけられるんだから！　リリウム、魔王軍の元幹部なのに判断力が鈍にぶいんじゃない？」

　…………へ!?　なんで、こんな小さな子供がリリウムの正体を知っているんだ!?

「な、なにをぉ……この、クソガキぃ～っ！」

「落ち着け、リリウム。えっと、ミルフィナちゃん、だったっけ……キミは一体」

「ミルフィナでいいよぉ！　さっきも言った通り、ワタシは女神！　最高神レピスの末っ子だよ！　この前、レピシアに降り立ったんだぁ」

　ミルフィナは可愛かわいらしく茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクをしてきた。

「レピスは知ってるけど……いや、名前だけだが。ミルフィナ……神？　は聞いたことない」

「うぅぅ～～～。ワタシは、ひよっ子の神様だからね……まだレピシアの人々には認にん知ちされてないよ……。でも、ワタシはお父様以上に、この世界のことを考えてる！　それを証明するためにレピシアに来たの！」

　少女とは思えないような芯しんの宿った言葉。俺はミルフィナの言葉と、その声に不思議と温ぬくもりを感じていた。

　どこかで聴いたことある声……それも、ついさっき……。

「ウィッシュ？　子供の遊びに付き合っていられる時間はないわよ。見て……もう夜になっちゃう。急いで森を抜けないと」

「……そうだな。まぁ、この子も俺たちの後を追ってくるだろう。俺がミルフィナを見守りつつ走るから、リリウムは先導よろしく」

「ええ、任せて。生意気なガキんちょだけど、ここで野垂れ死なれたら私の寝ね付つきも悪いわ。しっかり守りなさいよ」

「ああ、任せろ！」

　俺が力強く親指を立てて応えると、

「残念だけど、ウィッシュ兄たちに、この樹海は抜けられないよ」

　ミルフィナが忠告してきた。その表情からは遊びや冗じよう談だんなど感じられない。

「ど、どういうことだ!?」

「この樹海の名前は、追憶の樹海フオルニウム。禁きん忌きの場所で、人間は一度入ったら最期。樹海全体に張られた結界によって、脱だつ出しゆつすることなく息絶えるの」

「はぁぁぁ!?　そんな迷めい信しんじみた話、私たちが信じるとでも!?」

「信じなくても、自分たちで経験すれば分かるもん」

「ふーん、そう！　いいわ、ウィッシュ！　このリリウム様の後について来てちょうだい！　こんな樹海、すぐに突とつ破ぱしてやるから！」

　そう言うと、リリウムは俺の返答を待たずに駆け出していった。

「ったく、すぐ突っ走るんだから。……ミルフィナ、俺はリリウムを追うから、すぐ後をつけてくるんだぞ？　離はなれそうになったら声をあげてくれ。いいな？」

「だいじょーぶっ！　ウィッシュ兄たちは先に行ってて。ワタシとすぐに合流できるから」

「？　まぁ、とにかく、困ったらすぐに大きな声を出せよ！」

　俺はミルフィナに言ってから、先を行くリリウムを追った。




　周囲は陽が沈しずんでおり、辺りは真まっ暗くら闇やみになっている。

　それでも、構わずに駆けた。

「ハァ……ハァ……ハァ……ッ」

　呼吸が乱れてくるのが自分でも分かる。

　こんなに必死で走るのは、いつ振ぶりだろうか。そんなことを考えていると、視界の先で暗闇の中、ポツリと立つリリウムの姿を確認することができた。

　あいつ……俺のペースに合わせるために待っていてくれたのか。

「ハァ……ハァッ…………悪いな、待たせた」

　俺が軽くリリウムに告げると、リリウムは呆ぼう然ぜんとした表情で俺を見返してきた。

「……ねぇ、ウィッシュ。これ……見てよ……」

　不安そうな声で、ぷるぷると腕うでを震ふるわせてリリウムが指差した先には――

【ゴルドン】の大きな死体が倒れていた。

「お、お、おいおい!?　う、嘘うそだろ!?　この【ゴルドン】はなんだ!?　俺たちが倒したやつとは別のやつか!?」

「この右胸の下の小さな刺し傷きず……さっきウィッシュが付けたものよ……」

「と、いうことは……」

　俺が結論を言おうとした時――

　進行方向の暗闇から、ひょっこりと少女が飛び出してきた。

「はーい！　ウィッシュ兄たちは、めでたく戻ってきましたぁ！　おっかえりぃ～！」

　雰囲気にそぐわない軽快な声で俺たちを迎むかえたのはミルフィナだった。

「俺の後を追ってきた……わけじゃないよな。前方から登場してんだもんな……」

　嫌な夢でも見ている気分だぜ……ははっ。

「これで、この樹海のこと分かってくれたかな？」

「…………」

　リリウムは無言だったが、今の状況は理解しているだろう。

「……ああ。たしかに、結界とやらが張られているらしいな。じゃなきゃ、真っ直ぐ走って元の場所に戻ってくるなんて有り得ない。少なくとも、俺はこんな経験したことがない」

「さすがウィッシュ兄！　理解が早くて助かるよ。じゃあ、そろそろ本当に危険な時間帯になるから、二人はワタシの後をついてきてねっ？　いっくよぉー！」

　そうして、幼い女の子の先導のもと、俺とリリウムは夜の樹海を駆け抜けた。




　――数十分後。

　俺たちは無事に悪夢の樹海を脱出することができた。

「ハァ……ハァ……」

　さすがのリリウムも息切れをしている。

「ははは……やったな！　生きて出られたぜ！」

「ウィッシュ兄、喜ぶのはまだ早いよ。ここは樹海の瘴しよう気きにあてられた魔物たちの棲せい息そくする場所だからね。もっと遠くの安全なところまで離れるよっ」

「お、おう」

　俺たち三人は休きゆう憩けいする間もなく樹海を離れ、そそくさと歩き出した。

「いったいなんだったのよ、あの森……とても人間が管理下に置いている場所とは思えないわ……」

　歩きながらリリウムが不ふ機き嫌げんそうに零こぼす。

「追憶の樹海――古の魔ま竜りゆうフォルニスが封ふう印いんされている森だよ」

「フォ、フォルニス!?　魔ま界かいの山さん岳がく地帯を吐と息いきひとつで吹ふき飛ばしたっていう、あの伝説のドラゴン!?」

「うん、そだよぉー♪」

　魔竜フォルニス。

　その昔、魔ま族ぞくの世界だけでなくレピシア中を恐きよう怖ふに陥おとしいれたという伝説のドラゴンだ。

　俺も名前だけは知っている。それも小さい頃ころから。

　子供の頃、祖父ちゃんから聞かされた昔話。その話の中で、恐怖の象しよう徴ちようとして描えがかれているのが魔竜フォルニスである。レピシアの子供には慣れ親しまれた作り話だ。

　……と思っていたのだが、まさか、そのお伽とぎ噺ばなしの中の魔竜が、すぐ近くに居るだと？

「し、信じられん……」

「……ッ」

　リリウムは、恐きよう怖ふ心しんからかミルフィナを射い貫ぬくような視線で見つめている。

　いつの間にか森の結界を破り、俺たちを脱出へと導いた少女――ミルフィナを普通の子供として扱あつかうのは無理があった。

「ミルフィナが普通の子供じゃないことは分かったよ。さっきは信じなくて、ごめん」

　俺は今の気持ちを率そつ直ちよくに伝えて謝あやまった。

「いーよ！　ワタシが、突然、声を掛けちゃったってのもあるしねー」

　ミルフィナは両手を後頭部で組んで、悪戯いたずらっ子のように舌をペロッと出して答えた。

「声……か。それって、俺が【ゴルドン】と対たい峙じしていた時のことだよな？」

「おぉ？　気づいてたんだぁ？　そそ。ウィッシュ兄が自分の力のこと、まだよく分かってないようだったから、思わず声掛けちゃった」

「ウィッシュの力？」

　話の内容が分からないリリウムは首を傾かしげている。

「俺の……力？」

　ミルフィナの言葉を理解していないのは俺も同じだった。

「やっぱり、まだ自覚してなかったかぁ～！　あのさ、ウィッシュ兄、前にも戦闘中の相手の身体に光が見えたことって、なーい？」

「ある！　俺には間ま違ちがいなく見えたんだけど、周りの人間には見えてなかったんだ。だから、俺の幻覚なのかと思ってたんだけど……」

「それ、ウィッシュ兄が持ってる特別な能力だよ」

「マジかよ!?　俺にそんな力があるなんて、とても信じられないんだが……」

「ちょっと待って！　ウィッシュの不思議な能力も気になるけど、それよりもまず、アンタの存在よ！　ミルフィナとか言ったかしら、正体を言いなさい！」

　語気は強かったが、リリウムの表情には少し恐怖も混ざっているようだ。

「いやいやいや！　ワタシ、最初に自己紹介してるからねっ!?」

「もしかして、人間の勇者が少女に化けていたり、とか…………ごくり」

　リリウムは生なま唾つばを飲み、緊きん張ちように満ちた面おも持もちでミルフィナの様子を窺うかがう。

「だからぁ！　神様だって言ってるじゃん！　ええぃ！　こうなったら、今、ウィッシュ兄にワタシの加護をあげちゃうもんっ！　これで、信じろおおおぉぉぉ!!」

　暗闇の中でミルフィナが叫さけぶと――

　突とつ如じよ、俺の身体が眩まばゆい光を放ち始め、温もりとともに大きな安らぎをもたらしてきた。

　……なんだろう、凄すごく心ここ地ち好よい光だ。

　光に包まれた俺は、何にでもなれる、何でもできる。そんな全能感を抱いだいてしまう。

　その後、光は一瞬で消失し、辺りは再び暗闇に飲のみ込こまれた。

「な、なんだったの!?　ウィッシュ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……あ、ああ、平気だ。むしろ、生き返った気分だ」

「？」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふが浮かんでいるリリウムをよそに、ミルフィナが話を続ける。

「今、ワタシがウィッシュ兄の眠ねむっていた能力を無む理り矢や理りに引き出したの。ワタシのお父様なら無条件で人間に特別な能力を付与することができるけど、今のワタシにはこれが精せい一いつ杯ぱい。人間の元々持っていた力を引き出すだけ……信じてもらえるといいけど……」

　直前まで抱いていたミルフィナに対する不信感と恐怖心。そのどちらも、不思議と消え去っていた。それどころか、ミルフィナに対して心が通じ合っているという感覚すら芽生え始めている。まるで昔から組んできた仲間――運命を共にしてきた存在のような。

「ミルフィナの光に包まれた時、一瞬、白い世界が視えた気がしたんだ。それに、なんだか不思議な感覚だった……少し懐なつかしいような……」

「なによそれ。混乱魔ま法ほうにでも掛けられたんじゃないの？」

「そんなんじゃない。俺は、この子を信じてみようと思う」

「ありがとうっ、ウィッシュ兄！」

　ミルフィナは嬉しそうにニッコリと笑った。

「じゃあ本当に、この子が人間の神ってこと……？　いいえ、それは有り得ないわ！　魔族である私の正体を知っていて、何も攻撃を仕し掛かけてこないなんて不可解すぎるもんっ」

「ワタシからしたら、人間のウィッシュ兄と親しそうにしてるリリウムのほうが不可解なんだけどぉ？　ふふっ」

「し、親しくぅ!?　そ、そんなわけないでしょ！　一時休戦中よ！　一時ね！」

　リリウムは急に腕うで組ぐみをして、そっぽを向いてしまった。

　そんなポンコツ魔族の様子を、ミルフィナはなぜか幸せそうに見つめている。

　かと思ったら、一瞬で物もの憂うげな表情へと変わってしまった。

「……ワタシ、レピシアが人間と魔族が仲良く暮らせる世界になればいいなって、ずっと思ってた。でも、お父様たちに自分の考えを伝えても、厄やつ介かい者もの扱あつかいされるだけだった。それで、ついに勘かん当どうされて……」

　小さな少女の小さな瞳ひとみには、小さな雫しずくが浮かんでいた。

「ミルフィナ……」

　スケールがデカすぎて、励はげましの言葉が見つからない。

「だから、ワタシの加護を与あたえるって決めてたウィッシュ兄が、魔族のリリウムと出会って行動を共にした時は運命だと思った！　この二人なら世界を変えられるかも！　って」

　ミルフィナの瞳の輝かがやきは涙なみだによるものではない。

　確固たる自分の信念を語っている証しよう拠こだ。




「ふーん。それが本当なら人間の神って、やっぱり最悪だわ」




　しかし、そのミルフィナの想おもいをぶち壊こわす、唐とう突とつなリリウムの発言――

　リリウムの表情には苛いら立だちの感情が表れていた。

「…………ぅ」

　自身の想いが裏切られたミルフィナから、瞳の輝きが徐じよ々じよに薄れていく。

　短い付き合いだが、この女魔族のことは理解してきているつもりだ。

　ただのポンコツではない。相手が人間だろうが神様だろうが、本音をぶつける。それがリリウムだ。だから……、

「ふふっ」

　思わず、笑えみが零れてしまった。

「何がおかしいのよ!?　だって、そうでしょう！　こんな立派な想いを持ってる子供を放り捨てるなんて……レピスとか、最悪だわ！」

「おいおい、一応ミルフィナの親だぞ？　そんなに悪く言うな」

「ウィッシュだって、笑ってんじゃん！　あぁ、もういい、分かった！　ミルフィナ！　アンタ、私たちと一緒に来なさい！」

「え……」

　状じよう況きようが飲み込めないミルフィナは困こん惑わくしているようだ。

　ミルフィナは返答に困り、俺の顔を見つめてくる。

「唐突過ぎるけど、俺も気持ちはリリウムと一緒だ」

「ホントにいいの？　ウィッシュ兄はともかく、リリウムは納なつ得とくしてくれたの？」

「ええ、私もアンタを信じるわ」

　真顔で伝えるリリウム。

　ミルフィナのことを気に入ったのだろう。リリウムの表情からは警けい戒かい感が消えていた。

「ありがとう……リリウム」

　ミルフィナが安あん堵どしたように応える。

「そうだ！　私にもアンタの加護ちょうだい！　私の中に眠っているトンデモない力を目覚めさせてよ！　そうすれば、私が魔王軍を叩たたき潰つぶしにいってあげるわ！」

　サラリとトンデモないことを仰おつしやるリリウムさん。

「ごめん、ワタシの加護は人間にしか使えない……しかも、一度きり……」

「そっかぁー！　まぁいいわ、私とウィッシュと……ミルフィナ、三人でアンタの目標を実現させるわよ！」

「…………う、うん！　よろしく……リ、リリウム」

　照れた表情で、ミルフィナはリリウムと慣れない手つきで握あく手しゆをした。

「人間と魔族が手を取り合って暮らす世界か……今はまだ難しいかもしれないけど、この小さな……ちっぽけなパーティーでは叶かなえられるかもしれないぜ？」

「……うん…………うん！　絶対にできるよ！　アストリオンでウィッシュ兄を一目見た時、すぐに気づいちゃったんだもん！　この人、世界を変えられる人だ！　って。ワタシは未熟者だけど、勘かんはいいんだ！　えへっ」

　得意気に笑うミルフィナ。その無邪気な表情は神様とはいえ、やはり子供に違いない。

「ところで、俺の眠ってた能力って、いったい何だったの？」

　新たな仲間の加入も嬉しいけど、俺の目覚めた力のことも気になる。

「相手の弱点を感知する能力だよぉ！　どんな強力な相手でも、瞬しゆん時じに弱点を見み抜ぬけるの。力が目覚める直前までは弱点箇か所しよが光るだけだったんだけど、覚かく醒せいした今は相手の弱点属性とか細かい情報も読み取ることができると思う！」

「マジかよ……スゲー能力だな……」

「それ、ほんとぉ？　ミルフィナのことは信じたけど、ウィッシュの戦せん闘とう能力までは信じられないわー」

「ほほーう？　言いやがったな？　なら、リリウム！　さっそく、お前で試ためしてやるぜ！」

　俺は不ふ遜そんな態度で突っ立っているリリウムを注視してみる。

　すると――

「ほら、何も起きないじゃない。やっぱり、所しよ詮せんはウィッシュってこと――」

「ちょちょちょおおお!?　なんか、リリウムの全身が光ってんだけどおおおおお!?」

　俺の視界には、リリウムの全身から発せられた光が広がっていた。

　ど、どういうことだ!?　今までは身体の一部に小さな光が灯ともっただけだったのに……。

「これは……きっと、リリウムの弱点が……その」

　ミルフィナも俺と同様の現象を見ているのだろう。加護を与えし者と与えられし者――運命共同体みたいなものか。いや、今はそんなことより……、

「リリウム、全部が弱点じゃん！」

　全身が光った。ということは、つまり、全身が弱点なのだ。なんというヤツだ……！

「はぁぁぁぁ!?　そんなわけないでしょお！　絶対におかしいってばああああ！　うわぁぁぁあああああああん！　ばかあああぁぁああああ！」

　その後、わんわん泣き出したリリウムを宥なだめ、俺たちは闇やみ夜よの中を歩き続けた。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　魔王軍の元幹部と女め神がみ様と冴さえない商人の、あてのない三人旅。

　経歴だけみれば凄そうなパーティーだが、現在の俺たちは晩飯すらロクに食べることができない貧ひん困こん状態に陥おちいっていた。

　ぎゅるるるるぅ、という抗こう議ぎの音を腹から鳴らすリリウム。

「ねぇ～～～、ウィッシュ～～～、お腹なか空すいた～～～～」

　先さき程ほどから何回も聞かされたセリフだが、全部無視している。

「…………だいぶ歩いてきたな。そろそろ野営できそうな場所があるかも」

「ちょっとおお！　聞いてるぅ!?　私、お腹が空いて死にそうなんだけどぉ!?」

「あぁもう、うるさいな。今日は晩飯抜ぬきって言っただろ。夜に狩かりするのは危険だから、明日の朝になったら食料を調達するって。今は体力温存が優先だ」

「むぅ～」

　リリウムは膨ふくれっ面つらを向けてくるが、俺の考えは変わらない。

「ミルフィナを見習え。あんなに小さいのに、文句ひとつ言わないぞ？」

　周辺の様子を確認しつつ、俺たちの進路を決める女神ミルフィナ。本当に頼たよりになる。

「ワタシは栄養補給の必要がない身体だからね！　人間も魔族も、そういったところ不便だよねぇー」

「ミルって、お菓か子しも食べたことないの？」

「お菓子？　っていうのが何なのかは知らないけど、たぶん食べたことないよ？　食べる意味がないからねっ。それよりもさ、リリウム…………ミルってのはワタシのこと？」

「ん？　そだよー。ミルフィナって、なんか発音しにくいんだよね、魔族的に！　だから、呼びやすいように縮めた！」

　俺は発音に不自然さは感じない。人間と魔族、発声器官に違いがあるのかもしれない。

「……そっか。ミルか…………えへへっ」

　ミルフィナは、はにかむように笑った。

　そんな微笑ほほえましいやりとりをしていると、俺たちは見晴らしの良い平原に到とう着ちやくした。

「ここ、エーレス平原……じゃないよな……」

　今朝まで俺が順調に歩いていたエーレス平原。今では懐かしく感じる。

「この平原は違うっぽいよぉ？　エーレス平原なら、ワタシも天界からよく視てたから知ってるしねっ」

「……エーレスか……嫌な名ね」

　リリウムが忌いま々いましそうな顔で呟つぶやく。

「え？　リリウム、エーレス王のこと知ってんの!?」

　エーレス王。たしか、３代前のリングダラム国王だっけ。あれ、２代前だったかな。

「私がレピシアに来た時のリングダラム国王よ。ボルヴァーンの開発を指示したっていう、インチキなオッサンだわ。ふんっ！」

　……ん？　ちょっと待て!?　私がレピシアに来た時!?　リリウムって何なん歳さいなの!?

　見た目は俺と同じくらいなんだけど……。

「でも、つい最近、エーレス王は死んじゃったよね？　今は別の王様だったような」

「つ、つい最近!?　いや、死んだのって、かなり昔のことだぞ!?」

「そんなことないでしょ。ミルの言う通り、たしか……30年ちょっと前じゃない？」

「……うん……そう、30年ちょっと前です……はい」

　ははは……ヤバい。この二人、時間の感覚が俺と違い過ぎる……。

「エーレス平原じゃないけど、ここは瘴気が感じられない穏おだやかな場所だねっ」

　ミルフィナはご機き嫌げんな様子で、はしゃいでいる。

「ここ、野営地に最適な場所じゃないか？　今日はこの近くで野営しようぜ」

「ベッドはあるの？」

　このポンコツ魔族……真面目な顔して何を訊きいてきてんだ……。

「あるわけないだろぉ！」

「夜ご飯はブルベアのお肉がいいなぁ♪」

「そんな高級肉ねぇーよ！」

　ブルベア肉とか、アストリオンだと５０００ルピくらいする超ちよう高こう級きゆう肉にくだ。

　このアホ魔族には、旅の常識を分からせてやる必要があるな。

「えぇー！　じゃあマイン酒もないのぉ!?」

「ないない！　俺の身軽な手持ち装備を見れば分かるだろ……」

　マイン酒は世界レピシアで最高級のお酒だ。鋳ちゆう造ぞう貨か幣へいが流通する前は、お金ルピの代わりに使われていたこともあるくらいの高級品。

「さいあくぅ！　ミルだって、こんな何もない場所で飲まず食わずで一夜を明かすなんて嫌だよね!?　そうだよね!?　ね!?」

　一人でも仲間を増やそうと、ミルフィナに必死に詰つめ寄るリリウムだったが、

「ワタシは別に問題ないよ？」

「そんなあああああああ!!」

　呆あつ気けなく撃げき沈ちんした。

「よし！　多数決の結果、今日はここで野営！　今から準備するぞ……っと、その前に」

　俺はウエストバッグの中から、小ぶりの袋ふくろを取り出す。

「なによ、その耳みみ障ざわりな音」

　リリウムは、俺おれが小こ袋ぶくろをバッグから取り出した際のキュキュキュッという摩ま擦さつ音おんに不快感を露あらわにしている。空腹は魔族をもイライラさせるようだ。

「そんなこと言ってると、コレ、あげないぞ」

　俺は小袋の中から手のひらサイズの物体を出して、リリウムに見せつけた。

「そ、そ、そ、それは!?」

「パンだ」

「パン!!　食料だぁ!!　私たち、飢うえ死じにしなくて済むのね……良かった……ぐすんっ」

　そんな大げさな……１日くらい何も食べなくても死にはしないだろうに。

「パン……？」

　ミルフィナは、パンを不思議そうに見つめている。

　目を丸くして、じーっとパンを見るミルフィナの姿は子供そのものだ。

「ミルフィナも食べてみるか？　１個しかないから、３等分の大きさしかないけど」

　俺はパンを均等に３等分して、リリウムとミルフィナに手て渡わたした。

「……まったく、こんな食料を隠かくし持ってたなんて……早く言いなさいよねっ。ってか、私の少し小さくない？　ウィッシュのほうが、なんかちょっと大きい気がする」

「そんなわけあるか、きっちり３等分してる。ったく、本当は明日まで取っておくつもりだったんだ。もし明日、食料が手に入らなかったら旅の計画が狂くるうからな」

　食料事情は旅をする上で避さけて通れない問題だ。旅中では保存も保管も、まともにできない。空腹に負けて何も考えずに食べてしまったら、後で命取りになることだってある。

「これ……そんなに大事なものなんだ……？　必要のないワタシが食べちゃって、ホントにいいの？」

「ああ、問題ないぞ。子供は一杯食べて一杯大きくなるんだ」

「いっぱい……大きく……」

　……？　俺の勘かん違ちがいだろうか……ミルフィナが自分の胸をチラっと見たような……。

「ミルは女神様なんだから、それ以上は大きくならないでしょ。もぐもぐっ」

「え!?　ワタシ、ずっとこの大きさなの!?」

「いや、ごめん、私は魔族だから分からないけど……ミルは、その大きさが可愛くて良いと思う！　っていうか、このパン、味スッカスカね。私はもっと甘あまいのが好きなんだけど」

　まぁ、２日前に行商から買ったパンだしな、仕方ない。旅の飯の味なんか、正直どうでもいい。食えればいいんだ、食えれば。

　俺は乱暴にパンを毟むしって口に放ほうり込んだ。

「…………スッカスカだな」

　味も少しは気にするべき要素かもしれん……さすがに無む味み乾かん燥そうすぎる……。

　俺は味気のしないパンを噛かみながら、ミルフィナの様子を窺ってみる。

「可愛い……？　こんなに小さいのに」

　なにやら険しい表情でブツブツと呟いていた。

「ミルフィナの小さな身体、俺も可愛いと思うぞ。今より大きくなるかは分からないけど、とりあえずパン食って元気だそうぜ！　あんまり美お味いしくないけど…………ははっ」

「へ？　……あ、ああ！　なんだ身体の大きさのことかぁ～～～！」

「？　いったい、なんの大きさだと……」

「な、なんでもないよっ！　よ、よぉーし、初めてのパン、いっただっきまぁーっす！」

　ミルフィナは大事そうに両手で持ったパンを、一気に口に入れた。

　もぐもぐと、小さな口で一いつ生しよう懸けん命めいに咀そ嚼しやくするミルフィナ。

　初めてのパン、それどころか初めての食事の感想はどんなものだろう？

「どう……だった？」

　食べ終えて呆然としているミルフィナに訊たずねてみた。

　リリウムもミルフィナの感想が気になるようで、黙だまって見守っている。

「…………しぃ」

「「？」」

　俺とリリウムは同時に首を傾げる。

「美味しいぃいいいいいぃぃぃぃ!!」

　ミルフィナの甲かん高だかい声が、夜の平原に響ひびき渡わたった。

「え……!?　そ、そうか、それは良かった……」

　マジか……あのスッカスカのパンが美味しかったのか……。遠えん慮りよして喜んでいるフリをしているなんてことは…………なさそうだな。

　ミルフィナは闇夜でもハッキリと分かるくらい、目をキラキラと輝かせている。

「なにこれ、なにこれぇ！　パンって、こんなに美味しいの!?　これ！　ワタシ大好きっ！」

　飛び切りの笑え顔がおをみせるミルフィナ。その満面の笑みは、とても幸せそうで、見てる俺のほうまで嬉うれしくなってくる。子供を見守る親ってのは、こんな気持ちなのかな。

「……俺の残りも食べるか？　ミルフィナの一口分くらいなら残ってるから」

「いいのぉ!?　ウィッシュ兄の大事な食料なのに……」

「平気だよ。俺よりもミルフィナが食べて大きくなるほうが大事だからな」

「あ、ありがとぅ」

「まぁ、誰だれかさんは残らず全部食べちまったみたいだけどなー」

　俺はバツが悪そうな顔をしている女魔族のほうを見て、言った。

「し、仕方ないでしょ！　お腹空いてたんだもんっ！　それに、まさかミルが、こんなにパンに喜ぶなんて思わなかったし」

「まっ、そうだよな」
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　ミルフィナは俺の残りのパンも一口で平らげ、満足そうな表情を浮かべている。

　そして――

「ねぇねぇ、他には食べ物ないの？」

　無邪気な顔で訊ねてくる女神様。なんだろう、一いつ瞬しゆんちょっと悪あく魔まのようにも思えた。

「え……な、ないけど……」

　まさか……初めての食事で、『食』の幸せに目覚めてしまったのだろうか。この状況で、それはヤバいぞ……俺が持ってた食料はパン１個だけだ。

「ミルぅ！　ミルも、もっとパン食べたいよね!?　いいえ！　パン以上に美味しいもの、食べてみたいわよね!?」

　おいおいおいおい、煽あおるな煽るな！

「うん！　ワタシ、もっと色々なもの食べてみたい！　でも、今は無理だよね……」

「ううん、無理じゃない！　美味しいものが食べられる場所を探すの！　この野営地じゃ絶対に何も食べられないからねっ」

「おい、リリウムっ。余計なこと吹ふき込こむなっ」

　リリウムにだけ聞こえるよう、小声で伝える。

「…………ワタシ、ちょっと先に行って、周りに何かないか探してくるぅ！」

　そう言うと、ミルフィナはすごい速度で、どこかへ走っていってしまった。

「ちょちょちょちょちょ!?　え、マジで!?　マジで行っちまったぞ！」

「くふふふふふ、これで我わが陣じん営えいの勝利は確実だ。我の胃いぶ袋くろを満たすのも時間の問題」

　腰こしに手を当てて高らかに謎なぞの勝利宣言をするリリウムだったが、その腹からは、きゅるるるるるぅという音が鳴っていた。

「おい、悦えつに浸ひたってるとこ悪いけど、野営の片付けするから手伝えよ」

「なによ？　ここでミルを待つんじゃないの？」

「待つよ。でも、今日はここでは野営しないから」

「どゆこと？」

「ミルが村なり集落なりを発見してきたら、そこへ向かう。もし、何も見つけられなかったとしても、別の場所へ晩飯の食料を調達しに行く」

「ウィッシュ～！　あんたのこと、頭の固いケチケチ商人だとばかり思ってたけど、格かつ好こいいところもあるじゃん！」

　ケ、ケチケチ商人!?　頭の緩ゆるいユルユル魔族に酷ひどい言われようである。

「まぁ、あんな幸せそうな表情見せられたらな。まだ時間的にも余よ裕ゆうはあるし、食料確保できるまで、もう少し粘ねばってみてもいいかなって思ったんだ」

「そうこなくっちゃ！　仲間３人いるんだし、力を合わせればなんとかなるって！」




　仲間――

　そうだ、今の俺には大事な仲間がいる。まだ出会ったばかりだけど、間違いなく大事なパーティーメンバーだ。みんなが笑って生活できるところ、そんな場所があれば最高だけど。

　ふと、アストリオンでの出来事が脳のう裏りによぎる――下級魔族に襲おそわれている女性を安全な場所から眺ながめる人々の光景。

　人間という種族の中だけでも決定的な差や違ちがいが存在している。

　種族も性別も職業も地位も、何にも囚とらわれない自由な場所。

　そんな夢みたいな場所、レピシアにあるわけない。

　でも――

「ないなら、自分たちで作れば……」

　頭の中で、ぐちゃぐちゃとした考えをまとめていると、ミルフィナが戻もどってきた。

「たっだいまぁ！」

　気のせいだろうか。ここを飛び出した時よりもミルフィナの表情は明るい気がする。

「おかえり、ミルフィナ」

「おかえり、ミル！　で、どうだった!?　美味しいお店が並んだ街とかあった!?」

　いや、こんな平原にそんな派手な街があるわけないだろ!?

「あったよぉ！　ここから、ちょっと進んだところに、人が住んでる場所があった！」

「本当か!?」

　こんな平原に、そんな場所があったなんて。勇者のパーティーを追放されなかったら、来ることもなかったであろう場所だ。なんだか、勝手に運命的なものを感じてしまう。

「やったぁ！　よく見つけたわ、ミル！　偉えらい偉い！　じゃあ、さっそく向かいましょっ」

　こうして、俺たちはミルフィナに導かれるまま、平原に存在するという街へ向かうことに。




　――数刻後。

　俺たちは人工的な灯あかりのある場所に到着することができた。

「本当に人が住んでる場所があったわ！」

「……んー、街……ではないな、どうみても」

　外から見える建物や設備を確かく認にんする限り、村だ。

「街じゃないの？　人間の住んでるところを街っていうんじゃないのぉ？」

　ミルフィナが目をキョトンとさせて訊ねてきた。

「住んでる人間の数とか施し設せつの充じゆう実じつ度どとかで、呼び方が変わるんだよ。街は凄く発展してる場所のことで、食料や道具の流通量も多い。目の前の、あそこは……村っていうのが適切だな」

「じゃあ、パンもないの？」

「どうだろう、ここからじゃ分からないな。でも、いずれにしても俺たちは旅の冒ぼう険けん者しやだ。冒険者が旅の途と中ちゆうで住民のお世話になる際は、必ず、それに見合うだけの恩義を払はらう必要があるんだ。お金ルピが一番、一いつ般ぱん的てきな支し払はらい方だな」

「ウィッシュ兄、お金ルピ持ってるの？」

「ない」

　正確にはギリギリ一人分の生活費しかない。元々、一人旅だったから。

「じゃあ、どうすんのよ？　まさか、タダで色々恵めぐんで貰もらうつもりじゃないわよね？　それはダメよ？　暮らしてる人たちの迷めい惑わくにはなりたくないから」

　人間の街に侵しん攻こうしてきた魔族とは思えない発言である。

「安心しろ。お金ルピで払えない場合は、冒険者特有の能力で住民たちのお手伝いをするんだ。まっ、大たい抵ていは肉体労働だな。荷物の運うん搬ぱんとか、農作業とか」

「それなら任せて！　私、めちゃくちゃ得意分野だわ！」

　リリウム、もしかして魔族でも田舎いなか者ものなのかな。

「ということで、まずは村の入り口を警護してる守衛さんに話をして――」

　あれ？　何か忘れているような？

　……あっ。

「ウィッシュ兄？　どうしたの？」

「……いや、ダメだろ！　絶対ダメじゃん！」

「なによ？　あそこに食べ物が待っているのよ？　急ぐわよっ」

「待て待て待て！　リリウム、お前は何か大事なことを忘れていないか!?」

「は？　何も忘れてないわよ？」

「お前、魔族じゃん！」

「…………あっ」

　あっ。じゃないわ！　自分のアイデンティティを忘れるなよ……。

「ミルフィナはともかく、リリウムは絶対に捕つかまる。最悪の場合、即そつ刻こくクビを取られるぞ」

「リリウムぅ……」

　ミルフィナがリリウムを憐あわれむような目で見つめる。

「そんなぁ！　私は悪い魔族じゃないのよぅ……見み逃のがしてよぅ……」

「お前、アストリオンに攻せめ込んで来たじゃん」

　俺はリリウムを指差して、過去の悪事を掘ほり起こしてやる。

「あれはドワイネルのジジイに唆そそのかされただけだもん！　私、なんにも悪いことしてないもん。私が被ひ害がい者しやだもん！」

　ドワイネルというのはリリウムの元上司か何かだろうか。

「少なくとも、人間はレピシアに攻め込んで来ている魔族を良くは思っていない。むしろ、倒たおすべき敵として見ている」

「デスヨネー」

　でも、リリウムと俺たち人間の見た目上の違いって、耳の形状だけなんだよな。魔族によっては、角があったり身体が巨きよ体たいだったりと魔ま物もの寄りのタイプもいるけど、リリウムに関しては完全に人間寄りの見た目だ。

「ふーむ？」

「ウィッシュ兄、なにか名案浮うかんだの？」

「名案かどうか分からないけど……リリウム、この飲み薬を服用してみてくれ」

　俺は旅の出発前に教会の司祭様に頂いた滋じ養よう薬をリリウムに手渡した。

「なによ、この液体薬……怪あやしくない？　大丈夫？」

「心配するな。ただの回復薬ポーシヨンだ。疲つかれに効くらしい」

　司祭様は、『魔ま』を打ち払う効果もあるとか言っていたけど……。

「なんだ、ただの人間用の疲れた身体を癒いやす飲み薬じゃない……まったく。……ゴクゴク」

　リリウムは文句を言いながらも、しっかりと飲み始めた。

「ねぇねぇ！　ソレ、ワタシも飲んでみたーい！」

「悪いな、ミルフィナ。リリウムにあげた１本しか無いんだ」

「そっかー。残念だけど、飲める日が来るのを楽しみにしてよーっと♪」

「そういやソレ、修道士が作ったモノらしいんだよ。神聖な効果が期待できるから、ミルフィナと相あい性しよう良さそうだよな」

「っぶぶぅううううううううううううううう！」

「リリウム、どした？」

「修道士の作った神聖なモン、魔ま族ぞくの私に飲ませるなぁぁああ！　アホォォオオ！」

「ま、まぁ大丈夫だろ。滋じ養よう強きよう壮そうに効く、ただの飲み薬みたいなモンだから……」

「ほんと、きゃぁっ、かしら、あはぁっ、ね……ぅはぁ～。ああああぁぁぁぁ～～～」

　……あれ？　なんかリリウムの様子がおかしいぞ……。

「リリウムぅ？　だいじょーぶ!?」

　心配そうに見守るミルフィナ。

「ん……？」

　突如、リリウムの身体から湯気のような朧おぼろ気げな気体が噴ふき出してきた。

「グググググッググググッグッッグッ」

　リリウムは地面に俯うつぶせるように項うな垂だれてしまっている。

　俺がリリウムを介かい抱ほうしようとした時、身体から発生していた黒いオーラの漏ろう出しゆつは収まった。収まったというよりも終しゆう了りようしたというべきか。

　リリウムは依い然ぜんその場で蹲うずくまっている。

「お、お、おいっ！　大丈夫か!?」

　呼びかけると、リリウムは徐おもむろに立ち上がった。

「うぅ……灼やけるように身体全身が熱いわ……なんてモン飲ませるのよっ、アホ商人！」

　あぁ、良かった。無事みたいだな。

「良かったぁ！　リリウム、なんともない？」

「心配してくれてありがと、ミル。一応平気みたい。ちょっと頭がクラクラするけど」

「悪かったよ。ただの飲み薬だと思ったんだけどな……」

　マジで魔に対しては効果があったみたいだな。まぁ、それも眩暈めまい程度だったようだが。

「飲んでも疲れが取れた気がしないわ。森を走った疲れが残ってるし」

「まぁなんにせよ、リリウムの入村計画を検討しないと……と、と、ととおおおお!?」

「どうしたのよ。そんな大きな声を出すと村まで聞こえるわよ。静かにしなさい」

　……いやいやいや。

　いやいやいやいやいや！

　俺はリリウムの顔を再度覗のぞき込こむ。

　おかしい……おかしすぎる。半分冗じよう談だんのような気持ちで薬を飲ませたのだが……。

「あれ……？　気のせいかな？　リリウム、なんか耳の形が……」

　いや！　ミルフィナの気のせいじゃない！

　なんと！　リリウムの耳が人間のように丸みを帯びているのだ！

「お、お前は誰だ！」

「は？　とうとう本当にアホになっちゃった？　リリウム様に決まってるでしょ」

　不遜な態度で俺を馬鹿にする口くち振ぶりは、間ま違ちがいなくポンコツ魔族のリリウムだ。

「リリウムよ……自分の耳を触さわってみろ……」

「は？　急に何言ってんのよ。そんなの、いつもの可愛かわいく尖とがった耳…………って！　何これ、どうなってんのよおおぉ！　私の可愛い耳が変な形になってるぅ!?」

「いやいや、人間らしい可愛い耳になったじゃないか。これで村にも入れそうだぞ？」

「ちょちょちょ。私どうなっちゃったのよ!?　説明を求めるわ！　もしかして……私、人間になっちゃったの!?」

「いや、俺に訊かれましても……。そもそも、人間と魔族の違いって何だ？」

「身体に流れる魔素の質とか、骨格とか。私の場合は、ほとんど人間と一いつ緒しよだけど…………いえ、一つだけ決定的に違うモノがあったわ」

「なんだ？」

「血の色だね。ウィッシュ兄は赤いけど、魔族のリリウムは違う」

「そういうこと！」

「ああ、なるほど」

　姿形の差異以上に明確な違い――それは身体からだ中じゆうに流れる血液の色だ。

　さっきリリウムが言った体内を流れる魔素の質というのは、血液の色に違いをもたらす。人間の血は赤いが魔族の血の色は黒か緑だ。これは上級魔族グレーターデーモンだろうが下級魔族だろうが全部一緒だ。

　リリウムは思おもい詰めた表情を浮かべ、自分の指の先を裂さく。

　リリウムの指先から流れ出した血の色は、緑色をしていた。

「っほ、良かった。私は魔族のままだわ」

「いっそ人間になりたいとは思わないのか？」

「思わないわ。ウィッシュだって人間に絶望しても魔族になりたいとは思わないでしょ？」

「それも……そうだな」

　結局、最初になった生命体に自分の精神は縛しばられるんだ。リリウムもそうなのだろう。きっと、女神のミルフィナだって同じ気持ちだろう。

「…………」

　ミルフィナは、俺とリリウムの会話を物もの憂うげな表情を浮かべて聞いていた。

　もしかして、人間になってみたいとか考えてたり……？

「でも、良かったわ。これで人間の世界で活動しやすくなったわ！」

「耳の形が変わったのは気にしないのかよ？」

「へ？　まぁ少し不格好な形にはなっちゃったけど、別にいいわ。寝ね癖ぐせみたいなもんよ！」

「そっか……うん、そうだな！」

　価値観は人それぞれ魔族それぞれ。血の色が何色であれ、リリウムは俺たちのパーティーメンバーだ。それは誰が何と言おうと間違いない。

　ミルフィナも小さく頷うなずいて、元の元気な顔付きに戻っていた。

「さぁ、早く村に入るわよ！」

「うんっ。リリィ、いこっ！」

「ん？　リリィ……？　私のこと？」

「そだよぉ！　リリウムって言いにくいから、縮めてみた！」

　ミルフィナの言葉に、リリウムは複雑な表情を見せた後……ちょっとだけ微笑んだ。

　その後、俺たちは衛え士じに事情を説明し、村へ入ることを許可された。もちろんリリウムの素す性じようは隠して。

　価値観は人それぞれ。リリウムを迫はく害がいする人間が居ても不思議じゃない。

　でも、リリウムやミルフィナが自分たちの素性を偽いつわらず、ありのままの姿で安全に暮らせる場所……そんな夢みたいな楽園を、いつか俺たちで作る。

　俺は密ひそかな決意を胸に秘ひめ、名も知らぬ村へと足を踏ふみ入れた。










四章　日本人







　リングダラム王国はレピシアで最大規模を誇ほこる国家である。

　人口が多く、経済力も高い。人々の暮らしも豊かで、安定した生活を送っている者が多い。

　40年前の魔ま王おう軍ぐん侵しん攻こうを防いだ実績と、その軍事力を背景に栄えていったという歴史がある。しかし……その陰かげには、国や社会から見捨てられた人たちが存在していることも確かだった。繁はん栄えいの裏で広がる格差――明と暗、光と影。

　国の歴史から、汚お点てんとして抹まつ消しようされた存在。

「それが、このザッケン村なんですか？」

　村に快く迎むかえ入れられた俺たちは、村長のお宅で事情を説明し終えた後、ゼブマン村長から、村のことを紹しよう介かいされていた。

　ザッケン村――俺はこの村の名前に、全く聞き覚えがなかった。

「ああ、そうじゃ。このザッケン村は40年前の魔王軍侵攻の際、アストリオンから逃にげてきた者たちが興おこした村なんじゃ。それ以降、あてもなく彷徨さまよった末に辿たどり着いた者や、居場所を追われた者たちが住み着き、自然と今の形になっていったんじゃ。だから、国の地図にも載のっておらんし、この村を知る者は、ほとんど居らんじゃろうな」

　村長のゼブマンさんは自じ慢まんの長い髭ひげを撫なでながら淡たん々たんと語る。

　リリウムとミルフィナは椅い子すに座すわり、黙って話を聴いている。

　今のところ、二人の正体はバレていないようだ。

「でも、リングダラム王国の領地ではあるんですよね？」

「そうじゃが……国から正式な村と認められておらん。だから、ここに暮らす者たちも正確にはリングダラム王国の国民ではないんじゃ。国からの恩おん恵けいは受けられんし、魔ま王おう軍が襲ってきたとしても、助けに来んじゃろう。国の領地にありながら、国に捨てられた村なんじゃ……ここは」

「…………」

　村長の話を聞いていると、自分の故ふる郷さとの村のことを思い出してしまう。

　俺の村も暮らしぶりとしては、ここと似たような環かん境きようだった。でも、一応、国から認められていたので多少の支し援えんはあった。過か酷こくな徴ちよう税ぜいと引き換かえではあったが。

「じゃから、お主たちの要望を聞く前に言っておく。儂わしらと関われば、場合によっては国に仇あだなす者として見られるやもしれん。なにせ、儂ら村の住民はリングダラム王国のことを憎にくんでおるからのう。国からしたら、反乱分子に見えるじゃろうからな」

　村長は冗談混じりに、ふぉっふぉっふぉっと笑いながら忠告してきた。

　村の事情を聞き終えた俺たちは、３人で顔を見合わせ無言で頷いた。

「問題ありません。俺たちは夜分に突とつ然ぜん押おし掛かけて来た立場です。村の方々にご迷惑を掛けるつもりはありませんし、自分たちのことも自分たちで責任を持ちます。ですので、少しの間だけ旅の補給と休息のために滞たい在ざいさせてください。もちろん、対価はお支払いします」

「分かった。そこまで言うなら、儂からは何も言わん。それで対価についてなんじゃが――」

「そ、そのことなんですが！　実は俺たち、お金ルピをほとんど持ってなくてですね……できれば、労働でお返しさせていただきたいのですが……ダメでしょうか？」

　ここの交こう渉しようが俺の見せ場である。価格交渉は得意分野だが、支払い条件の変へん更こうもこれまでに何度も経験してきた。仲間のために磨みがいてきた交こう渉しよう術じゆつを活いかす時だ。

「おぉ！　それはちょうど良かった！」

「へ？」

　村長の発言を聞き、俺だけでなくリリウムとミルフィナも首を傾かしげる。

「この村はレピス教などという胡う散さん臭くさい宗教は信しん仰こうしておらんのじゃ。もちろん、お金ルピなどという穢けがれたものも村では使用しておらぬ。じゃから、村人たちのために働いてくれるというのなら、そちらのほうがありがたい！」

　……な、なんということだ。レピシアでレピス教を信仰していないとなると、他国や別の都市との商取引ができないばかりか、旅の冒険者への依い頼らいも満足にできなくなる。なにせ、お金ルピが使えないのだから。

　ここザッケン村は自給自足の村であり、世界レピシアから孤こ立りつした陸の孤こ島とうということだ。

「……レピス教」

　ミルフィナの消え入りそうな声が耳に届く。

　ミルフィナにとっては身近な存在である神レピス。そのレピスを信しん奉ぽうする人間たちと相あい容いれないザッケン村の住人たち。小さいながらも、思うところがあるのだろう。

「それで……ウィッシュ殿どのと申されたか。お主たちは、どのくらい村に滞在するおつもりなんじゃ？　目的の場所があるのじゃろう？」

「ええ。俺たちはニーベール共和国の首都ルーヴィッチに行こうと思っています。恥はずかしながら道に迷っている最中でして、ここからどの程度の距きよ離りなのか分かっておりません」

　現状、目的地までの日数が分からないので、食料補給の必要量も計算できない。

「ルーヴィッチか……ちと遠いのう。ここからだと……そうじゃなぁ……徒歩で15日といったところかのう」

「じゅ、15日!?」

　何かの間違いじゃ!?　アストリオンからルーヴィッチまでは徒歩で約15日だ。俺はアストリオンを出発して10日後の今日、正規ルートから外れた。普ふ通つうなら５日後には着くところが、迷ったせいで15日後になっただと!?

　ありえない……。仮にルーヴィッチと逆方向に進んだとしても、１日歩いただけで10日分の行程になるとは考えにくい。というか、そんなことあるはずがない。

「驚おどろいた顔をしておるのう？　お主らが、どうやってこの村まで来たのかは知らぬが、ここザッケン村と他地域の間には、追憶の樹海フオルニウムという人間が立ち入ってはならん神聖不ふ可か侵しんの森が存在しておる。その樹海を抜ぬけるのは不可能じゃから、迂う回かいせにゃならんのじゃ。その樹海がザッケン村を国の中心から引き離はなしたとも言えるし、守ったとも言えるのじゃがな」

　ミルフィナの言う結界の存在か。俺たちにしても、ミルフィナが居なかったら今いま頃ごろは森の中で魔物のエサになっていただろう。そう思うと、ゾッとする。しかし……、

「それなら、６日分の食料を補給するまでの間、お世話になりたいと思います」

「はて？　15日分の食料を用意しなくても良いのか？」

「ええ、構いません。長くご厄やつ介かいになって迷惑を掛けたくありません。それに……」

　早くパーティーの仲間の生活基き盤ばんを安定させたい。そのためには、できるだけ早くルーヴィッチに行って、お金ルピを稼かせぐ必要がある。そして、俺たちの活動拠きよ点てんを作るんだ。

　ロスした１日を含ふくめて計６日。樹海を抜けられる俺たちは、その日数で充じゆう分ぶんだ。

「なるほど、何か事情があるようじゃな。まぁ、今日はこの辺にして、お主らの泊とまる家へ挨あい拶さつに行くとするかのう」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

「お爺じいちゃん、ありがとぉ！」

　大人しく俺と村長の話を聞いていたミルフィナが、お礼を言う。

「ふぉっふぉっふぉ。これまた元気な子供じゃのう」

「ワタシはミルフィナ！　よろしくねっ」

　ミルフィナの頭を優やさしく撫でて応える村長ゼブマンさん。

　その子供、貴方あなたが毛け嫌ぎらいしているレピスの子供ですよ……。

「私はリリィです。短い間ではありますが、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

「おやおや、これはご丁てい寧ねいに、どうも。お若いのにしっかりしてるのう。これなら、儂も宿しゆく泊はく先さきの家主に安心して紹介できそうじゃ。ふぉっふぉっふぉっふぉ」

　その女、この間アストリオンを襲ってきた魔王軍の元幹部ですよ……。

　それにしても、リリィか……ミルフィナに付けられた呼び名、気に入ったんだな。

　俺は、村長さんと親しげに話をするミルフィナとリリウムを温かい気持ちで見守った。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　俺たち３人は村長の案内のもと、お世話になる家主の方の家へと向かう。

　ザッケン村は軽く見み渡わたした限り、小さな村だ。住居も50、いや40あるかないかくらい。俺たちを見て、驚いたような視線を送ってくる人もいて、旅人の存在が珍めずらしいことが窺うかがえる。

　その道すがら、リリウムが俺の耳元で物ぶつ騒そうなことを呟つぶやいてきた。

「あの森、位置関係から計算すると相当危険だわ」

「位置が関係するのかよ？」

「ええ。村長さんの話を聞いて、この村の大体の位置が分かったわ。そこから計算して、森の位置も分かった。あの森の位置する座標は、魔ま界かいだと神々の墓場ヘラシオンのある場所だわ。神々の墓場ってのは、古代魔族の神を討うち滅ほろぼした伝説上の魔ま獣じゆうや神しん獣じゆうが棲すまうとされる禁きん忌き地帯なの」

「魔族にとっての魔界での進入禁止エリアと、人間にとっての人間界での進入禁止エリアが一いつ致ちしているというわけか」

「そういうこと。そして重要なのは、神々の墓場の中には、人間界に通じる門ゲートがあるってこと。つまり……魔獣や神獣がウジャウジャ棲せい息そくしているかもってことよ」

「こ、怖こわすぎる…………で、でもよ、俺おれたちにはミルフィナが付いてんだぜ!?　今日だって簡単に抜けられたんだし、問題ないだろう……ははっ」

「ウィッシュ兄、楽観的すぎるよぉ？　今日は運良く魔ま竜りゆうフォルニスと鉢はち合あわせしなかっただけだよ。強い敵に遭そう遇ぐうしたら、いくらウィッシュ兄でも苦戦すると思うよ？」

　俺とリリウムの会話にミルフィナも入ってきた。

　謎に俺への評価が高いのは気になるが……。相手の弱点が分かるとは言っても、純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力は低いままなんだ。覚かく醒せいした能力を過信するのは危険だ。

「強敵なら【ゴルドン】には会ったけど。まぁ倒せたのは運もあったしな……」

「あの熊さん、追憶の樹海の中じゃ弱っちい魔物だよ？」

　マ、マジかよ……背筋が凍こおるぜ、へへっ……。

「村長さんに滞在期間を延長してもらったほうがいいんじゃなーい？」

　リリウムが、したり顔を向けてくる。

「えっと……確認なんだけど、ミルフィナに戦闘する力は無いんだよな？」

「ないよぉ！」

　ミルフィナは堂々と言った。控ひかえめな胸を突つき出して。

「でもさ、ミル。ミルは森の結界を破ってたわよね？　あれは魔ま法ほうじゃないの？」

「ワタシが結界を破れるのは、アレがお父様が作ったものだからだよ。解除方法を教えてもらったことがあるの」

「神レピスか……なるほど。魔族が神々の墓場から魔竜や神獣をレピシアに放ったのを、レピスが森に閉とじ込めたってことなのね」

「うんっ。お父様にも戦う力はないけど、人間に特別な力を付ふ与よしたり、レピシアに結界を張ったりすることはできるんだよ。それで、その結界は魔法じゃない特別な力なんだ。ワタシたち神々にしか解けない特別製だよぉ♪」

「俺はレピスが存在することにも驚いているんだけど…………なんか遠い世界の話だ」

「まぁ、お父様は、もっと凄すごいことができるんだけどね。例えば――」

「ウィッシュ殿、着きましたぞ。ここが家主の家じゃ」

　ミルフィナの言葉は村長の声に遮さえぎられて、最後まで聴き取ることができなかった。




　村長が案内してくれたのは、村の中では小さい部類に入るだろう石造りの家だった。

　通気口から内部の灯りが漏もれ出ているので、家主はまだ起きているのだろう。

「ここに住む娘むすめは、３年ほど前にアストリオンからフラっと村にやってきたんじゃが、どうにも心を閉ざしておってのう……儂らも心配しておるんじゃよ」

「そんなに難しい方なのですか？　その……初対面の冒険者である俺たちが押おし掛けても拒きよ絶ぜつされると思うのですが……」

「いいや、むしろ短い付き合いの相手にこそ、普ふ段だんは言えないような本音を漏らしたりするもんじゃ。儂ら村の住民では力になれなかったが、お主たちなら或あるいは……。これも村の頼たのみ事ごとだと思って、引き受けてくれんじゃろうか」

「……分かりました。頑がん張ばってみます」

　村長は満足気に頷いた後、家の扉とびらを軽く叩たたいた。

「ノア？　まだ起きているな？　頼みたいことがあるんで、出てきてくれないか？」

　ノア、というのが家主の名か。

　俺たちが、これからお世話になるノアさんは、

「…………」

　家の中から扉を開けて、ゆっくりと出てきた。

　ノアさんは可愛らしい見た目の女の子だ。俺よりも少しだけ年下かもしれない。15、６歳さいくらいだろうか。リリウムよりも少し幼い。……というか、リリウムって何なん歳さいなんだ？

　何十年も前の話をしていたから、結構な年ねん齢れいに……。

「あん？」

　リリウムが威い嚇かくするように、半目で俺を突き刺さしてきた。

　怖い！　なんか俺の思考を読み取られている気がする！

　魔ま族ぞく相手でも女性に年齢を訊たずねるのは禁きん忌き行こう為いだと認にん識しきする。

「お、大きい……っ！」

　俺の隣となりでは、ミルフィナがノアさんを見て驚いていた。

　ノアさんは身長も体格も、それほど大きくはない…………身体の一部分以外は。

「この方々は旅人さんじゃ。ちぃとばかりの間、家で世話をしてやってもらえんかのう」

　ノアさんは微び動どうだにせず、俺たちを見渡して何かを推おし量はかっているようだ。

「……わかりました」
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　一拍ぱく置いて、ノアさんは静かに応えた。

　肩かた付近まで伸のびた彼かの女じよの黒くろ髪かみが、少しだけ揺ゆれている。

「おぉ、助かるよ、ノア。皆みなさんも疲れたじゃろうから、よく休んでくだされ」

「ありがとうございます」

「お爺ちゃん、ありがとぉ！」

「村長様、感謝いたします」

　俺たちは三者三様にお礼を述べ、村長を見送った。

　そして、ノアさんは一呼吸置いてから、

「……どうぞ」

　家の中へ俺たちを招いてくれた。

　――彼女の短い言葉。

　なぜだろう……生気が宿ってないように感じてしまった。

「あれ？　なによ、ウィッシュ。あんた、なんで靴くつなんか脱ぬいでるのよ？」

「え？　あ、ああ、悪い。なんか昔の癖くせで……」

　家にあがる際に靴を脱いだことを、リリウムにツッコまれてしまった。

　でも、なんでだろう？　アストリオンに来てからは、家の中でも靴を履はいたまま普通に過ごしていたのに……。

　自分でも不思議に感じていたのだが、その答えはすぐに見つかった。

　家の入り口には靴が並べてあり、家主であるノアさんも靴を脱いで入っていったからだ。俺も昔の癖で、自然に脱いでしまったのだ。

　そんな俺の様子を黙だまって見つめるノアさん。彼女の表情が微かすかに変化していたような気がする。小さな驚きの表情……でも、彼女はリリウムとは違って、声には出さなかった。

「人間は家の中で裸足はだしで生活する習慣でもあるのかしら？」

「……ないよ。少なくとも、俺の実家以外ではな」

　なぜか、俺の生まれた家では室内で靴を脱いで生活していた。

　俺の家の常識と他の家の常識が違うことに驚いたのは子供の頃ころ。

　今では、多数派が世界の常識になるということは理わ解かっている。

　実際、靴を脱いで家にあがる人間を家族以外で拝むのは初めてのことだった。

「そういえば、ミルはずっと裸足だけど、汚よごれとかは平気なの？」

「平気だよぉ！　実はワタシ、ちょっと浮いてるから！」

「「マジ!?」」

　ここにきて、ミルフィナの神っぽい性質が明らかになった。……まぁ、それは置いといて、

「じゃあ、リリウムも靴を脱げよ」

「はぁ？　なんでよ？」

「郷に入れば郷に従え、っていうだろ」

「いや、そんな言葉知らないし、聞いたこともないんだけど!?」

「新しい場所に来たら、その場所の習慣とか価値観に従えって意味だ」

「……ああ、奇き林りん樹じゆの麓ふもとではピピィに倣ならえ、ってことね」

「いや！　そっちの言葉のほうが全然聞いたこともないわ！」

「パンが欲ほしくば靴を脱げ、ってことだよぉ！」

「……そ、そういうことだ」

「ちょっと、ウィッシュ!?　なんかミルにだけ甘あまくない!?」

　その時――

「……あ、あの」

　俺たちの会話を聞いていたノアさんの口が少し開いた。

「ああ、ノアさん、ごめんなさい！　おい、リリウム、はやく家にあがるぞ」

「わ、わかったわよっ」

　リリウムは渋しぶ々しぶ靴くつを脱いで家に入る。

「安心してください。私の家は日本様式です。衛生上の理由から、家の中では靴を脱いで生活しているのです。靴くつ底ぞこには外で付着した泥どろや雑ざつ菌きんが、こびりついていますから」

「へ？」

　口数の少なかったノアさんが喋しやべり出したと思ったら、言ってる内容は意味不明だった。

　日本様式？　雑菌？

「改めまして。私は織おり部べ乃の愛あです」

　そして、あどけなさが残る顔とは逆に、落ち着いた声で名前を告げた。

「俺はウィッシュです。旅の商人やってます！　こんな夜よ更ふけに突とつ然ぜんやってきて家にあがらせてもらって、申し訳ありません。感謝してます。本当に、ありがとうございます」

「ワタシはミルフィナだよぉ！　神様やってるのぉ！　いや……もうやってないかも？」

　ちょおおおぉ!?　何、ホントのこと言っちゃってんの、この子!?

「……神……様!?」

　ノアさんの瞳ひとみが鋭するどく光る。

「私はリリィです。旅の魔族をやっております」

　いやぁ!?　お前も何を言ってんだぁ!?　人間に擬ぎ態たいした意味がないじゃん！　なに、堂々と魔族アピしてんの!?　レピシアで旅してる魔族なんて、お前だけだろうがな……ははっ。

「魔族!?」

　玄げん関かん先さきで出で迎むかえられた時は無感情の人形のような印象を抱いだいてしまったが、今はポンコツ二人のせいでノアさんの驚きの感情を読み取ることができた。

　気のせいか、魔族のリリウムよりもミルフィナのことを訝いぶかしんでいるようだが……。

「あぁ違ちがうんですよ！　この女は俺の相棒の…………旅芸人です！　今は魔族になりきった芸をしている最中なんですよ！　ははははっ」

　苦しい……俺のフォロー力では、これが限界だ……。

「そうでしたか。私は人間も魔族も区別しないので、どちらにせよ問題ありませんが」

　……へ？

　ノアさんは陶とう器きの容いれ物ものに茶色の液体を注ぎ入れながら、平然としている。

「ははは……それは凄いお考えだ。それにしても、ノアさんの名前、かなり珍しいですよね。オリベ……ノアさん？　もしかして、姓せい持ちのお方なんでしょうか」

「姓が織部、名が乃愛です」

　ん？　なんで姓を先に付けて名乗るんだろ？

　そんな風習どこの国にもないはずだし、姓を与あたえられるのはレピス神を信仰する国の民や冒ぼう険けん者しやだけだ。この村の住民が姓を名乗ることに違い和わ感かんを覚える。

「う～ん？」

　ミルフィナはノアさんをジーっと見つめて、何やら唸うなっているようだった。

「どうしたの、ミル？」

　その様子を不思議に思ったのだろうか、リリウムが訊ねた。

「あのお姉ちゃん……ちょっとウィッシュ兄と似てる感じがするの」

　ミルフィナは俺とリリウムに小声で囁ささやく。

「俺と似てる？」

　どういうことだろう。少なくとも、顔は全然似ていない。でも、ミルフィナの言うことは無視できない。なにせ女め神がみ様なのだ。ノアさんには何かある……俺は緊きん張ちよう感を高めた。

「……私も一つ訊きいていいですか？」

　疑問を抱いていた俺だったが、逆にノアさんから訊ねられてしまった。

　彼女は俺を品定めするかのように見つめている。

「な、なんでしょう……か」

　緊張からか、思わず声が詰つまってしまう。

　俺が答えた後、ノアさんはすぐに言葉を発さずに、たっぷり時間を置いてから口を開いた。




「ウィッシュさん！　あなた、私と同じ日本人ですよね!?」




　意を決した様子でノアさんの口から出た言葉――

　日本人。

　……俺には全く聞き覚えの無い単語だった。

「すみません、日本人というのを存じ上げないので、よく分からないのですが……俺は生まれも育ちもリングダラム王国の片かた隅すみの田舎いなか村ですよ」

「そんなはずありません！　だって、あなた、日本の言葉を知っていたじゃないですか!?」

　感情を爆ばく発はつさせるノアさん。

　今まで抑おさえてきたものが、我が慢まんできずに溢あふれ出てきたように感じる。

「日本の……言葉ですか？　さっぱり身に覚えがないのですが……」

「そんな……」

　見る見る内に、ノアさんの表情に陰かげが落ちていく。

　なんだか、彼女の期待を裏切ってしまったようで申し訳ない気持ちになる。

「そうかぁ！　わかった！　ノアお姉ちゃん、異世界からの転生者なんだねっ！」

　ノアさんの表情とは対照的に、ミルフィナが花を咲さかせたように明るい表情で言った。

　ミルフィナは何を言ってんだ!?　転生者が、この村に居るわけないだろ……。

「え……？　あ、はい……そうですが……ミルフィナさん、貴女あなたは本当に……」

「ミルでいいよぉ！」

　ミルフィナは自分一人納なつ得とくしたようで、「そっか、そっか！」と頷いている。

　え……ていうか、本当にノアさん、転生者なの!?

　俺の知る限りの知識では、転生者とは、この世界レピシアの人間たちが魔王軍に対たい抗こうするために異世界から召しよう喚かんした生物のことだ。

　魔族が魔界という自分たちの領域から下級魔族レツサーデーモンや上級魔族グレーターデーモンを召喚するのとは訳が違う。なにせ、自分たちが使し役えきするために召喚するのではなく、強力な英えい雄ゆうとして神のように讃たたえ、その御お力ちからや知識を彼かれらから授さずかるのが目的なのだから。

　転生者がそれだけ強大な力を保有しているということであり、レピシアにとって最高財産に値する存在なのである。レヴァンのようなレピシアの勇者よりも遥はるか高みに存在する生物であり、普通の人間ではお目にかかれない特別な場所で活動していると言われている。

「転生者……むむむむむぅ？」

　ノアさんを凝ぎよう視しする、リリィことリリウム。

　無理もない。リリウムの天敵兵器であるボルヴァーンも、何なにを隠かくそう転生者の知ち恵えと知識によって開発されたモノなのだ。

　リリウムは転生者に関しての知識を持っているのだろうか？

　魔王軍で内政に携たずさわっていたくらいだから、人間の情報にも聡さといのかもしれない。

「まぁ……ミルフィナが言うからには間違いないんだろう。しかし、転生者とはな……」

「うん！　間違いないよ！　なんか、お父様の匂においがするしぃ」

　どんな匂いだよ!?　話が神かみ懸がかり過ぎて付いていけない……。

「……ノアさん、貴女が転生者なら、私の正体はお見通しよね？」

　お見通しもなにも、お前、自分で自分の正体バラしちゃってたじゃん！

「リリィさんが魔ま族ぞくということですか？　私には判別できませんが、人間でも魔族でも、正直、どちらでも問題はないですよ」

「私と戦せん闘とう行こう為いをするつもりはない、ということでいいのかしら？」

「はい。私は人間魔族を区別しませんし、どちらの味方でもありませんから……」

「なっ!?　人間の味方でもないって、どういう……」

　転生者が人間の味方をしないなんて、ありえない。

　人間に福ふく音いんをもたらす存在として召喚されるのだから、人間の味方のはず……。

「どうやら、通常の転生者とは少し違うみたいね」

「みたいだな。ノアさん、俺たちも包つつみ隠さず事情を説明します。だから、ノアさんの事情も聞かせてくれませんか」

　村長の頼み、という理由からではない。今は、目の前の少女から伝わってくる不思議な悲ひ愴そう感かんが気になって仕方なかった。

「……分かりました。なにやら、あなた方は不思議な感じがしますから。商人さんと魔族、そして女神様……。私の話は少し長くなるので、こちらをどうぞ」

　そう言って、ノアさんは、俺たちに陶器の容れ物に注がれた茶色の飲み物？を差し出してきた。茶色い液体の飲み物など、この世界レピシアでは毒物以外には存在しない。

　異世界の飲み物なのだろうか。俺たちは試ためされているのだろうか？

「ありがとう、頂くわ！」

　凄い度胸だな……この女。平然と差し出された茶色い液体を飲もうとしている。

「うわぁ～！　これを飲めば、ノアお姉ちゃんみたいに大きくなるかな!?」

　無む邪じや気きに茶色い液体を見つめるミルフィナ。

「さて、どうだろうな……ははっ」

　この二人は恐きよう怖ふよりも期待のほうが大きいのだろう。リリウムとミルフィナが大だい胆たんな分、パーティーでは俺が慎しん重ちようにならなければ。

「これは、お茶と言って、健康に良い飲み物です。私の……故郷の伝統的な飲み物です。まぁ、このお茶は私がこの世界レピシアの植物を独自にブレンドして、本物に似せた飲み物ですけどね」

「……マジで異世界の飲み物なのか」

　容れ物からは湯気が立っており、甘いような苦いような香りが鼻び腔こうをくすぐってくる。

　恐おそる恐る容れ物を覗のぞき込こんでみると、底に黒い枝のようなものが沈ちん殿でんしているのが目に飛び込んできた。

　な、なんだコレ！　呪のろいの小枝か!?

「ウィッシュさん……この飲み物、本当にご存じないのですか？」

　ノアさんは先さき程ほどと同様、何かを期待するかのように俺に訊ねてきた。

「ごめんなさい。本当に……知らないです」

　ノアさんの表情が曇くもると分かっていても、答えを変えるわけにはいかない。嘘うそは吐つけない。

「そう……ですか。もしかしたら、と思ったのですが……」

　室内に、どんよりとした空気が漂ただよい始める。

「ごくり」

　お茶という異世界の飲み物ではなく、俺は自分の生なま唾つばを飲のみ込んだ。

「ゴクゴク」

　そんな俺をよそに、リリウムは勢いよく喉のどを鳴らしながら、お茶を飲み始めた。

「ごくごくっ」

　ミルフィナも両手で容れ物を持って、リリウムを真ま似ねするように茶色い液体を飲んでいる。子供のような飲み方で、どこか愛らしい。これで神様というのだから不思議だ。

「ぷはぁーっ！　美お味いしいわね、このお茶っていう飲み物。最後の小枝みたいなものは喉を通しづらいけど、なんだか味に深みがあるわ！」

　……凄いな。そんな平然と未知の液体を飲み干せるのかよ……。

　そういやコイツ、滋じ養よう薬も躊ちゆう躇ちよなく口にしていたな。さすが元魔王軍幹部だぜ。

　よぉし、リリウムやミルフィナが大だい丈じよう夫ぶなら俺もイケるだろ！

「ごくごくごく」

　うっ、喉が……底の謎なぞの小枝が喉に突っかかるぅ！　一気に流ながし込むしかない！

　ゴクゴクゴクッ。

　……なんとか一いつ杯ぱいを飲み干すことに成功した。

　湯気は立っていたが、熱さはそれほど感じなかった。むしろ苦味が強くて、俺にはちょっと深みとやらは感じられなかった。

「茶葉まで全部飲み込んでしまったのですか？」

「茶葉？　もしかして小枝のことかな……ちょっと喉に異物感があります」

「ごめんなさい、説明不足でした。それは底に残しておくものなんですよ。私の故郷では常識だったのですが…………やはり、初めて飲むものだったんですね」

「……はい」

「ノアさん、ありがとう。それじゃあ、まずは私たちの話をさせてもらうわね。私は元魔王軍幹部のリリウムよ。温暖化により能力が使えなくなって魔王軍を追い出された挙げ句、今はアホな人間の商人と女神のミルと一いつ緒しよに、迷子の旅をしているところよ」

　どこにアホな人間の商人がいる、どこに。

「魔王軍を追い出されたのですか……」

「ええ。私は戦力にならないようだから、捨てられたってこと。まぁ、私としても清々するわ。別に魔王軍に義理もないし、嫌いや味みな連中ばっかりだったからね。人間の味方もしないけど、私は私でのんびり自由に生きていくって決めたの」

「……なる……ほど」

　ノアさんは考かんがえ込むように呟き、お茶が入った容れ物を木のテーブルに置いた。

　リリウムに続いて、俺もノアさんに自分のことを説明する。

「俺もリリウムと似たようなもんです。勇者のパーティーを追放されました。一人前の商人として生きていくために、今はルーヴィッチの街を目指して旅をしている最中です」

「ワタシは、お父様に天界から追い出されちゃった。でも！　ウィッシュ兄とリリィと出会えて、今は楽しいよ！　えへっ」

　ミルフィナに笑いかけられ、俺とリリウムも思わず照れてしまう。

「次はノアさんの番。私が魔王軍に居た頃、転生者は最大の脅きよう威いと教えられてきたわ。事実、勇者以上に強大で、深遠なる知識を持っていると言われている。そんな貴女が、なんで辺境の村で暮らしているの？」

　訊ねられたノアさんは、お茶の容れ物を赤子を撫でるように優しく擦さすりながら、ゆっくり口を開く。

「私のことはノアでいいですよ。それにしても、リリウムさんたちは優しい方々なのでしょうね」

「私たちが？　いきなり、なにを……」

「転生者が差し出した得体の知れない飲み物を、一気に飲み干してしまうのですから。警けい戒かい心しんの強い方や私を敵として認識している方ならば、飲むことを躊躇するはずです」

「ふふっ、お茶美味しそうだったもの。実際、美味しかったしね！　私の好きなものリストに載せておくわ！」

　リリウムは片目を一いつ瞬しゆんだけ閉じ、チャーミングな仕草をして愛あい嬌きようを振ふりまいている。

　空間が少しだけ華はなやぐ。

「ワタシもー！　ノアお姉ちゃん、それ飲まないならワタシが飲んでもいーい？」

　ミルフィナは遠えん慮りよというものを心得ていないようで、ノアの飲みかけのお茶まで頂こうと催さい促そくする。

「ふふっ、どうぞ。今はもう戻もどることができない……私の故郷の味を褒ほめて頂き、ありがとうございます。私も、あなた方を信じることにします」

「ノアお姉ちゃん、ありがとぉ！」

　ミルフィナのお礼の言葉は自分たちを信じてくれたことに対してだろうか、それとも、お茶をくれたことに対してだろうか。……たぶん、後者だろうな。

「私が、この辺境の村に居る理由……それは、私が召喚者たちから見限られた転生者……つまりは失敗作だからです」

「どういうこと!?」

　愛くるしい表情を見せていたミルフィナだったが、失敗作というノアの言葉を聞いた途と端たん、表情を強こわ張ばらせた。

「私が、この世界レピシアに召喚された転生者であることは間ま違ちがいないのですが…………私には何の能力もなかったのです」

　転生者ノアが俺たちに自身の最大の秘密を打ち明けた――




　転生者は異世界から召喚される際、レピス神に多大な力を付与されるという話を聞いたことがある。また、彼らの暮らしていた異世界というのは、この世界レピシアよりも遥かに文明が発達した場所であり、高度な知識を保有しているらしい。

　神レピスから付与される力に加え、元々保有している知識。この二つの力により、召喚された時点で俺たちレピシア人以上の存在となることが約束されている。

　しかし、ノアは何の力も持っていないという。そんなことがあるのだろうか？

「そんなはずないよ！　お父様が異世界から召喚した人間さんには、必ず凄い能力が秘ひめられているんだよ!?　無能力なんてこと、あるはずがない……」

　ミルフィナからは、今までの純じゆん真しん無む垢くな雰ふん囲い気きが消えていた。

　完全に神様側の立場になって、転生者のノアに語りかけている。

「ちょっと待てよ？　転生者ってのは、レピス神が異世界から召喚してくるのか？」

「……うん。お父様だけが使える特別な力――異世界で無念の死を遂とげた人たちをレピシアに招き入れる能力。そして、選ばれる対象は、何か強い想おもいを抱いていたり、大きな希望を持っていた人に限られる……」

　そう説明して、ミルフィナはノアを見つめた。

　俺も釣つられてノアに視線を移す。

　ノアは、ミルフィナの言うような「強い想い」や「大きな希望」を抱いているようには思えない。それどころか、憎にくしみ……いや、悲しみの感情が透すけて読み取れる。

「何の能力もなかった、か。もしかしてノア、貴女……」

　リリウムは言おうとした言葉を飲み込んでしまった。

「村長さんが言ってたな……３年前にアストリオンからフラっとやってきたって。もしかして、召喚された後に何かあったんですか？」

「…………今から３年前。私が14歳の時でした、レピシアに召喚されたのは。最初にレピシアを見た時、私、感動したんです。いつも本で読んでいたファンタジー世界……病弱で、ずっと入院していた私が、唯ゆい一いつ希望を抱いていた異世界そのものだって」

「……うん」

　ところどころ話の内容は分からない。でも、ノアの気持ちは充分伝わってくる。

　ノアの言う異世界とは、ここレピシアのことなのだろう。

　ノアにとっては、この世界が異世界なんだ。

「でも、現実は違いました。無能力の転生者だと分かった瞬しゆん間かん、レピシアの方々は手のひらを返すように私を嘲あざけり、アストリオンの街へ放り捨てたんです」

「そんな……お父様が呼び寄せた奇き跡せきの人間なのに……っ！」

　転生者は数多く存在しているわけではない。神レピスの力を以もつてしても、奇跡と呼べる現象なんだろう。

　でも、レピシア人は……俺たちは、自分たちの都合で……。

「っく……」

　リリウムは眉み間けんに皺しわを寄せて、奥おく歯ばを噛かみ締しめている。

　いつの間にか、髪かみの毛けも銀色に輝かがやいていた。

「何の力も持たないまま異世界に投げられた私に、生きていく術すべはありませんでした。ウィッシュさんはご存じかと思いますが、アストリオンでは貧ひん困こん階級に落ちたら最後、下級国民というレッテルを貼はられ、まともに生きていくことはできません。私はそんなことも知らず、ただただ、毎日ありもしない希望を持って生きていました」

　俺たちの顔を見て話していたノアだったが、その視線が次し第だいに床ゆかに落ちていく。

「…………」

　世界のことを何も知らない14歳の少女が生きるには、辛つらい状じよう況きようだっただろう。

　想像しただけで心が痛む。どうしようもない無力感も――

「下級国民として差別的な扱あつかいを受けていく内に、アストリオンに私の居場所は無いと悟さとりました。いいえ、それどころか、この世界のどこにも私の居場所はない……と」

「…………」

　織部乃愛――異世界でノアとなった少女は、静かに語る。

　木材の床に滴したたり落ちる滴しずくの音。寂せき寥りよう感が漂う滴は、彼女の瞳から零こぼれ落ちていた。

　彼女が心を閉ざした理由、はっきりと分かった。

「世界に貢こう献けんできなかった無能な私は……レピシアに居ちゃいけないんです……誰だれにも必要とされないばかりか、人々を失望させることしかできない……」

「…………」

　誰も恨うらむことなく、自分を責める少女の声。その声はレピシアの誰にも届かない。

「……私には生きる意味が……ありません。ここで二度目の死を待つだけなんです……」

　言い終えた彼女の口元は微かに震ふるえていた。

　床に落ちる彼女の大おお粒つぶの涙なみだ。彼女がレピシアで暮らした３年間、その苦労が詰まった床に触ふれ、反はん響きようした。

「そんなこと――」「そんなの――」




「生きる意味や居場所がなければ、作り出せばいい！」




　俺には、彼女の声が、気持ちが、痛いくらいに届いてきていた。

　それは、俺よりも先に言葉を発しようとしたリリウムとミルフィナも同じだろう。

「え……」

　ノアは俯うつむいていた顔を上げる。

「憧あこがれてた世界なんだろ!?　だったら自分の思う通りに、やりたいように生きてみようぜ！」

「でも……」

「俺はキミを捨てた人間たちと同じレピシア人だ。この世界に生きる人間として、本当に申し訳なく思うし、悔くやしい気持ちで一杯だ。俺たち人間の力が弱いばかりに、転生者の力を頼たよってしまったんだ。だから、こんなことを言う資格はないのかもしれない。けど――」

「いいえ、悪いのは私たち魔族よ」

　リリウムが突然、冷気を纏まとった言葉を発した。

「リリウム……？」

「魔ま王おう軍に対抗するために、神レピスが異世界からノアを召喚したのよ。魔族がこの世界レピシアに侵しん攻こうしなければ、そもそも転生者が生まれることもなかったはずだわ」

「それは違うだろ。召喚したのは俺たち人間の弱さが理由だ。責任は人間側にある」

「魔族よ！」

「人間だ！」

「あ、あの……」

「なに？　魔王軍元幹部の私とやり合う気？　アホ商人さん」

「あぁ？　ポンコツ魔族が元勇者パーティーの俺おれとやり合うつもりか？」

　ノアの声を無視して言い合う、俺とリリウム。

　そして、リリウムの髪が銀色に輝き始めた時、ミルフィナの小さな口が開く。

「違うよ……レピシアの人でも魔族のせいでもない。ワタシたち神々のせいだよ……ごめん、ノアお姉ちゃん……」

　思おもい詰めたような表情で、ミルフィナは言った。

「ミルさんは悪くないですよ。悪いのは、なんの能力も無かった私なんですから」

「「それは違う!!」」

　今度は俺とリリウム、完全に一いつ致ちした。

「ノアは自分を責める必要なんて全然ない！　勝手に変な世界に送おくり込まれて、必要ないからって追い出されて……そんな自分勝手な人間のこと、気にする必要ない！」

「それには私も同感！　ノアは、もっと自分を大切にするべきだわ！」

「ウィッシュさん……リリウムさん……」

　俺たちの言葉に何を思っているのだろうか。ノアに伝わるかどうかは分からない。でも、俺は自分の気持ちをノアにぶつけたい。

　こんな理り不ふ尽じんな世界でも、生きる希望を諦あきらめないでほしい！

「ノア……さっき、生きる意味がないって言ってたよな？　そんなことはないぜ。生きる意味なら……ここに、ある！」

　俺は両手を広げて、俺の大事な仲間を包み込んだ。

「ウィッシュ兄……っ」「ウィッシュ……」

「俺は勇者パーティー、リリウムは魔王軍、ミルフィナは天界から、それぞれ弾はじき出された存在だ。でも！　諦めたりはしてない！　どんな理不尽な思いをしても、生きる希望を失くしてない！　仲間がいれば、乗り越こえられるから！」

「私には仲間なんか……」

　寂さびしそうに呟つぶやくノア。

「いるだろ？　目の前に！」

「え……」

「みんな似たような境きよう遇ぐうだよねぇ？　仲良くやっていこっ！」

「自じ慢まんじゃないけど、私、ノア以上に何も持ってないわよ？　その上、魔族だし！」

　ミルフィナとリリウムは、ノアの肩を二人で抱き寄せた。

「……私が……仲間……？」

「ああ！　俺たちがノアの生きる意味になる！」

　俺の言葉を聞いた後、ノアは堰せきを切ったように声をあげて泣き出した。

　胸の裡うちに溜ためられた、３年分の苦い想い。

　その気持ちを全て外側へ押おし流すかのように――




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　ノアと打ち解けあった、その日の夜更け。

　定住者のノアが加わったので、今後の活動方針を家の中で話し合うことに。

「みなさんは元居た場所や組織に戻りたくはないのですか？」

「「「えっ？」」」

　俺とリリウムとミルフィナは、ノアの突然の質問に顔を見合わせてしまう。

「ミルさんは天界、リリウムさんは魔王軍、ウィッシュさんは勇者のパーティーに戻りたくはないのですか？」

　ノアの意図は掴つかみかねるが、その質問には敏びん捷しよう度どを倍化させた狩人ハンターの矢よりも速く答えることができる。

「戻りたいわけが――」

「絶対に戻るかぁ！　あんなクソ魔王軍！」

　リリウムめ、俺より速く答えやがった！　しかも、なぜかまた一瞬で髪が銀色になっている。

「ワタシは勘かん当どうされた身だから戻れないよ。まぁ今は戻るつもりもないけどねっ。ウィッシュ兄たちと一緒にレピシアを変えていくんだぁ！」

　なんか、ミルフィナだけ目標がデカ過ぎるんだよな……。まぁ、俺も目の前の仲間たちの状況は改善させていきたいと思ってるけど。

「私も元の世界に還かえることはできません。一度死んだ身ですので、この世界で生きていくしかありません。でも、ウィッシュさんに言われて少しだけ生きる希望が湧わいてきました」

「……うん」

　泣き晴らしたノアの目元は真っ赤だ。でも、表情は清すが々すがしいほど晴れやかになっている。

「みなさんが私の生きる意味です。だから、私はみなさんの活動を支えていきたいです。もし、ルーヴィッチを目指すのであれば、私もどうか旅のお供をさせてください」

　真しん剣けんな顔をして俺たち３人に頭を下げるノア。

「そのことなんだけど、俺から提案……というか、逆にノアにお願いがある」

「私に、ですか？」

「うん。ルーヴィッチに行く、っていうのは元はといえば俺個人の目的だったんだ。でも、今はリリウム、ミルフィナ……そしてノアという仲間ができた。今の俺の望みは、種族も価値観も育った環かん境きようも何もかも違うこの４人が安全に暮らせる場所を作ることなんだ」

「お！　ウィッシュにしては素す晴ばらしいアイディアね！」

「それは……私も素す敵てきな話だと思います。でも、何の能力もない私にできることはあるのでしょうか……？」

「ある！　というか既すでに持ってる！」

「え……私、何も持ってないですよ……？」

　ミルフィナはノアの胸を見つめているが、俺が指し摘てきしたのは断じてソレではない。

「この家と、温かい村人たちだよ。このザッケン村、俺たちが生活しやすい場所だとは思わないか？　お金を消費しなくて済むし、リリウムが魔族だとバレても騒さわぎが起きにくい。それに、よそ者やはみ出し者にも寛かん容ように接してくれる人たちが暮らしている。環境としては最高だ」

「たしかにそうね。ルーヴィッチは人も多いし、騒ぎになったら追放されるわよ。元手となる資金がない商人は苦労しそうだし」

　リリウム、魔族なのに人間社会のことに詳くわしいな。

「リリウムの言う通りだ。だから、ノアが許可してくれたらの話だけど、俺たちはザッケン村を拠きよ点てんにして活動していきたいと思う。それで、その拠点となるのは……この家で……」

「ちょ、ちょっと、ウィッシュ!?　いきなりパーティーに加入してもらった上、家にまで住すみ込もうとしてるの!?　さすがに面の皮が厚すぎない!?」

　まさか魔族に面の皮の厚さを指摘されようとは。しかし、これが最善の選せん択たくなんだ。

「私は全然構いませんよ？　でも……その……」

「ん？　なにか気になることでもあるのかな？」

　男の俺と一つ屋根の下で生活、ってのに抵てい抗こうあるのかな。年とし頃ごろの女の子だもんな。

　まぁ、俺は自分専用の小屋でも建てさせてもらって……。

「ミルさんは良いのですか？」

「へ？　ワタシ？　なにがぁ？」

　ノアは俺の予想とは違い、ミルフィナのことを気にしているようだった。

「この村にはレピス教を良く思っていない人たちが暮らしています。自分のお父さんのことを悪く言われたりするかもしれません。なので、大丈夫なのかな、と……」

「あぁ！　それは問題ないよぉ！　ワタシたち神々は、そんな小ちっちゃいことは全然気にしないから！」

　しかし、直後、ミルフィナは「小っちゃい……小っちゃい……」と自分の胸とノアの胸を見比べて、ぶつぶつと念仏のように呟き始めた。瞳のハイライトが消えているのが怖こわい……。

　めっちゃ小さいこと気にしてんじゃん！

　絶対、自分の胸の小ささを気にしてんじゃん！

「あ、あの、本当に大丈夫なのでしょうか……」

「ああ、ミルフィナのことは気にしなくて平気だよ。全然違うことで悩なやんでるっぽいから……ははっ。それでさ、俺は近くに小屋みたいなものを建てさせてもらいたいんだけど、いいかな？　ってか、住むのも建てるのも、まず村長さんに言わないとダメか」

　明日の朝一、村長さんにお願いしに行かないとな。

「なんでウィッシュだけ違う場所に住もうとしてるのよ？」

「え、なんでって、そりゃ……」

　女の子３人の生活空間に、男の俺が入り込むわけにはいかないだろう。

「ウィッシュ兄！　ダメだよ！　ウィッシュ兄は加護を授けてるワタシの近くにいないとダメなの！　ウィッシュ兄が違うところで生活するなら、ワタシもそっちに行くからっ」

　いきなり俺に抱きついてくるミルフィナ。

　まだ子供とはいえ、急に女の子に抱きつかれると鼓こ動どうが速まってしまう。

「え、えっと……加護って、そんな条件も付いてたの？」

「今、ワタシが決めた！」

　そっか、無視しよう。

「土地は空いているので新規に建てるのは問題ないと思いますが……。ですが、時間も労力もかかるので、ウィッシュさんもこの家に住んだほうが良いと思いますよ？」

「え……」

　さっきから、「え」ばっかり言ってる。

　もしかして……レピシア人だけ男女関係の感覚が違うのかなぁ……。俺が気にしすぎているだけなのかもしれない。仲間なんだから距きよ離りを置くのは良くない、か。

「どちらにせよ、村への居住申しん請せいは村長さんに出さなければならないですね。明日、私と一緒に行きましょう」

「あ、ああ、うん。じゃあ、みんなが気にしないなら、俺は明日に備えて眠ねむるとするかな」




　――本当に長い一日だった。

　あの時、俺が道に迷わなければ今の状況には至っていない。今も独りぼっちだったはずだ。今いま頃ごろ、一人で平原の草むらで野営していただろう。

　でも、現実の俺は、こうして暖かい木材の上で布を敷しいて横になっている。

　近くからは仲間の声も聴きこえてくる――

「それでは、私は湯ゆ浴あみをしてから休みますね」

　不思議なものだ。運命なんてものは信じていないが、神様ってのは信じてもいいかもしれない。いや、実際にレピス神は存在しているんだったか。それも衝しよう撃げきだった。

「ノアお姉ちゃん、水浴びするのぉ!?　ワタシも一緒に遊ぶぅ！」

　その上、とんでもない能力まで覚かく醒せいさせてもらった。この『敵の弱点を看かん破ぱする』能力……相手の細かい情報も分かるらしいが、詳しいことは今後確かめていこう。

「お風ふ呂ろあるんだぁ!?　やったぁ！　一時はどうなることかと思ったけど、ここは天国だわぁ。これで、きったない汚よごれを落とせるぅ♪」

　俺の能力を駆く使しすれば、魔ま物ものからは逃にげることができるかもしれない。でも、問題は魔王軍だ。知能のある好戦的な相手と出くわした際、果たして俺の力は発揮できるのだろうか。

「わぁ～！　水が温あったかくて気持ちいいぃ！」

「ミル、それはお湯よ。こうやって身体を洗った後に汚れと一緒に流すの♪」

「狭せまい湯船なので、こうして３人で入ると、なんだか温かみが増したような気がしますね」

　――今は、なにより仲間の安全が最優先だ。

　俺は、あらゆる危機を脳内でシミュレートする。対処法を予あらかじめ用意しておけば、突とつ然ぜんの危機にも対応することができる。寝ねる前の思考癖ぐせみたいなものだが、もしかしたら、この癖くせが眠っていた能力と関係してるのかもしれない。

　そんなことを考えていると……、

「――ウィッシュ兄～！　ウィッシュ兄も一緒に入ろぉ！」

　半覚醒状態の俺の耳に、女め神がみの声が届いてきた。

「……んぁ？　な、なんだ……？」

　声は仕切り布の奥おくの方からするようだ。

「こっちだよぉ！」

「あっ!?　ちょ、ちょっとミル!?」「ミルさん、ダメですよぉ！」

　呼ばれたので、俺は重い身体を起こして声のする方へと歩いていく。

「ふあぁ～、なんだよ、ミルフィナ。俺はもう寝て……」

　すると、その時――

　目の前にあった仕切り布が、勢い良く開かれた。

「キャアアアアアァァッッ!!　ミル、なにしてんのよおおおぉぉぉおおおおおお!?」

　リリウムの絶ぜつ叫きようとともに。

「ウィッシュ兄も服を脱ぬいで、汚れを落とそぉ！　こうやるんだよっ？」

　ミルフィナは得意気に自分の身体を洗って見せつけてくる。

　裸はだかで。

　……。

　…………。

　………………。

「……………………ん!?」

「あ、あ、あのっ、ウィッシュさん……っ！　その……ごめんなさいっ！　今は……こちらの場所から離はなれていだけると……助かり…………ます……」

　ノアが顔を真っ赤にして、恥はじらいながら言う。

「こ、こ、こ、この、アホ商人～～～～～～～～～～!!」

　ボーっとする意識の中、俺はリリウムから何かを投げつけられ、転てん倒とうしてしまった。

　最後にチラッと見たノアの様子が脳のう裏りに焼き付く。

　……なんか、デカかったな。

　そんな感想を抱いだいた後、俺は気を失った。




　――目を覚ますと、横たわる俺を、リリウム、ミルフィナ、ノアの３人が取り囲んでいた。

「あっ、ウィッシュ兄、目を覚ましたよぉ！　良かったぁぁぁぁぁ！」

　真っ先にミルフィナが声をあげ、俺に抱きついてきた。

「……ん？」

「ウィッシュさん、大丈夫でしたか!?」

　続けて、ノアが心配するように声を投なげ掛かけてくる。

「ん？　俺は平気だけど……痛っ!?　な、なんだ？　ちょっと、頭に痛みが……」

　おかしいな、さっきまで普ふ通つうに寝ていたはずなのに。色々考えすぎたのかな。

「…………ごめん！　ウィッシュ、私のせいだぁ……って！　元はといえば、ミルのせいなんだからねっ!?　ミルが勝手に仕切り布を開けるから！」

「うぅぅ、ごめんなさい……ワタシ、よく分かんなくて……」

「へ？　なんのこと？　なんかあったの？」

「「「え？」」」

「いや、え、じゃなくてだな……まったく、俺は明日に備えて寝てたんだから、デカい声して起こすなよ？　みんなも早く寝なきゃダメだぞ？」

「あ、あれ？　もしかして、ウィッシュのヤツ、覚えてないんじゃ……？」

「そ、そうかもしれません…………っほ」

「なーんだ！　謝あやまって損したぁ！」

「ミルは反省しなさい！」

　俺を無視してデカい声で言い合うミルフィナとリリウム。その様子を安心した顔で見守るノア。なんだか幸せな光景だ。

　……デカい？

　その時、俺の頭に何かが浮うかび上がってきたが、なぜだか思い出してはいけない気がして、そっと頭の奥の方に仕し舞まい込む。

　そして、長い一日を終えるため、俺は寝ね床どこについた。




　薄うす暗ぐらい室内――

　いつものルーティーンである睡すい眠みん前の考え事をしていた俺は、ふと視線を感じ、その方向へと目を向ける。

　見ると、視線の主は俺の隣となりで横になっているノアだった。

「ノア？　どうした？　眠れないのか？」

　他の二人を起こさないよう、小さな声で問いかける。

「はい……昨日までは、ずっと独りで寝ていたので、ちょっと心がソワソワしてるのかもしれません」

「ごめんな、俺たちが急に押しかけたせいで……」

「い、いえ！　そ、それは全然大丈夫ですっ。嫌いやなわけじゃありませんから……。胸が高鳴ってるという感じなんです……」

「……そっか。それなら安心したよ」

　ノアは表情を和やわらげ、そっと微笑ほほえんだ。

「あ、あの……ウィッシュさんのほうへ行ってもいいですか？」

　ん!?　俺のほう？　ど、どういうことだろう……。

「え、あ……ああ、構わないけど……？」

　そう応えると、ノアは静かに俺の間近に身を寄せてきた。

　お互たがいの息が相手の顔に届いてしまうほどの近さ。

　自然と俺の胸も高鳴る。

「ごめんなさい……少しだけ……少しの間だけ、このままの状態でいさせてください……私の気持ちが落ち着いたら、離れますので……」

　ノアは身体を少しだけ縮こまらせて、上うわ目め遣づかいで訊たずねてくる。

「……うん」

　ノアの感情は伝わってきていた。

　14歳さいで異世界に来て、独りで生きてきた少女。

　勝手に期待され、身勝手に捨てられた転生者。

　諦てい観かんしていたとはいえ、人ひと恋こいしくなるのは当然の感情だろう。それは異世界人でもレピシア人でも同じなんだ。

「……ウィッシュさん。ウィッシュさんは本当に日本人じゃないんですよね？」

　ノアが小さな声で訊ねてきた。

「ああ、俺はレピシア人だよ。その……日本？　ってところも興味はあるけどな」

　お茶を発明した世界だ。きっと、他にも優すぐれたモノが一杯あるに違ちがいない。いったい、いくらで売られているんだろう？　そもそも、お金の概がい念ねんはあるのかな？　何を食べて生きているんだろう？　魔物や魔ま族ぞくはいるのかな？　考え出したら止まらなくなる。

「そうですか……でも、きっと、ウィッシュさんは日本と繋つながりがあるかもしれませんよ」

「どういうこと？」

「郷に入れば郷に従え」

「…………？」

「日本の古い言葉です。意味も同じ……。そして、靴くつを脱いで家にあがるのも日本の文化です。私の知る限り、レピシアではその習慣はありません」

　心臓の鼓動が速くなるのを自覚する。

「日本……」

「もしかしたら、ウィッシュさんが今までに出会った人たちの中に、日本と繋がりのある方がいたのかもしれませんね」

「…………」

「ごめんなさい。混乱させてしまいましたね……。でも、ウィッシュさんが日本人かレピシア人かなんて関係ありません。私を拾ってくれた……大切な人です」

「ノアこそ、俺たちの大切な仲間だよ」

「ありがとうございます。これから……よろしくお願いしますねっ」

　そして、ノアは「おやすみなさい」と言って、俺の目の前でゆっくりと目を閉じた。

　俺が出会ってきた人たち……か。

　郷に入れば郷に従え――たしか、祖父じいちゃんから教わった言葉のような気がする。

　家にあがる時に靴を脱ぐのも、祖父ちゃんが決めたんだっけ。

　……でも、祖父ちゃんは間違いなくレピシア人だ。祖父ちゃんの子供時代を知る人にも会ったことあるし。

　もしかしたら、祖父ちゃんは商人時代に転生者と会ったことがあるのかもしれない。

　俺はそこまで考えて思考を閉じた。それ以上は深く考えないことにした。

　異世界に興味はあるけど、考え出したら眠れなくなりそうだったから。それに……。

「俺は、この世界レピシア以外の世界には飛ばされたくない。勇者パーティーを追放されようが、俺は自分の世界レピシアで俺のままでいたい。ここが俺の居場所なんだ」

　勇者パーティーを追放された俺、魔王軍をクビになったリリウム、天界から追い出されたミルフィナ、世界そのものから弾き出されたノア。

　この仲間たちと一いつ緒しよに、この場所で生きていく――
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　ノアをパーティーに迎むかえ入れた日の翌朝。

　トントントンッ、という小気味好よいリズムの音で俺は目が覚めた。

「あっ、ウィッシュさん、おはようございます。えっと……ちゃんと眠れましたか？」

　ノアが身体を起こした俺に向かって、なにやら恥じらうように訊ねてくる。

「おはよう、ノア。ここ数日で一番目覚めの良い朝を迎えられたよ。本当にありがとう」

「そ、そうですか！　それは良かった……です。今、朝食を作ってますので、準備できるまで少々お待ちくださいねっ」

　包丁片手に微笑むノア。その表情は昨日よりも一段と明るい。

「俺も手伝うよ。ノアばかりに任せるのは悪いし」

「私なら大だい丈じよう夫ぶですよ。何の能力も無い私ですけど、料理だけはできますからっ」

　ずっと自じ炊すいしていたので、とノアは付け加えた。

「そうか……ああ、それと、昨日から気になってたんだけど……」

「…………？」

「俺たち相手に敬語は遣つかわなくてもいいよ。俺も馴なれ馴れしい言こと葉ば遣づかいしちゃってるし」

「あ、これは、その……私の癖……みたいなものなんでっ……お気になさらず……！」

「そっか。そっちのが楽なら良いけど。まぁ、こうして一緒に生活するわけだから、遠えん慮りよはしないでな？」

「……は、はいっ」

　頷うなずいたノアの顔は、少しだけ紅潮していた。

　直後、突つき刺さすような視線を感じ、そちらへ目を向ける。

「じぃ～～～～～～～」

「……ミルフィナ!?　起きてたのか!?」

　視線の先では、ミルフィナが俺とノアを黙だまって見つめていた。

「もぐもぐ……ずっと前から起きてたもん。もぐもぐ……なんか、ウィッシュ兄とノアお姉ちゃん、ワタシのお父様とお母様のような雰囲気がする……もぐもぐ」

　子供の朝は早い。それは神様も一緒のようだ。いや、それよりも……、

「お父さんとお母さん!?　ど、どういうところがだよ!?」

「朝からワタシを放って二人で仲良く話してるところ……もぐもぐ」

「………仲良く、だなんて……そんな……っぽ」

　え、なに、その最後の、っぽ、ってやつ！　ミルフィナの言うことに惑まどわされるな!?

「っていうかさ……ミルフィナこそ、朝から何食べてんだよ？」

「もぐもぐっ……へ？　これは……え～っと、なんだっけ？」

　ミルフィナは手に持った黄こ金がね色いろの物体を見て、首を傾かしげている。

「焼き芋いもですよ。ミルちゃんが何か食べたそうにしていましたので、朝一番で作ってあげました」

「これ、おいしいよぉ！　もぐもぐっ」

「そうだったのか。悪いな、ノア」

「大丈夫ですよ。仲間に遠慮は不要……ですよね？　ふふっ」

「ああ！　そうだったな！」

　いつの間にか、ミルさんではなくミルちゃん呼びに変化しているのも、二人の関係性が深化した証だろう。なんだか、俺まで嬉うれしくなってくる。

「じぃ～～～～～～～」

　またしても、俺とノアを交こう互ごに見つめるミルフィナ。

「な、なんだよ、ミルフィナ」

「べっつにぃ～～～～、もぐもぐ」

　ミルフィナは不ふ貞て腐くされた子供のような反応をしている。

　ふと気になったのだが、あの煩うるさい魔族の声が聴こえないのはなぜだろう……？

　魔族の生活リズムや活動時間について、俺は全く知識がない。一緒に生活する上で、俺たちとの違いをしっかりと認にん識しきして理解しておいたほうが良いだろう。

　果たしてリリウムは、今なにを……。

「うひひぃ～、もう食べられなぁ～い、ひひっ、ふぃっ、っぐううぅっぐうぅ～～～」

　……アホっぽい寝ね言ごとが聴こえてきた。

　見ると、リリウムは部屋の隅すみで縮こまって横になっていた。どうやら、まだ夢の中のようだ。魔族も夢を見るらしい。しかも、大層アホ……幸せそうな夢を。

「ん？　リリウムが抱かかえている物体はなんだ？」

　リリウムは、なにやら綿の塊かたまり……ぬいぐるみのようなものを抱きながら寝ていた。

「あれは私がレピシアに来てから作った、ぬいぐるみですよ」

「？　なぜ、それをリリウムが抱いて寝ているんだ？」

「ウィッシュさんが眠りについた後、リリウムさんが枕まくらが替かわると眠れないと仰おつしやってきたので、ぬいぐるみを貸して差し上げました。どうやら、効果あったようですね、ふふっ」

　リリウムは幸せそうな表情で、涎よだれを垂らしながら眠りについている。

　全然起きる気配がないほど、よく寝ている。その姿は完全に人間の子供だ。

　人間でいうと俺より年下なのかもしれないな。……などと考えていると、

「んっ……んぅ……」

　リリウムが寝ね返がえりを打ち、吐と息いきを漏もらした。

　そして、リリウムの下半身を包んでいた上うわ掛がけから、スラーっと伸のびた脚あしが露あらわになった。

　その艶なまめかしい姿を見て、思わず生なま唾つばを飲のみ込こんでしまう。

　……子供っぽい性格なのに、身体は大人とか……卑ひ怯きようだろ……。

　それにしても、ノアが作ったぬいぐるみ、か……。ノア、やっぱりレピシアで独りになって寂しかったんだろうな。

　でも、これからは俺たちが側に付いているし、寂しい想おもいなんかさせない。




　その後、俺はノアと一緒に朝ご飯を作り、リリウムを寝かせたまま先に朝食を食べることにした。

　食後にノアが用意してくれたお茶は昨夜飲んだものと一味違っていて、より苦味が増したような気がする。でも、嫌きらいじゃない。最初に飲んだ時は、異世界の飲み物という先入観から異質な味と感じてしまったが、何度も口に含ふくむうちに舌が慣れてきたようだ。

「ふぅ、美お味いしいな。心が落ち着く」

「今日のお茶は緑茶という種類に分類されるものです。昨夜のものは、ほうじ茶という種類です。まぁ、どちらも私が本物を模も倣ほうして作製したものですけどね」

　本物の味は俺には分からないし、一生味わうことはできない。でも、ノア特製のお茶は、間ま違ちがいなく本物よりも深い味がするはずだ。ノアの郷きよう愁しゆうや哀あい愁しゆう、様々な感情がブレンドされた特別製だ。レピシアの空気が隠かくし味あじで、芳ほう醇じゆんな風味を追加させているのかもしれない。

「おかわりぃ！　むにゃむにゃ」

　俺はまだお茶を飲んでいる最中だ。だから、おかわりなどするわけがない。

　今の声は、リリウムが急に飛び起きて発したものだ。

「なに寝ぼけてんだ。せっかくの心ここ地ち好よい朝の一いつ杯ぱいだったのに、お前の騒そう音おんによって現実に引き戻もどされてしまったぞ」

「へ？　あへ？　ブルベア肉は？　私のブルベア肉は？」

「あ？　そんなもんないぞ。あるとしたら、お前の幸せな頭の中だ」

「そんなぁ！　私のブルベア肉がぁ！」

　ワンワン泣き続けるリリウムを放置して、俺たち新パーティーの一日が始まった。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　ザッケン村を拠点にして活動することになったので、午前中にゼブマン村長のもとへ行き、事情を説明した。村長は俺たちを新たな村民として快く迎え入れてくれ、諸もろ々もろの手続きを速すみやかに行ってくれた。

　村長宅から家へ戻る道中――

「ねぇねぇ！　クズヤローって、どういう意味～？」

　ミルフィナが興きよう味み津しん々しんとばかりに、瞳ひとみを輝かがやかせて訊ねてきた。

　いきなり何て言葉を言い出すんだ、この子供は……。まぁ子供だから仕方ないけど。

「んー、えっとー、そうだな…………なんて説明すれば良いかな……」

「どうしようもない男の人を指す言葉よ。自分は何もしないのに人に命令ばっかして偉えらぶっていたり、人の欠点やミスをネチネチと突っ付いてきたりする男のこと！」

　返答に困っていると、リリウムが代わりに答えてくれた。

　めちゃくちゃ私し怨えんが入っていそうな口ぶりだったけど……。

「ほえぇ、そっかー。じゃあ、ウィッシュ兄はクズヤローじゃないね……もぐもぐ」

　ミルフィナは村長さんに頂いた饅まん頭じゆうを口に含みながら、一人で納なつ得とくしている。

「ええ、もちろん違いますよ。ウィッシュさんは真逆のタイプの男性です。でも、ミルちゃん？　そんな言葉、どこで覚えたんですか？」

「さっき、村の男の人が言ってた！　お前のせいで食料がダメになった、このクズヤローめ、って。なんか、男の人が二人で言い合ってたみたい……もぐもぐっ」

「なるほど……」

　ノアが暗いトーンで相あい槌づちを打つ。

「その男の人たち、何か揉もめてたのかしら？」

「ザッケン村では、よくあることです。倉庫で管理していた食料が傷いたんで食べられなくなってしまったのでしょう。日持ちしない食材は、数日でダメになってしまいますから」

「それで、管理していた人たちで言い争っていたってわけか。食料の保管事情は旅先でも村の中でも大きくは変わらないな」

「そんな大変な状じよう況きようなのに、ワタシがお饅頭食べても良いのかな……。生きるために必要な人が食べたほうが…………もぐもぐっ、ごくっ」

　ミルフィナは悲しそうに言う。しっかり饅頭を飲み込みながら。

「ミルちゃん、大丈夫ですよ。食材の収しゆう穫かく量りように問題はありませんから。ただ、有事になった際の食料保管には課題がありますが……」

「それは、どこの地域も同じだな……ってか、ミルフィナ!?　お前、ちょっと光ってないか!?」

　饅頭を頬ほお張ばるミルフィナの身体からは、ボンヤリと淡あわい光が漏れていた。

　しかし、リリウムとノアはキョトンとした顔をしている。

「はぁ？　別に光ってないわよ？」

「私の目にも光っているようには見えませんが……」

　えぇ!?　もしかして、また俺おれにしか見えない光なのか？

「……もぐっ、ごくり……へ？」

　ミルフィナも自分で分かっていない様子だ。

「ミルフィナ、お前の身に何か起きているのか……？」

「わかんないけど、なんか身体の奥おく底そこが温かく感じるかも？　なんだろ？」

「ウィッシュにしか見えない光か……もしかしたら、食べることでミルの女神としての能力も徐じよ々じよにパワーアップしてるんじゃない？」

「ミルちゃんの……能力？」

「その可能性はあるかもな。ノアにはまだ話してなかったけど、実は俺とミルは――」

　俺がノアに説明しようとした時。

　村の入り口のほうから大きな声が聴こえてきた。

「はぁ……また、やって来ましたか……」

　状況が分からない俺たちとは異なり、ノアは事態を把は握あくしているようだ。

　ノアの苦々しい顔。その表情からは鬱うつ屈くつした感情が漏れ出ている。

　物々しい雰ふん囲い気きを感じ取り、俺たちは村の入り口へ向かうことに――




　狭い村なので、すぐに騒ぎの発生源に到とう着ちやくすることができた。

「また、あいつかよ……」

「おいっ、静かにしろよ。あいつに聴こえるぞ」

　村人たちの警けい戒かいの声。現場には緊きん迫ぱくした空気が漂ただよっている。

　村人たちが見つめる先――そこでは、豪ごう奢しやな衣い装しように身を包んだ男が、人一倍大きな声を張り上げていた。

「おい、お前ら！　さっさと出せえぇ！」

　ザッケン村では場ば違ちがいな豪ごう華かな服を着た男。そして、その男に付き従うような形で並ぶ数人の人間たち。どう見ても、村の人間ではない。

「ノア、あの人たちは？」

「あの者はローガンというリングダラム王国の役人です。この周辺地域を治める領主に仕えているらしいのですが…………はぁ……ここに来るのは何度目でしょうか」

　忌いま々いましそうに役人を見つめるノアの瞳は暗く淀よどんでいた。

「なんで王国の役人がザッケン村に来るんだ？　この村と王国は無関係のはずだろ？」

「そうなのですが……なにかと理由を付けて、村から食料や素材を取り上げていくのです」

「貢こう納のう……じゃないよな。なんか強制的に集めてるみたいだし」

　男たちは、村人に対して脅おどすように詰つめ寄っている。

「おいっ、他にはないのか？」「隠しても良いことはないぞ？」

　ローガンの部下たちは村内から集めたと思われる物品を袋ふくろに入れ、荷馬車に載のせていた。

「ローガン様、どうやら今集めたモノで最後のようです」

「なんだとぉ？　もっと珍めずらしいモンはないのかぁ!?　相変わらず、シケた村だなぁ！　こんなんじゃ、魔ま王おう軍が来た時に守ってやらんぞぉ？」

　ローガンは大きく出た腹を揺ゆらし、馬鹿デカい声で捲まくし立てている。

　ローガン一行には武装した兵士も帯同しているが、とても魔王軍を相手に戦える力があるようには見えない。どこかのポンコツ魔族ならともかく、正規の魔王軍に攻せめられたら間違いなく全ぜん滅めつするだろう。

　しかし、普通の人間に対しての威い嚇かくには充じゆう分ぶんだった。

「なんなの、あいつ！　偉そうにしちゃって！　これ、正式な徴ちよう税ぜいじゃないのよね!?」

「え、ええ、そうですが……あっ、リリウムさん、待ってください！」

　ノアが言い終わる前に、リリウムはローガンのもとへと飛び出していった。

「あーあ、リリィ……行っちゃった」

「ったく、仕方ない。俺たちも付いていくぞ！　リリウムだけじゃ、事が大きくなりそうだ」

　俺たちはリリウムに続き、ローガンの前へと進み出た。

「ちょっと、あんた！　それ、村人の物でしょ!?　返しなさいよ！」

　さっそく文句をぶつけているリリウム。その髪かみは美しい銀色に輝いている。

「あぁ？　なんだぁ、お前？　見ない顔だな？」

　一方、怪け訝げんな顔でリリウムを見つめるローガン。その瞳には、汚きたない物でも見るような侮ぶ蔑べつの感情が潜ひそんでいるようだった。

「私のことはいいの！　それよりも、あんたが集めた村の物、早く返しなさい！」

「おい、村長！　なんだ、この無礼な女は！」

　ローガンに呼ばれ、やれやれといった様子でゼブマン村長が人ひと垣がきから顔を出す。

「この娘むすめっ子は、今日ザッケン村の一員になった大切な村人じゃよ」

「村人なんだな？　だったら、貴様が責任を取れぇ！　オレへの意見は死罪だぞ！」

「ウィッシュ兄、死罪って、なーに？」

　場に似つかわしくない、ふわふわした口調でミルフィナが訊ねてきた。

「死で償つぐなう罪……とっても悪いことをした人への罰ばつ、かな」

「なんでリリィや村長さんが罰を受けるの？」

「それは……」

　俺が言い淀んでいると、ローガンがミルフィナに近づいて睨にらんできた。

「おいおい！　このクソガキィ、オレを馬鹿にしてるのかぁ!?」

　ローガンの顔は燃えるように赤い。

「ミルちゃん……ッ!!」

　ノアが心配そうにミルフィナに寄り添そい、ぎゅっと手を握にぎる。

「このガキも死罪だ！　おい、お前ら！　まとめて殺してしまえ！」

「ローガン様、さすがに一いつ般ぱんの村人を殺すのは……」

　部下の一人が忠言したのだが、

「こんな辺境の村の人間、一人二人殺したところで問題ない！　さっさと殺やれ！　それとも、お前から先に罰を受けたいのか？」

　ローガンには逆効果で、火に油を注ぐ形になってしまった。

　そんな貴族たちの会話を聞いていたミルフィナが、ポカンと口を開き――




「あぁ、わかったー！　このオジサンのことを、クズヤローっていうんだねっ！」




　ローガンを指差して言った。

　場が静まり返る。

　村人もローガンの部下たちでさえも顔を青ざめさせていた。

「ミ、ミルちゃん!?　あ、あの！　すみません、この娘こはまだ子供なので見み逃のがしてください！」

　ミルフィナを抱き、必死に弁護するノア。

「ふ、ふ、ふざけるなよぉぉ……ッ!?　このクソガキ、今なんて言いやがった……ッ!?」

　しかし、相手の耳には全く聴こえていないようだった。

「へ？　クズヤローだよ？　オジサンのこと！　……違うの？」

　一いつ瞬しゆんにして、場は騒そう然ぜんとなる。

　周囲では「早く、謝れ！」とか「逃げろ！」という声が飛び交かい、ゼブマン村長は頭を抱えていた。

　ローガンの部下たちは携たずさえていた武器を取り出し、ミルフィナへと歩み寄ってくる。

　緊迫した空気が漂っていたが、ミルフィナの問いに対する俺の答えは決まっていた。

「ミルフィナの言う通りだ！　こいつはクズヤローで間違いない！」

　言った瞬しゆん間かん、ローガンの部下が武器の矛ほこ先さきをミルフィナから俺に変えた。

「ふふっ、気が合うじゃん、ウィッシュ。私も同じこと言おうとしてた！」

　リリウムが俺の隣にきて、胸の前で握り拳こぶしを作る。

「ウィッシュさん!?　リリウムさん!?　どうするんですか!?　私たち、このままだと本当に死罪になっちゃいますよ!?」

「大丈夫だよ、ノアお姉ちゃん。ワタシたち、な～んにも悪いことやってないもん。ね？　ウィッシュ兄♪」

「あ、ああ、そうだな」

　頷き返した俺だったが、脳内では、どうしようかと打開策を巡めぐらせていた。

　目の前には、「殺す、殺す……!!」と睨み付けてくるローガンと、命令に従い死し刑けいを執しつ行こうしようとする部下たちの姿。とても逃にげられる状況ではない。

「ノアとミルは逃げて。ここは私とウィッシュで食い止めるから！」

「そんな……無理ですよ！　私の足の早さでは逃げることはできません！　それに……お二人を置いて逃げるなんて、絶対にできません！」

「ワタシも！　なんか、ワタシのせいで大変なことになっちゃったみたいだしねー」

「気にすんな。どうせ、誰だれかが言おうとしてたことだ。それをミルフィナが先に言ってくれたんだ。むしろ、スッキリしたぜ！」

「そお？　なら良かったー！　……もぐもぐ」

　この状況でも残りの饅頭を食べ始めるミルフィナの胆たん力りよく……もとい食欲の旺おう盛せいさが凄すごい。

　しかし、このままでは全員殺される可能性が高い。余よ裕ゆうぶって構えている時間はない。

　なにか……なにか、この状況の突とつ破ぱ口こうはないか!?

　俺が頭の中で必死に作戦を考えていた、その時――

「ローガン様！　大変です！　ここから、すぐに逃げてください！」

　ローガンの部下と思おぼしき随ずい兵ひようが、切せつ迫ぱくした面おも持もちで場に飛び込んできた。

「うるさい！　今は、こいつらの処分が最優先だ!!」

「魔ま竜りゆうです！　魔竜がこの村の近くを彷徨うろついているんです！」

「……ま、魔竜だと!?　それは……まさか……!?」

「伝説の魔竜……フォルニスです！」

　ローガンは兵士の言葉を聞くと、顔を青ざめさせ足をガクガク震ふるわせ始めた。

　同時に、村人たちにも恐きよう怖ふが伝でん播ぱしていき……周囲は、一瞬にして先日の魔ま王おう軍ぐん侵しん攻こうの時のアストリオンのような混乱状態に陥おちいった。

「す、すぐに、領地に帰るぞ！　馬車を全速力で飛ばせぇ!!」

　ローガンは村から集めた物品が詰まった袋をその場に残し、一目散に馬車に乗り込む。

「お主らも早く避ひ難なん場所へ逃げるのじゃ！」

　村長が鬼き気き迫せまる様子で俺たちへ駆かけ寄ってきた。

「避難場所？」

　急展開した事態の変化に、未いまだ頭が付いていけていない。

「魔王軍や魔ま物ものに襲しゆう撃げきされた時用に村人が隠れる場所があるんです！　村から少し離れているので、私が案内します！　急いで！」

　目の前の窮きゆう地ちを脱だつしたと思ったら、それ以上の災難が襲おそいかかってきたということか。

「ウィッシュ、ここはノアの指示を聞いて逃げたほうが良さそうよ!?」

「あ、ああ……そうだな。しかし、魔竜フォルニスか……追憶の樹海フオルニウムの中に閉とじ込められているんじゃなかったのか!?」

「そのはずだけどぉ？」

「じゃあ、なんであそこに居るんだよ!?」

　村の入り口から遠ざかるようにして離はなれたローガンの馬車。その進路の先に、巨きよ大だいな竜りゆうが立ちはだかっていた。

　背中に生えた雄ゆう大だいな黒い羽、そして、鋼のような鱗うろこを持つ漆しつ黒こくのドラゴン――魔竜フォルニスから放たれる圧は、まるで堅けん牢ろうな要よう塞さいを目まの当たりにしているかのようだ。

「こんな近くに!?　ゼブマンさん！　すぐに逃げてください！　私たちもすぐに行きますから！」

「ノア……もうザッケン村は終わりじゃ……まさか追憶の樹海の守護者が、ここまで来ようとは…………ああ、それにしても、本当に言い伝え通りの姿じゃのう……」

　半ば感動するかのように魔竜フォルニスを眺ながめるゼブマン村長。その瞳には悠ゆう久きゆうの刻ときに対する畏い怖ふの念が宿っているように思えた。

「そんな……」

「いいや、ザッケン村だけではない。この世界の終わりじゃ。あの魔竜は人間世界を滅ほろぼす存在。神レピスの呪のろいなんじゃ……」

「違うよ！　お父様は封ふう印いんしてただけだもん！」

「……？」

「すみません、説明している時間はないようです。ミルフィナ！　俺の気持ち……希望は、お前にも伝わっているか？」

「うん！　なんか、さっきから熱い想いが流れてくるよ！　もぐもぐっ」

　まだ食べてる!?

「ウィッシュさん？　ミルちゃん!?　いったい、何を言って……」

「まさかウィッシュ、あの魔竜を倒そうってんじゃないわよね!?」

「その、まさかだ。得体の知れない俺たちを迎え入れてくれた村長さんとザッケン村、そしてノアにお礼を返すんだ。こんな早くに機会が巡って来るなんてラッキーじゃないか！」

　魔竜から圧力と恐怖を受けるが、俺が逃げるわけにはいかない。

　――俺には守るべき大切な仲間たちがいるから。

　それに、今の俺には戦える力がある。だったら、みんなを守るために戦うだけだ！

「さすがに無む謀ぼうすぎるわよ！　ミルもウィッシュに言ってあげてよ！」

「んー、正直、ワタシも無謀だなーって思う！　フォルニスは昨日の熊さんと比べても、遥はるかに強力な怪かい物ぶつだからねー。魔王軍で言ったら、それこそ魔王級だよ？　にひひっ」

　ミルフィナは、リリウムを見て悪戯いたずらっ子のように笑いかける。

「…………ッ!!」

　リリウムは視線を逸そらし、奥おく歯ばを噛かみ締しめた。自分の無力さを嘆なげいているのだろうか。

「とにかく、俺とミルフィナでフォルニスを食い止める！　みんなは避難場所へ逃げろ！　いいな!?」

　そう告げて、俺は魔竜のもとへと駆ける――

　その俺の背後からは、

「わ、私も微び力りよくながら、手伝います……ッ!!」

「見てなさいよ、ミル！　私の力を見せてあげるんだから！」

　ノアとリリウムが全速力で追いかけてきていた。

「お前ら……なんで……」

「仲間ですから！」「仲間だからよ！」

　二人は同時に力強い言葉で俺に応えた。

　仲間――言葉にするのは簡単だけど、その言葉の重みに見合うだけの関係を築けているパーティーは、果たしてどのくらい存在しているのだろう。

　……俺は本当に良い仲間と巡り合えた。

　俺たちパーティーは、結成してからの日数は浅い。

　しかし、仲間としての心の繋がりや信しん頼らい感は、熟練パーティーにも負けない自信がある！

「うわぁー、心強い！　みんなで、伝説の魔竜をやっつけよー！　そしたら、お昼ご飯♪」

　陽気に両手を広げて走るミルフィナ。その言葉には、不思議な安心感があった。

　そんな安らぎの声とは対照的に、前方からは死の恐怖に支配された人間たちの悲鳴が聴きこえてくる。

「ひゃあああ!?」

「も、もう終わりだぁ……！」

　その中でも飛びきりデカい叫さけび声ごえが轟とどろく。

「だ、誰か助けてくれええええええええ!!　金なら、いくらでも出すぞ!!」

　先さき程ほどまで俺たちの前でふんぞり返っていたローガンだ。馬車から飛び降りて逃げようとしたらしいが、どうやら腰こしを抜ぬかして立ち上がれないようだった。

「ほんと、ウィッシュもお人ひと好よしよね。自分を殺そうとしていた相手を助けに来るなんて」

「俺が助けるのはザッケン村の人たちだ。このオッサンはついでだ」

　俺とリリウムの声を聞いたローガンが、必死な形相で頼たのみ込んでくる。

「お、お前たち、さっきの!?　おい！　もし、オレを逃がせたら、さっきの罪は帳消しにしてやる！　だから、早く助けろ！」

　この期ごに及およんでも、偉そうな態度は変わらないようである。

「ギュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!」

　その時、魔竜フォルニスが前方で大きな口を開いて雄お叫たけびをあげた。

「ヒ、ヒイイイイイィィィ」

「確かにこいつは、とんでもない相手だな……ははっ」

「まさか、ここにきてビビってるわけじゃないでしょうね？」

「いや？　全然平気だ！」

　しかし、フォルニスと対たい峙じすると、その圧力が肌はだに……いや、精神に伝わってくる。

【ゴルドン】の２倍以上の大きさを誇ほこり、漆黒の羽を雄大にはためかせる姿は、とても人間の手に負えるような相手じゃない。冒ぼう険けん者しやギルドが指定する特定危険生物ランクなんかじゃ、計ることすらできないだろう。絶望的な相手だ。まさに、伝説上の生物。

　吐息ひとつで山々を吹ふき飛ばすような化物。普ふ通つうだったら絶対に勝てないだろう。

「ウィッシュ兄なら、できるよ！　ワタシたちが付いてるもん！」

　ミルフィナが言うと、リリウム、ノアが力強く頷いた。

「ああ！　そうだな！　じゃあ、みんなで力を合わせて……って言いたいところだけど、リリウムとノアは、ここで腰こし抜ぬかしている人たちを安全な場所まで運んでやってくれ！」

「でも、それだとウィッシュさんが……」

「ノア、今はウィッシュの指示に従って！」

「リ、リリウムさん……わ、わかりました」

　リリウムとノアは、俺の指示通りに貴族たちの介かい抱ほうに取りかかってくれた。

「ありがとう、二人とも」

「ウィッシュ……信じてるから……【ゴルドン】の時のように、奇き跡せきを起こして……」

「任せろ」

　俺は短く応え、馬車から離れた。




　落ちていた石をフォルニスに投げつけ、敵てき愾がい心しんを自分に向ける。

「ギュギュオオオオオオオオオン!!」

　フォルニスは雄叫びをあげ、魔竜の真しん紅くの瞳が俺を射い貫ぬいてきた。

　狙ねらい通り、完全に標的を俺へと絞しぼってくれたようだ。いいぞ、もっと怒おこれ！

　心の中でフォルニスを挑ちよう発はつしながら全力で走る。そして、俺に釣つられるように、フォルニスはその巨大な羽をビュンビュンはためかせて追ってきていた。

　羽の振しん動どうで周囲に強風が発生し、砂ぼこりが巻き上がる。

　生物の域を超こえた、自然の災害と向き合っている感覚がしてくる。

「…………ウィッシュ兄、ホントはビビってるでしょ？」

「あ、バレてた？」

　隣となりに付いてきていたミルフィナにツッコまれてしまった。

「まーね！　あんなの普通の人間じゃ絶対に倒たおせないからね。教会の加護を受けた勇者でも無理。でも……ワタシの加護を受けたウィッシュ兄なら戦えるよ！　なにより、仲間のことを大切に想っているウィッシュ兄なら大丈夫！　自分の力を信じて！」




　俺はノアの生きる意味になると決めた。

　リリウムとミルフィナが笑って暮らせる居場所を作ると決めた。

　そして、仲間に信じてもらった。

　俺も仲間に任せろと告げた。

　なら、やるしかない――

　絶対に逃げない。俺は、みんなの希望を生み出すんだ！




「ありがとう、ミルフィナ。俺はもうビビらねぇ！　みんなを守ってみせる！」

　能力が覚かく醒せいしてから挑いどむ初めての戦せん闘とう。

　前にリリウムに使用した時と同じようにやれば、フォルニス相手でも光は出るはず……。

　俺は集中力を最大限に高め、眼前の巨大生物を見つめた。

　――その瞬間。

　今にも襲いかかってきそうなフォルニスの動きが、突とつ如じよスローになった。

　心は落ち着いている。頭もクリアに働く。目の前の魔竜の動きだけが止まって見えた。

　そして…………フォルニスの左後ろの足、その踵かかと付近が小さく光った。

　本当に小さな小さな光。目を凝こらさなければ見逃してしまうほどの小さな光だ。

「あの光の名は、希望の光ウイツシング・ユー。ウィッシュ兄が希望を失わない限り輝きを放ち続ける、奇跡の光だよ！」

　希望の光――俺を絶望から希望へと導いてくれる光か？

　いいや違ちがう、俺が絶望から希望を生み出すための光だ！

「あの光を突ければ、【ゴルドン】みたいに一いち撃げきで倒せるのか？」

「相手はフォルニスだから一撃かどうかは分からないけど、致ち命めい傷しようにはなるはずだよ！」

「よし！　なら、あそこを――」

「待って!?　ウィッシュ兄、他に何か……頭に流ながれ込んでくるような感覚ない!?」

「ん……？　頭に？」

　停止した世界で、ゆっくりと、冷静に、感覚を研とぎ澄すませる。

　すると、ミルフィナの言う通り、何かが頭に流れてくる感覚を覚えた。

　光……？　いや、これは感覚そのものだ。情報という名の感覚――

「凄い！　これ、敵の情報だよ！」

「ああ……『感覚』で分かる。フォルニスは、尾おを右に振ふったら左足で攻こう撃げき、左に振ったら右足で攻撃してくる。そして、尾で弧こを描えがいた時、口から高熱量の吐息を吐はく……あいつの攻撃方法が手に取るように分かるぜ。それに……暑いのが苦手みたいだな」

　弱点だけじゃない。攻撃方法……攻こう略りやく手段まで分かってしまった。これが女め神がみの加護の力か。いや、俺が元々持っていた能力だっけ？　そもそも、なんで俺にこんな能力が？

　ミルフィナが食事を摂とることで成長した結果、俺の能力も進化したのかもしれない。

　どちらにせよ、今は目の前の脅きよう威いを打ち払はらうことに集中だ！

　デカい図ずう体たいや迫はく力りよくのある雄叫びに怯ひるむ必要はない。フォルニスを攻略するには、とにかく尻しつ尾ぽの動きを視みるんだ。

　俺はフォルニスの尾の動きに全神経を集中させた。

　一方、フォルニスは停止してしまったかのように、その場に鎮ちん座ざしている。

「フォルニス、なんか動きが鈍にぶいね……？」

　ミルフィナも敵への警戒感を強めている。

「鈍いというより、完全に動きが止まってないか？」

　俺の覚醒した能力のおかげで時間の流れがスローになったのかと思っていたが、それは違ったのかもしれない。どうやらフォルニス自身の問題で、動きが停止しているようだ。

　フォルニスは硬こう直ちよくから動き出す気配がない。このまま地面に根を生やし、巨大な大木として観光スポットにでもなりそうな状態である。

「ウィッシュ兄、これチャンスじゃない!?」

「そうなんだが……万が一、情報にない攻撃手段の前まえ触ぶれだったりしたら、対処できないぞ。俺たちに失敗は許されないんだ。できれば慎しん重ちようにいきたい」

「ウィッシュ兄の言うことも分かるんだけど……もしかしたらフォルニス、お父様の封印を抜け出してから、時間が経たってないんじゃないかな？」

「……ふむ。そういや、なんでフォルニスは封印を解除できたんだ？　永い間、ずっとレピス神によって樹海ごと封印されていたはずなのに……まさか、レピス神に何かあったとか!?」

　嫌いやな予感が脳のう裏りをよぎる。

「お父様は平気だよ、ワタシには分かる」

　しかし、ミルフィナが即そく、否定してくれた。

「じゃあ、なんで……」

「あの……えっとね？　そのぉ……たぶん、ワタシのせいかも……えへへっ」

「は？」

「昨日、追憶の樹海から脱だつ出しゆつする時、一時的に封印を解除したでしょ？　たぶん、あの時にフォルニスも森のどこからか抜け出しちゃったんだと思う！」

　衝しよう撃げきの事実である。でも、だとしたら……。

「ミルフィナじゃなくて俺のせいだ。俺が勝手に樹海に入り込んじまったからだ……そのせいで伝説の魔竜の封印が解かれた。レピシアに……こいつを放ったのは俺だ」

　その結果、ザッケン村の人たちにも恐怖を与あたえてしまった。

「そうだったとしても、今、フォルニスを倒せば、恐怖の根源を断たち切ることができるよ！　永い間、封印されていたせいで力が戻りきってないようだし！　今が絶好の機会だよ！」

　ミルフィナが俺の気持ちを奮い立たせてくる。

　ミルフィナの掛かけ声を合図に、俺はウエストバッグから愛用の伐ばつ採さい用ナイフを取り出す。

　そして、フォルニスの足元で光る、小さな勝ち筋に向けて走った。

「絶対にッ！　俺がここで食い止めるッッッ!!」

　魔竜の左後ろ足の踝くるぶし。俺の狙いは一点に絞られている。

　尾の動きも真紅の眼光も気にしない。ただ、小さな光を目指して疾しつ走そうする。

　拍ひよう子し抜ぬけするほど容易に、俺はフォルニスの後方へ回り込むことに成功した。

　目の前には小さな点のようにも見える光が在る。どんな強大な敵だろうが、そこを突つけば致命傷に至る光――俺みたいな弱者にとっては、まさに希望となる光だ。

　俺は【ゴルドン】の時と同じく、ナイフをその光へ刺さし込もうとしたのだが……。

「――ウィッシュ兄!?　どうしたの!?　はやく光を狙わないと、フォルニスが動き出しちゃうよ！」

　ナイフを強く握った俺の手は、フォルニスと同じように固まってしまっている。

「…………ッ」

　フォルニスの未知の攻撃を受けたわけではない。

　俺自身の気持ちのせいで、手を動かせないでいるだけだ。

「どうしちゃったの!?」

　死んでしまったかのように動かないフォルニス。その憐あわれな姿を目の当たりにした俺には、ある想おもいが湧わき上がり始めていた。

　魔ま界かいから人間世界レピシアに送おくり込こまれ、永きに亘わたり森の中で封印されていた魔竜。

　こいつは、一体どんな気持ちで刻を重ねていたのだろうか。

「――ダメだ」

「え……？」

「こいつのことを考えたら、攻撃できなくなっちまった……」

「なに言ってるのさ!?　ここで倒さないと、ザッケン村が……ううん、村長さんが言ってた通り、レピシア中が甚じん大だいな被ひ害がいを受けちゃう！　弱体化が解除されたら、もう誰にも止められない。そうなったら、ウィッシュ兄やリリィ、ノアお姉ちゃんだって……！」

「分かってる！」

「なら……」

「でも、よく考えたら、こいつだって俺たちと同じじゃないか！　魔界で魔ま族ぞくに隔かく離りされた挙げ句、レピシアに転送されて……そしたら、今度はレピス神にレピシアの樹海に封印されて、って……みんなから厄やつ介かい者もの扱あつかいだ。そんで、やっと解放されたと思ったら、身動きできないまま冴さえない商人に処分される。そんなの、可哀かわい想そうだ……」

　まるで道具のように扱あつかわれ、誰からも存在を祝福されない呪われた生物。

　世界に居場所がないのは、こいつも同じ……。

　臭くさいものに蓋ふたをしたのは、魔族も人間も一いつ緒しよなんだ。

「ウィッシュ兄は優やさしすぎるよ……戦うべき時は戦わない……と…………？」

　ミルフィナは俺を諭さとすつもりで言ったのだろう。しかし、言葉の最中に、自問自答するかのような口ぶりへと変わっていった。

「ミルフィナはレピシアを平和にしたいんだったよな？」

「……うん」

「人間と魔族が争わず、両者が手を取り合って築き上げる世界。俺も理想の世界だと思う。……でも、その理想の世界って、こいつを排はい除じよした上で成り立つもんなのか？　俺さ……誰かを……何かを追い出したり捨てたりした後の世界じゃ、笑って生きられそうにないや」

　俺はミルフィナに「ごめんな」と短く謝あやまって、ナイフをバッグに収めた。

「………………んーん、ウィッシュ兄の言う通りだぁ……。ワタシ、大事なこと忘れてた。これじゃあ、お父様と一緒だ……」

　ミルフィナは自分を責めるように言う。

　自分たちだけに都合の良い世界――自分にとって不要な存在や煩わずらわしい者たちを排除してできた社会なんて、俺の目指すものとは真逆の世界だ。

　フォルニスを放置しておくのは確かに危険を伴ともなうかもしれない。けれど、まずは対話できるかどうかを確かく認にんするところから始めなければならない。

　現状では、フォルニスの意志は全く分かっていないのだ。

「ミルフィナの想いは、加護の力を通じて俺にも流れてきている。だから気にすんな。そもそも、フォルニスが俺たちの意図を理解できるのかどうかも不明で――」

　その時。

　俺とミルフィナの結論を待っていたかのように、突とつ然ぜん、フォルニスが動き出した。

「えっ、な、なに？　もう封印の後こう遺い症しようが消えちゃったの!?」

「やっべぇ！　自分で選せん択たくした道だけど、やっぱり、怖こえぇもんは怖ぇな！」

　フォルニスの後方でビビり散らす俺とミルフィナ。そんな俺たちを嘲あざ笑わらうかのように、フォルニスは俊しゆん敏びんな動きで身体を捻ひねり、正面を向いて対峙してきた。

　そして――




「フフフ、フハハハハハハハッッッッ!!　まさか、こんな人間が存在しようとはな！」




　めちゃくちゃデカい高笑いを発し、俺たちに語りかけてきた。

「あれ!?　フォルニス、話せるのおぉぉ!?」

　ミルフィナも驚おどろいている。

「あぁ、話せるぜ！　オメーみてぇな、小っちぇえ神ヤローと話すのは初めてだけどな！」

「ヤロー……？　あぁ！　それって、男の人を指す言葉でしょ！　ワタシ、女の子！」

「あぁん？　オメー、女だったのか。まぁどっちでもいいわ！　オレ様が話してぇのは、そっちの人間だからな！　オメーも女か？」

　フォルニスは大きな顔を近づけて、俺を覗のぞき込んできた。

「俺おれは男だけど……」

「そっか、男か！　まぁどっちでもいいわ！　んで、オメーよぉ。さっき言ってたことは本当か？」

　図体に似合わない高い声で訊たずねてくるフォルニス。

「さっき？」

「ああ。オレ様を排除せずに、世界から誰も追い出したくないって言葉だ」

　フォルニスが神しん妙みような顔つきになっているのは、相手が魔竜といえど伝わってくる。

「本当だ。俺の本心に間ま違ちがいない。お前がどんなヤツで、何を考えているのか分からないのに排除するなんて、理り不ふ尽じんだからな。俺も同じような経験してるし……」

　自然と目の前の魔竜とコミュニケーションを取ってることに、なんだか不思議な感覚を覚える。さっきまで、あんなに恐きよう怖ふ心しんを抱いだいていたはずなのに。

「フハハハハハハッッッ!!　気に入ったぞ！　男！」

「俺の名前はウィッシュだ。商人、ウィッシュ！」

「ウィッシュか、そうかそうか！　オメーは強い！　なんたって、オレ様の古傷を一目で見み抜ぬきやがったからな！　オレ様の完敗だ。だから、オレ様の考えを教えてやろう」

　気のせいか、ニヤリと人間のような笑えみを浮うかべたような……。

「……ごくり」

　思わず、生なま唾つばを飲のみ込んでしまう。

「オレ様がウィッシュの仲間になってやる！」

「…………はぁあああああああああ!?」「なにそれえええええ！」

　俺とミルフィナ、同時に奇き声せいをあげた。

「フハハハハハッッッ!!　良い考えだろう！　オメー、レピスのヤローみたいな臭い匂においがするけど、それは我が慢まんしてやる。そこの女の力のせいだろうからな！」

「いやいや、待て待て!?　お前が仲間になってくれるのは嬉うれしいけど、さすがにザッケン村には入れられないぞ？　人間と争うとかの問題じゃなくて、身体のデカさ的な意味で」







[image: ]







「安心しろ。オレ様は、あの森の中に居てやる」

「へ？」

「あの森、この場所と違って涼すずしいからな！　昨日の夜、レピスの結界が消えたノリで、そのまま外に出ちまったけど、やっぱりオレ様はあの森が良い！　結界を解いたのも、どうせそこの女ヤローなんだろ？　また結界を解いて、オレ様を森の中に戻もどせ」

　たしか、暑いの苦手なんだっけ……。

「それはいいけど……ワタシはミルフィナ！　仲間になるなら名前を覚えてよね！」

　そうして、急きゆう遽きよ、俺たちは追憶の樹海フオルニウムへ向かうことに――




　暫しばしの間、俺とミルフィナはフォルニスの背に乗って、大空から大地を見下ろした。

　人の力を超こえた体験に心が踊おどる。

　フォルニスと直接触ふれ合ったことで、その心模様も気になってしまった。

「追憶の樹海フオルニウムで過ごすの、寂さびしくはないのか？　ただでさえ永い間、閉じ込められていたんだ。もし、俺たちに気を遣つかっているのなら、無む理り強じいはしないぞ」

「追憶の樹海フオルニウム？　……ああ、あの森の名前か！　別に寂しくはないぞ。オレ様、魔界から森にやってきて、そんなに経ってないしな！」

「えっ、そうなのか!?　だって、古いにしえの魔竜とか、伝説とか謂いわれてたから、すっげぇ昔のことだと思ってたわ。なんだ……最近の話だったのか」

「５００年前くらいじゃない？　ワタシが生まれる、ちょっと前って聞いてたから」

「おう、そんなもんだったかもしれん！」

　……俺の周りの時間感覚もスケールアップしていくようだ、ははっ。

「ふーん、そっか……それと、踵の古傷は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「おう、心配してくれんのか！　この傷に関しちゃ問題ねぇ。ウィッシュみてぇに見抜けるヤツぁそうそういねぇだろうし、今のオレ様は動けるからな！」

「それなら良かった。でも、そんな弱点になるような傷、いったい誰に？」

　魔竜フォルニス相手に傷を負わせるなんて、相手は化け物か？

「これは、この間、樹海に入ってきた人間の男にやられた傷だ。あいつぁ強かったなー。オレ様が自分の庭で負けるとは思わなかったぜ！　フハハハハッ！」

　この間!? 　レピシアに、そんな怪物みたいな人間がいるのかよ……勇者レヴァンか!?

　……いや、待てよ……この間っていうのは……さては、この間じゃないな!?

　きっと、何十年も前のことだろう。昔の勇者かもしれない。

「へ、へぇ……森では気を付けろよな……」

　そんな会話をしていると、あっという間に樹海に到とう着ちやくした。

　昨日は恐怖に感じた場所が、今では不思議と親しみを覚える。

「フォルニスぅ？　言っておくけど、さっきみたいに変な雄叫びをあげて、周りの生き物を怖がらせないでよねっ。森の治安が悪くなって、熊さんとかが狂きよう暴ぼう化かしちゃうから！」

「あれは不用意に近づかないようにっていう、オレ様なりの配はい慮りよだぜぇ？」

　そうだったのか……あの雄叫び、マジで怖かったんだが。

「森でも大人しくしてろよ？　それと、もし外に出たくなったら言ってくれ、協力するから」

「おう！　ウィッシュ、ありがとうよ！　まぁ、オメーらも、森の中に用がある時はオレ様を呼べ。案内してやるぜ！」

　フォルニスはそう言うと、機き嫌げん良さそうに尻尾を振って森の中へと消えていった。

　こうして、俺たちのパーティーに伝説の魔竜フォルニスが新たに加わった。

　生活空間も種族も身体の大きさも俺たちとは全然違うが、大事な仲間だ。近い内に、ノアとリリウムにも紹しよう介かいしようと心に決め、俺たちは追憶の樹海をあとにした。
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　ザッケン村の前に戻る頃ころには、辺りは夕ゆう陽ひのオレンジ色に染まっていた。

　村の入り口には、村長さんだけでなく避難していた住民たちも戻ってきており、俺とミルフィナは歓かん声せいとともに出で迎むかえられた。

「おぉ！　ウィッシュさんが帰ってきたぞ！」

「あんたは俺たちの命の恩人だ！」

　村人たちは口を揃そろえて、俺に喝かつ采さいを浴びせてくる。

「ウィッシュ兄すごーい！　なんだか、勇者さんみたいだね！」

　俺が状じよう況きようを飲み込めず、首を傾かしげていると、

「ノアたちから事の一部始終を聞いたんじゃよ。お主らがフォルニスを手て懐なずけ、空高く舞まい上がっていった、と。まさか、あの魔竜を従えてしまうとはのう……恐おそれ入ったわい」

　ゼブマン村長が説明してくれた。

「従えたというか……偶ぐう然ぜん、フォルニスと意見が合ったというだけで……ほんと、奇き跡せき的てきな出来事でした」

「いやいや、ウィッシュ殿どのが勇気を持ってフォルニスに挑んでくれたおかげじゃ。その結果、儂わしら村民は、こうして無事に生きておるのじゃ。本当に感謝しておる」

　村長さんは深々と頭を下げて言った。

「村と村人の方々に被害が無かったのは良かったです。役人に押おう収しゆうされた物品も取られずに済んだようですし。そういえば、あのローガンという男は、どこへ……？」

　辺りを見回して確認する。

　しかし、一度聞いたら忘れられないデカい声と不ふ遜そんな態度の男は、どこにも見当たらなかった。その代わりに、俺に向かって手を振る、ノアとリリウムの姿が目に飛び込んできた。

　どうやら、村人たちに説明を終えて戻ってきたらしい。

「ローガンなら、腰を抜かしたまま馬車に乗って逃げていきましたよ」

「私たちに、お礼の一言も言わないでね！　ああいうクズヤローは、どこの種族にもいるもんなのねっ。まったく……ぶつぶつ」

　恨うらみ節ぶしを滔とう々とうと垂れ流すリリウム。

　その感情の矛ほこ先さきは、ローガンではなく他の誰かのように思える……が、深くは聞かないでおこう。

「今後、フォルニスが村を襲ってくることは無いと保証できるけど、役人のほうは分からないからなぁ……強ごう欲よくな人間のが厄やつ介かいだ」

「ウィッシュさん、それについては安心してください。たぶん、ローガンがザッケン村に来ることは、今後ないと思います」

「どうして？」

「リリウ……リリィさんが釘くぎを刺してくれましたから」

　リリウムが？　……なんか嫌な予感がする。

「もし今度ザッケン村に来たら、フォルニスを従えたウィッシュが、お前たちの領地を滅ぼしに行くわよ！　って言ってやったわ！」

　リリウムが親指を立て、満面の笑みで答えた。

「って！　それじゃあ、完全に俺が悪の魔ま王おうみたいじゃんかぁああああ！」

　そりゃ、あいつらも、お礼なんか言わないで逃にげるわ……。

「ふぉっふぉっふぉ、ウィッシュ殿だけじゃなく、リリィさんも頼たよりになる女子おなごじゃ。まぁ、あいつらが持っていくのは、ガラクタと傷いたんだ食材くらいじゃったが」

「そうだったんですか？」

「偉えらい役人とは言っても、モノの目め利ききなど出来ぬし、食材の善よし悪あしの判別もできん。完成された食品しか目にしないじゃろうからな。品質も生産者の苦労も分からんのじゃ」

　村長さんの言葉は俺の心にも刺さった。自給自足のザッケン村で生活をしていくには、食材など、モノの情報を知らなければならない。俺も勉強する必要があるのだ。

　一人前の商人になるためにも必要な能力だろう。

「でも、ウィッシュさんのおかげで、あの方々の顔を見なくて済むようになり安心しました。ウィッシュさん、本当にありがとうございました」

「ノアの言う通りじゃ。村人として迎むかえ入れたその日に、こうやって村を救ってくれたことに改めて感謝する。見るがよい。村人たちも、お主らを新たな村人として歓かん迎げいしておるぞい」

　いつの間にか、俺は多くの住民たちに取り囲まれていた。

　辺り一面、ザッケン村の住民たちが全員集まって来ているような、お祭り騒さわぎである。

「ウィッシュさん！　これから宜よろしくな！」

「あんたがいてくれりゃ、魔王軍も怖くないぜ！　本当に助かった！」

　住民たちは俺を称しよう賛さんの眼まな差ざしで見つめ、次々に感謝の言葉を投なげ掛けてくる。

　――俺たちがザッケン村の一員になった瞬しゆん間かんだった。

　そう強く実感することができた。

　フォルニスの威いを借りて守るだけじゃない。俺たちは温かく迎え入れてくれた村人たちのためにも、明日から働いて村に貢こう献けんしていくんだ。




　住民たちと言葉を交かわし、気づけば陽が暮れる時刻に。

　家に戻る道中――

「一時はどうなることかと心配しましたが、ウィッシュさんが無事に戻ってきてくれて本当に安心しました」

　ノアが心底ホッとしたような表情で語りかけてくる。

「心配かけて悪かった……でも、こうして無傷でピンピンしてるからさ！」

「あら？　私は別に心配してなかったわよ？　だって、ウィッシュなら、やってくれるって信じてたから！」

　リリウムの信頼の言葉――仲間として俺の力を信じてくれている証あかしだ。

　村に戻った際、平然と出迎えてくれたリリウムの態度……俺は凄すごく嬉しかった。

　俺を信じてくれているからこそ、自然体で迎えてくれたんだ。

「うんうん！　ウィッシュ兄、凄いんだから！　えっへんっ」

「家に帰ったら、フォルニスとの一件について詳くわしく説明してもらうからね？」

　リリウムは俺とミルフィナを指差して言った。

　そうして、夕陽に照らされ、俺たち４人は自分たちの家へと帰宅した。
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「――と、いうことで、フォルニスが俺たちの仲間になった」

　家に戻り一段落した後、俺はノアとリリウムに事情を説明した。

「フォルニスが仲間に、ねぇ……」

「凄いことになりましたね……」

　最初、信じられないという面おも持もちで話を聞いていた二人。

　しかし、ノアとリリウムは俺の気持ちも汲くみ取ってくれ、最終的にはフォルニスの加入を喜んでくれた。

「でも、ウィッシュさんとミルちゃん、そんな繋つながりがあったんですね…………むぅ」

　話の最中、俺とミルフィナの関係と能力のことをノアに説明したのだが……。

　ノアが少し落ち込んでいるのは気のせいだろうか……。

「そうだよぉ！　ワタシとウィッシュ兄は運命の絆きずなで結ばれてるの！　ねっ！」

　ミルフィナが俺にウインクしてくる。

　その様子を見たノアは、なぜか小さな溜ため息いきを漏もらしていた。

　……謎なぞだ。




　翌朝。

　俺とリリウムとミルフィナの３人は、ザッケン村での一日の流れをノアに教えてもらっていた。昨日は完全に非日常的な一日だったので、今日が村人としての本当の第一歩だ。

「まず朝一にやることは、家か畜ちくへのエサやりと家畜小屋の清せい掃そうです。村の人たちで担当する家畜が決められているので、あとでお教えしますね。そして次に、田畑の様子を見に行きます。収しゆう穫かく時期の異なる作物を育てているので、それぞれの成長具合を確認して収穫していきます。午後は、菜園の土寄せや水やりを行い――」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、ノア……えっとさ……やること多くない？」

　田舎いなか村出身の俺でも驚くぐらいの重労働である。

「そうですか？　昨日、作業できなかった分もありますので、今日は倍の量がありますよ？」

「……へ、へぇ、そうなんだ……」

「なによウィッシュ、怖おじ気けづいたの？　だらしないわねぇ！」

　リリウムが両手を腰に当てながら言ってくる。やる気満々といった顔つきだ。

　めちゃくちゃ頼りになりそうな女である。魔王軍でも雑用などの業務をやってきたらしいし、たしか農作業も得意だって言っていたな。

　今日はリリウムにも色々と教えてもらいながら、俺も頑がん張ばろう！

「ウィッシュ兄～、リリィに負けず、いっぱい働こぉ～！　もぐもぐ」

「ああ、そうだな！　って、ミルフィナ、また何か食ってる!?」

「へ!?　こ、これは……そのぉ……」

　ノアが用意してあげたのかと思い、顔をチラリと見やる。

　ノアは顔を横に振っている。どうやら、今回は他のところから頂ちよう戴だいしてきたらしい。

「ミルフィナ、誰だれに頂いてきたんだ？　お礼を言いに行かないとだから、隠かくさずに教えてくれ。怒らないから」

「……うぅ、ホントに怒らない？」

　ミルフィナは指をモジモジさせながら上うわ目め遣づかいで訊ねてくる。

「ああ、正直に言えば怒らないさ」

「そこの袋ふくろに入ってた食べ物、こっそり抜ぬいてきちゃったっ。えへへっ！」

　悪びれもせず、ニッコリと笑うミルフィナ。

「なんだとぉ!?」

「ああああぁ～！　ウィッシュ兄、怒ったぁあああああ！」

「そりゃ怒るわ！　勝手に人様のモン、食べるとか……」

　親は、いったいどんな教育を……と思ったが、天から雷かみなりが落ちてきそうなので口を閉じた。

「だって村長さんが言ってたんだもんっ。あれは傷んでるから村の人は食べないって」

　ミルフィナが指差す袋――それは、昨日の貴族が残していった袋だった。

「まぁ、あれなら問題はない……のかな？」

「ええ、大丈夫ですよ。一晩放置されていたみたいですし、誰も文句は言わないでしょう。でも……ミルちゃん、お腹なかの具合は平気なのでしょうか……そちらのほうが心配です」

「……だな。ミルフィナ、なんともないのか？」

「え？　ワタシ？　大丈夫だよおおおお！　たぶん、ワタシのお腹は人間さんたちと違って丈じよう夫ぶに出来て……」

「ん？　どうした？」

　突然、ミルフィナがお腹を押さえて視線を泳がせ始めた。

「もしかして……食あたりになったんじゃ……」

　ノアが心配の声を掛けると同時に……ミルフィナのお腹が、ぎゅるぎゅると鳴り出す。

「うぅ～～～！　お腹痛いよぉおおおおおお！」

「大丈夫かよ!?　完全に人間と同じじゃんか！」

　ミルフィナはノアに連れられ、村で唯ゆい一いつの診しん療りよう所じよに運ばれていった。

　俺も急いで診療所へ向かおうとしたのだが、ふと、口数の少ないリリウムのことが気になったので様子を窺うかがってみると――

「うわぁぁぁぁああああん！　お、お腹痛いよおおおおおおおお！」

　ミルフィナと同じく腹を唸うならせ、叫さけんでいた。

「お前も食べてたのかよ!?」

　その後、ミルフィナとリリウムに軽い食あたりという診しん断だんが下され、一日安静が言い渡された。どうやら、今日も村人としての第一歩は踏ふみ出せないようだった。
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　リリウムとミルフィナの食あたり事件から数日が経過。

　俺たちはノアの指導のもと、順調に村仕事をこなしていた。

　とは言っても、まだ作業に慣れない俺たちは分業制で仕事に臨のぞんでいる。俺はノアと一緒に家畜の世話。ミルフィナは菜園で野菜の管理。そして、リリウムは農作業を担当している。

「はぁ～～～、今日も一日頑張ったわね！　みんな、お疲つかれさま！」

　ねじり鉢はち巻まきを頭に巻いたリリウムが労ねぎらってくる。

　この元魔王軍幹部様、完全に農民としての意識が芽生えているようだった。

「リリィちゃん、今日もお疲れ。また明日、手伝いにくるからね」

「これ、ウチの畑で育てた野菜。リリィちゃん、良かったら食べてちょうだいな。暑いと腐くさるのも早いから、今日の内に食べるんだよ」

「リリィ、今日の夜は蒸むし暑あつくなりそうだから、ちゃんと換かん気きしとけよー」

　リリウムと一緒に畑から帰ってきた村人たちが次々に挨あい拶さつしてくる。

「ミランダさん、今日もありがとぉ！　キシリアさん、いつも頂いてばかりで申し訳ないです。私も今度、畑のお手伝いに行きますね！　ガオマさんも体調崩くずさないように気をつけてくださいね！　みなさん、今日もありがとうございました！」

　リリウムが返すと、にこやかな表情を浮かべて村人たちは自分の家に帰っていった。

「相変わらず凄い慕したわれようだな……リリウム」

「リリィ、昔から村にいたような存在感だよねっ！」

「人付き合いが嫌きらいで有名な、あのガオマさんも心を開いているなんて……凄いです」

　リリウムは、いつの間にかザッケン村の住人たちと交流をし、みんなに好かれる存在となっていた。

「えへへ。良い人たちばかりよねっ。私、この村が本当に好き！　魔王軍にいた時は嫌なことばかりあったけど、今は毎日が充じゆう実じつしてて楽しいわ！」

　リリウムは、花がパァっと咲さいたように明るく笑う。

「…………リリウムさんが羨うらやましいです」

「へ？　私が？　なんで？」

「私は村に来てからも、そんなに幸せに感じることができませんでしたから……村の人たちとも、リリウムさんみたいに交流できませんでした……」

　リリウムとは対照的に、ノアの表情は花が萎しぼんでいくように儚はかなげだった。

「そんなことないぞ、ノア。この間、村長さんが言ってた。最近のノア、見み違ちがえるように明るくなったって。なにかキッカケがあれば変われるし、自然と変わるもんだ」

「村長さんが、そんなことを……」

「ああ。それに、幸せなら今から見つけても全然遅おそくはない！　なにより、俺たちも付いてるんだからさ。一緒に見つけようぜ！」

「ウィッシュさん……」

「そうよ、ノア！　一人で悩なやむのは、もう終わり。これからは仲間として、なんでも相談してちょうだい？　自分たちの幸せなんて、自分たちで掴つかみ取るもんなんだから！」

「自分たちで……掴み取る……」

　リリウムの言葉が心に響ひびいたのだろうか。ノアは口に出して反はん芻すうしていた。

「ノアお姉ちゃんは優しくて頼りになるしね！　一緒に幸せの場所、作っていこ！」

「みなさん……ありがとうございます。私も、みなさんと同じように前を向いて生きていこうと思います！」

　俺とリリウムとミルフィナの３人はノアの言葉を聞き、小さく微笑ほほえんだ。

　俺の幸せは既すでにココにある。目の前の幸せな光景を守るために俺は活動していくんだ。

　そう心に誓ちかっていた俺の瞳ひとみに、ノアの照れたような赤い顔が映った。

　俺のことを見ていたようだが……なにか、言いたいことでもあるのだろうか？

　仲間として相談してくれる時が来たら、その時に力になろう。

　俺は心の誓いを追加させた。




　夕食後。

「あぁ！　キシリアさんから頂いた野菜、まだ残ってるじゃん！　今日の内に食べないと、腐っちゃうわよ!?」

　リリウムが慌あわてるように言う。

「うぅ～～～、傷んだ食べ物……怖いよう……」

　食あたりの怖さを痛感したリリウムとミルフィナは、人間の俺以上に食の管理に気を遣うようになっていた。

「……あのさ、食材って何で腐るんだ？」

「はぁぁあああ!?　なに、いきなりアホな質問してきてんのよ!?　暑いからでしょ！」

　暑さのせいか、いつも以上にイライラしているリリウム。

「いや、それは分かってるんだけど、なんで暑くなると腐るんだよ。そもそもの原因を知らないのって、自給自足する上で問題じゃないか？」

「……ま、まぁ、確かにその通りね。ノアは分かるの？　原因」

「うーん、そうですね……私の元居た世界とレピシアの構造の違ちがいが分からないので正確には答えられないのですが……おそらく微び生せい物ぶつの影えい響きようはあると思います」

「「「ビセイブツ？」」」

　女め神がみのミルフィナでさえ知らない単語のようだ。

「はい。非常に小さな生き物です。視し認にんすることは不可能で、靴くつの下なんかにも付着しています。ですので、私は家の中で靴を脱ぬいで生活しているのですよ」

「でも、小さくても生物なんでしょ？　ウィッシュの能力でやっつけられるじゃないの？」

「リリィの言う通りだよ！　ウィッシュ兄の希望の光ウイツシング・ユーなら、敵の弱点も攻こう略りやく方法も全部わかっちゃうんだからっ」

「そ、それは凄いですねっ」

　３人の大きな期待の眼差しが一いつ斉せいに俺に向けられる。

「でも、この家には腐った食べ物がないからな……明日にでも、食材庫を見て試ためしてみるか」

「えっと……ビセイブツが住んでいそうな食材なら、ワタシ持ってるよ……」

「へ？　なんでミルフィナが？」

　俺が問いかけると、ミルフィナはバツが悪そうな顔をして、部屋の片かた隅すみに置いてあった謎の小こぶ袋くろから黒ずんだ物体を取り出してきた。

「こ、これは……茄な子す、でしょうか？　ところどころカビが生えていそうですが……」

「……ミル？　これをどこで？」

　ミルフィナはリリウムに問われると、視線を外し、無言で俯うつむいてしまった。

「ミルフィナ、怒おこらないから教えてくれ」

「この前の貴族さんの袋の中身、村長さんが処分するって言うから……ちょっとだけ貰もらってきたの。だ、だって！　勿もつ体たいなかったんだもん！　この子は、なんにも悪くないもん！」

「ミルフィナ……」

「なによ、ウィッシュ。ミルを叱しかりたいの？　だったら、私、ミルの側に付くわよ？」

　ふふふーん♪　と鼻を鳴らしてミルフィナの頭を撫なでるリリウム。

　俺も気持ちは同じだった。

「いや、ミルフィナは悪くない。茄子も悪くない。悪いのはビセイブツ……いや、この暑さかもしれないからな。だから、ちょっと茄子を貸してもらうぞ？」

「うん！　この子も、美お味いしい食べ物のためなら喜んで協力してくれるよ！」

　俺は差し出された茄子を受け取った。

　そして、黒ずんだ茄子を相手に、希望の光ウイツシング・ユーを発動させる。

「……お？　おぉ～、情報が出てきたぞ！　ビセイブツ……微生物か、確かにウジャウジャ繁はん殖しよくしてるっぽいな。それで、弱点は……塩と……冷気……か」

「冷気を使用するのは今のレピシアの環かん境きようでは難しいでしょうね……」

「塩ってのも無理だな。塩なんていう超ちよう高こう級きゆう品を使うなんて、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだ。冷気を生み出す水の魔ま素そだって、同じくらい貴重なものだし。打つ手なし……か」

　……いいや！　まだ、なにか手があるはずだ！　最後まで考えて結論を出そう！

「水の魔素かぁー、魔界には一いつ杯ぱいあったのになぁ～」

　水の魔素……魔界？

「ああああああああああ！」

「うるさっ！　いきなり、なんて大声出してんのよ!?」

「樹海だよ！　樹海！　追憶の樹海！」

「は？　なんで、いきなりビセイブツの話が樹海になるのよ？」

　リリウムだけじゃなく、ノアもミルフィナもポカンとした表情を浮かべている。

「追憶の樹海は魔ま界かいと繋がってるんだろ？　そして、その魔界には水の魔素がある。ってことは」

「なるほどぉ！　魔界から森の中に水の魔素が流ながれ込こんできているってことだね！　さっすが、ウィッシュ兄だぁ！　ワタシが選んだだけのことはあるっ！」

　ミルフィナに結論を先に言われてしまった……が、まぁいい。

「そういうことだ。水の魔素さえあれば、冷気を生み出せる。そして、冷気を加工して持ち出せれば、村の中でも微生物を退治することができるんじゃないか？　なにせ、俺たちには水の魔素のプロが仲間に居るんだぜ？」

　深淵なる銀氷アビス・アイスの二つ名を持ち、至高の氷雪系魔ま法ほうの使い手と謳うたわれている最強魔族――

「くふふふふっ……なるほど……どうやら、我わが魂たましいの奥おく底そこに眠ねむりし真の力を解放する刻が来たようね！」

「おぉ！　なんかリリィが魔族っぽーい！」

　ミルフィナと連動するように、ノアも「おぉ～」と感かん嘆たんの声をあげ、拍はく手しゆをしていた。

「……いやいや！　魔ま族ぞくっぽいって、なによ！　っぽい、とかないから！　私、魔族だからね!?　忘れてるかもしれないけどっ！」

　明日はリリウムの力が必要になる。ポンコツではないリリウム本来の力が。

　こうして微び生せい物ぶつ攻こう略りやくの算段が立ったところで、俺たちは明日に備え床とこについた。
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　翌日。

　俺たちは朝一番で追憶の樹海にやって来ていた。

「ウィッシュよぉ、本当にこんな弱っちいヤローたちが仲間だっていうのかよ」

「あぁーん!?　誰がヤローよ、誰が！」

　突つっ込むところ、そこぉ!?　弱いって言われることに慣れちゃってるのかな……。

　フォルニスに樹海のことを訊きこうと思ったのだが、さっそくリリウムと衝しよう突とつしてしまっていた。協力してもらわなきゃならないんだが、大丈夫かな……こいつら相あい性しよう悪そう……。

「フォルニス、この二人は俺の大事な仲間だ。信しん頼らいできる存在だから安心してくれ。あと、二人とも女性だ」

「女ぁ？　本当かよ!?」

　お前も驚くところ、そこかよ!?

「…………」

　なんか、ノアが落ち込んじゃってるし！

「まぁ、そこの煩うるさい魔族からは、確かに謎の圧力を感じる。でも、人間の女のほうは何の力もねぇだろ。ウィッシュに言われなきゃ、そこに存在することすら認にん識しきできねぇレベルだ！」

　フォルニスにノアを馬鹿にされた直後。俺とリリウムとミルフィナの３人が、否定しようと同時に口を開ける。

　しかし、俺たちが声を発するよりも前に――




「わ、私にだって、できることは……あります……ッ！」




　真っ先に、ノア自身が自分の意見をフォルニスにぶつけた。

　思いがけないノアの反応に、俺は面食らってしまう。

　自分には何もない、自分には何もできないと話していた少女が、伝説の魔ま竜りゆう相手に言い放ったのだ。驚おどろきの後、俺は自然と笑みが零こぼれてしまう。

「……フフッ、フハハハハハハハッッッ!!　なんだ、この女！　矮わい小しような存在のくせに、このオレ様に反はん抗こうしてきやがった！　フハハハハハッッッ!!」

　フォルニスも笑っていた。大層機嫌良さそうに。

「わかっただろ？　これが俺の自じ慢まんの仲間だ！　もちろん、お前もだぞ、フォルニス！」

「ああ、わかった。さっきのオレ様の発言は撤てつ回かいする。仲間として認めるぜ！　んでよ、今日ここに来た目的は何だ？　まさか、この二人を紹介しに来たってわけじゃあるまい」

「フォルニスが森の中で悪さしてないか、確かく認にんしに来たんだよぉ～！」

「んだとぉ！　そんなことしてねぇわ！」

「まぁまぁ、冗じよう談だんだから落ち着いてくれ。実はフォルニスにお願いしたいことがあるんだ」

「ああ？　なんだ？」

「案内を頼たのみたいんだ。この樹海の中で一番寒いと感じる場所に連れていってほしい」

「なんだ、そんなことかよ！　それなら、こっちだ。乗せてってやるから、早く乗れ」

　そう言って、フォルニスは俺たちが乗りやすいように身を屈かがめた。

　そして、俺たちはフォルニスに乗り、空高く舞い上がった。

「ノア、やっぱり変わったよな」

　大空を飛行中、興奮して騒ぐリリウムとミルフィナをよそに俺おれはノアに語りかけてみた。

「えっ。私が、ですか？」

「うん。この間も言ったけど、前向きになったよ。自分のことを信じられるようになったというか……なんか、ノアから強い意志を感じるようになった」

「……そ、それは……ウィッシュさん、リリウムさん、ミルちゃんのおかげですよ。人生を諦あきらめていた私を、ウィッシュさんたちが救い出してくれたんです」

「……うん」

「私を見つけて頂き……本当に、ありがとうございます……ッ」

　空を翔かけるフォルニスの背で、ノアは俺の手に自分の掌てのひらを重ねてきた。

「俺もノアと出会えて本当に良かった。ノアは、かけがえのない大切な仲間だ」

　仲間――

　これまで、ずっと俺の中で意識してきた言葉だ。でも、ノアのことを想おもって、ノアに向かって言葉に発した時、心が締しめ付けられる妙みような感覚を覚えた。同時に感じる心臓の高鳴りは、ノアに対して仲間以上の気持ちを抱いだいている証だろうか。

「ウィッシュさん……私もウィッシュさんのこと――」

　ノアの言葉は風の音に掻かき消されてしまい、最後まで聴きき届けることができなかった。

　ただ、その表情からは強い信頼の気持ちが伝わってくる。

　そして、ノアは重ねていた掌を俺の手に合わせ、優やさしく握にぎりしめてきた。

　ノアの温ぬくもりが掌を伝い、俺に流れてくるのを感じる。

　俺は、この小さな掌を、この勇気ある少女の笑え顔がおを、永遠に守っていきたいと強く思った。




　暫しばらくして――フォルニスが目的の場所へと降り立った。

　俺たち４人は、ゆっくりフォルニスの背中から降り、周辺の様子を確認する。

「さ、さむぅ！」

　到着後の第一声は、俺の情けない声だった。

「こ、これは、確かに寒いですね……レピシアで感じたことのない寒気です」

　シンッと静まり返った樹海の中。肌はだを突き刺さすような凍いてつく冷気が襲おそってくる。

「…………ガクガクガクガクガクガクッ」

　ミルフィナは全身を震ふるわせて、声にならない声をあげている。

　どうやら、女神様は寒いのが苦手なようだ。

「おいおい、なんだぁ？　寒い場所に連れていけっていうから来たのによぉー。オメーら、随ずい分ぶん軟なん弱じやくな身体してんじゃねぇか！」

　さすがは伝説の魔ま竜りゆう。寒さを物ともしていない様子だ。

「…………」

　冷静な表情で周囲を見み渡わたすリリウム。こちらも、さすがの落ち着きぶりである。やはり至高の氷雪系魔ま術じゆつ師しの力は本物だ。

　今日は間ま違ちがいなくやってくれる、俺は確信した。

「リリウム、この場所で冷気を加工できそうか？」

「…………」

　リリウムは俺の問いに答えず、険しい表情を浮うかべている。

「……ダメ、なのか？」

　再び俺が問いかけると、




「っくしゅん！　うぅぅ～～～!!　ざむいぃぃ～～、なにごれええええっぇぇっ!!」




　リリウムは全身を小刻みに震わせて叫び出した。

「お、おいっ、リリウム!?　お前、氷雪系魔法が得意なんだよな!?　なんで寒がってるの!?」

　むしろ、俺以上に死にそうな顔をしており、鼻からは鼻水が垂れている。

「寒いからに決まってるでしょ！　私はね、寒いのが大の苦手なのよ！」

　リリウムは鼻水をすすりながら文句を言ってくる。

「マ、マジかよおおおおおお!?　氷雪系魔法の使い手なのに寒いの苦手なのかよ!?」

　な、なんて奴やつだ……！

「リリウムさん、ミルちゃんと一いつ緒しよに身体を寄せ合って暖めましょう！　風邪かぜを引いたら大変ですっ」

「ありがとう、ノア。でも、大だい丈じよう夫ぶ！　わ、私がやらないとだから！　っくしゅん！」

「おいおい、何をするつもりか知らねぇけど、ひ弱な身体で無理するんじゃねぇぞ。オメーらが倒たおれても、オレ様じゃ治ち療りようできねぇからな!?」

「大丈夫だ……たぶん。さっきも言ったろ？　俺の仲間は信頼できる……と思う、って」

　いや、本当に大丈夫か!?　肉嫌いの肉屋が作った肉料理なんか、全然信頼できんぞ!?

「こんのぉアホ商人！　今、このリリウム様の力を疑ってるわねぇ!?　見てなさいよッ！　ハアアアアァァァ――」

　リリウムは両手を前に突き出し、唸り声ごえをあげ始める。

　俺とノアは二人でミルフィナを包つつみ込みながら息を呑のむ。

「……す、凄い圧力を感じます……私にも魔ま力りよくの強さが伝わってきますよ……ッ！」




　――それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　周囲の水の魔素が輪りん郭かくを顕あらわにしたと思ったら、その直後には一点に集束。

　瞬まばたきの間のことで、俺には何が起きたのか分からなかった。

　ただ、一つだけ確かなことがある。

　それは、今のリリウムが俺の知っているリリウムではない、ということだ。

　瞬しゆん間かん的てきな恐きよう怖ふのためか、俺は無意識の内にリリウムに対し、希望の光ウイツシング・ユーを発動させていた。

　その結果――

　弱点なし。

　髪かみ色いろが白銀になった瞬間、攻こう撃げき対象に死が訪おとずれる。攻こう撃げき威い力りよくは極大、防ぼう御ぎよ能力は鉄てつ壁ぺき、現在の俺では逃とう亡ぼうすることも不可能、という情報が頭に流れてきた。

　希望の光なし……まさに絶望的な相手。それが今のリリウムだった。

「ヨオォォォッシ！　リリウム様特製の氷が完成したわよおおぉ！」

　そんな俺の感情など露つゆ知らずといった様子で、リリウムが右手を空に掲かかげる。

　その手には、小さな球のような物体が握られていた。

「……で、できたのか」

「ええ！　久しぶりに水の魔素に触ふれられて、興奮しちゃったわぁ！　……って、ウィッシュ、なに震えてんのよ？　もう寒くないでしょ」

「えっ、ああ……そう、だな」

　リリウムが水の魔素を根こそぎ集めたことで、周辺の冷気は完全に消失していた。

「なんてこったぁ！　オレ様のお気に入りの寝ね床どこが消えちまったぞおおぉ！」

　フォルニスの悲痛な叫び声が樹海に響き渡わたる。

　俺が震えていた理由……それは話さないでおこう。きっと、リリウムを傷つける。

「うわあぁ！　やっと、動けるよぅ……！」

　ミルフィナも無事に復活。

　その後、俺たちは再びフォルニスの背に乗り、樹海の出口まで送ってもらった。




　フォルニスと一時の別れの挨拶を交わした後――

「ありゃあ、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だな」

　フォルニスが俺に向けて呟つぶやくように言った。

「……魔王軍の元幹部だからな。言ったろ、信頼できる仲間だって」

「魔王軍の元幹部だぁ？　そんなわけねぇだろ」

「まぁ、普ふ段だんのリリウムを見てると信じられないだろうけどな」

「いや、そうじゃねぇよ。あの力は幹部どころか…………いやぁ、なんでもねぇ。それよりも、ウィッシュ、オメーの言葉のほうが信用できねぇぞ？」

「どういうことだ？」

「本当に、あの魔族女のこと信頼してんのか？　さっき、あの女に対して恐怖感を抱いてたろ。もし敵になったら自分に止められるだろうか、とか考えてたんじゃねぇのか？」

　――図星だった。

「…………あいつは味方だ。争うようなことは絶対にない」

「ふーん？　ならいいけどよ」

　リリウムは俺たちの大切な仲間だ。敵対する状じよう況きようになるはずがない。

　人間と魔族――種族なんて関係ない。

　俺は、リリウムがリリウムだから信頼しているんだ。

「フォルニス、今日はありがとうな。また、遊びに来るから」

「おう！　オメーらなら、いつでも歓かん迎げいしてやるぜ。樹海の中には、まだまだ楽しめるところがあるからな！　湖だってあるんだぜ？　ウィッシュが気になってる、あの女と一緒に泳ぎに来いよ！」

「ん!?　あの女!?」

　フォルニスは「フハハハハハッ!!」という高笑いをあげて、森の中へ帰っていった。




　あの女って、どの女だよおおおおお!?




　村に戻もどる道中、俺はフォルニスの謎の発言が頭から離はなれなかった。
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「ダメダメ！　そんなの絶対に却きやつ下かだ！」

「はぁ!?　なによ、ウィッシュ。私に喧けん嘩か売ろうっての？」

「あぁ！　いくらでも売ってやるから、高く買えよな！」

　帰宅後、俺とリリウムは早さつ速そく争っていた。

　俺たちはリリウム特製氷を間に挟はさみ、部屋の中で睨にらみ合う。完全に敵対状態である。

「まぁまぁ……二人とも落ち着いてください。そんなに熱くなると、折せつ角かくの氷が溶とけちゃいますよ？」

　室内には冷気が満ち溢あふれており、肌はだ寒さむさを感じる一方、俺の心は熱を帯びていた。

「ワタシは別に何でもいーよっ。食べ物を美味しく頂けるなら、何でもいい♪」

「いーえ！　これは大事なことなの！　これから、このゲリポンヌちゃんを村の人たちに使ってもらうためには、親しみやすい可愛かわいい名前ってのが重要になるのよ！」

「だ・か・ら！　それ、全然親しみやすくもないし、可愛くもないんだって！」

　俺とリリウムは、微生物攻略の救世主として期待される特製氷の名前で揉もめていた。

　なんだよ、ゲリポンヌって……なんか飯がマズくなりそうな名前だわ……。

「可愛いですぅ！　めちゃくちゃ可愛いですぅ！」

　どうやら、魔族と人間でネーミングに対する感想が全然異なるみたいだな。

「あぁ、もう分かった。間を取って、ノアが決めてくれ！」

「えっ!?　わ、私ですか!?　うぅーん、氷、自然……ですから、そうですねぇ…………自然冷れい媒ばい循じゆん環かん型がた冷れい却きやく装置、というのはどうでしょう？」

「「分かりにくっ!!」」

　ここにきて俺とリリウムの意見が合った。

　その後、３人で話し合った結果……。結局、名前なし、ということになった。

　無骨な氷の見た目を綺き麗れいな花の形にはできないでしょうか？　というノアの提案を聞いたリリウムが、ノアの指示通りに氷の形状を変化させたからである。

「……これ、見たことない花だな。なんて花なんだ？」

「百ゆ合り、という名前の花です。私が好きだった花なんですよ」

　今ではもう見ることのできない、異世界の花。

　ノアは、その花に郷きよう愁しゆうを感じているようだった。

「私、この花好きだなぁ！」

　白く輝かがやく氷の花。

　俺たちの世界に新たに芽め吹ぶいた命。

　その花びらは綺麗に咲き誇ほこっていた。
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　俺たちが氷を作ってから数日が経過――

　俺は村の食材庫に置かれた一輪の氷の花を見つめていた。

　そのまま放置すれば一日で溶けてしまう氷の花。

　しかし、一日経過する前に、リリウムが氷の中の水の魔素を活性化させれば、氷の状態を保持できるらしい。まさに溶けない氷である。

　普ふ通つうの魔術師では到とう底てい不可能だ。特化型魔術師だからこそ起こせる奇き跡せきの術――

　食材庫に置いてある氷の花は、今でも枯かれずに咲いている。

　リリウムが、魔素の活性化という水やりを欠かさずに行ってくれているからだ。

「ウィッシュさん、本当にありがとう！　一昨日、収しゆう穫かくした野菜が、新しん鮮せんなままの状態で保管されていたよ。今までだったら考えられないことさ！」

　食材庫に入れていた野菜を取り出しに来た村人に声をかけられる。

　こうして、お礼を言われるのは何度目だろう。

「おぉ、これはこれはウィッシュ殿どの。今日もレイゾウコは大だい活かつ躍やくじゃのぉ！　ふぉっふぉっふぉっふぉ。まさに、奇跡の花じゃよ。あの氷の花は」

　村人と一緒に入って来た村長さんにも感謝される。

　レイゾウコというのは、ノアが付けた食材庫の新たな呼び名だ。

「俺だけの力で作ったわけじゃありませんから。というか、作ったのも管理しているのもリリィですからね。あいつを褒ほめてやってください」

「ふぉっふぉっふぉ、そうじゃったか。まぁ、とにかくウィッシュ殿がザッケン村に来てから、儂わしらは世話になりっぱなしじゃ。フォルニスやローガンから村を守ってくれたり、こうして生活の利便性まで向上させてくれた。本当に感謝しておる」

　深々と頭を下げるゼブマン村長。

　――みんながいたから、今がある。こうして前に進めているんだ。

　ノアの知識を参考に俺が計画を練り、フォルニスの協力のもとリリウムが実行する。

　そして、ミルフィナが美味しい食べ物を幸せそうに頬ほお張ばる。

　この仲間たちとの日常を守るために、俺は明日も活動していくんだ。










六章　希望の光







　俺たちがレイゾウコを作ってから１か月が経たった、ある日のこと。

「俺が、この村の新しいリーダー!?」

　村長が俺たちに話があるということで、朝一番で村長宅にやって来たのだが……。

「そうじゃ。村のみんなと話し合った結果、お主が新たな村長……リーダーに相応ふさわしいという結論に至ったのじゃ。まぁ、当然じゃろうな。ふぉっふぉっふぉっふぉ」

　上じよう機き嫌げんに笑うゼブマン村長は、とても嬉うれしそうだ。

「村長さん、ちょっと待ってください。なぜ、ウィッシュがリーダーに!?　というよりも、なんでゼブマンさんが村長を降りるのですか？」

　俺に代わってリリウムが質問してくれた。

「儂も歳としじゃからのう。実は、お主たちが村に来る以前から、次の村長を誰だれにするか話し合っていたんじゃよ。そこへ、ウィッシュ殿という素す晴ばらしい人物が現れたのじゃ。若くて逞たくましい、みなを導いてくれる青年がな」

　村長が言うと、その場にいた村人たちから一斉に拍手があがる。

　村長の言う通り、村の人たちの総意ということなのだろう。肝かん心じんの俺は頭が追い付いていないのだが……。

「お気持ちは分かりましたが、急すぎて……すぐにはお答えできそうにありません。それに、まだ村に来てから日が経っていない身ですので、リーダーに相応しいかどうかも……」

「なーに、そんなこと気にせんでええ！　元々、はぐれ者の集まりなんじゃ。古いしきたりや繋つながり、伝統なんかありゃせんから自由にやってもらえばええんじゃ。実際、儂なんか、なーんも、考えずに好き勝手やっとったわい」

「は、はぁ……まぁ一応、検討して――」

「うん！　わかったよ、お爺じいちゃん！　ウィッシュ兄がリーダーやる！」

　俺が言葉を濁にごして結論を先送りにしようとした矢先。

　ミルフィナが了りよう承しようしてしまった。

「おぉ！　そうかそうか！　引き受けてくれるかっ！　これで安心して隠いん居きよできるわいっ」

　村人たちからも歓かん喜きの声があがる。

「お、おいいいい!?　なんでミルフィナが答えてんだよぉおおお!?」

「へ？　なんで？　ウィッシュ兄、リーダーやるでしょ？　似合ってるもん！」

「似合うとか似合わないとかじゃないの！　器うつわとか経験とか人望とかが必要なの！」

　次に、またしても予期しない人物から意見があがる。

「私もミルちゃんと同じく、ウィッシュさんのリーダーに賛成です。経験や知識も必要かもしれませんが、なによりも人望……人となりが大事だと思いますので。ウィッシュさんは、誰よりも村のみなさんから信頼されています。も、もちろん、私も……」

「……ノア……そんな風に思っていてくれてたのか」

　村人たち以上に、俺への信頼が厚そうなノアの言葉だった。

「よぉし、そういうことなら任せてください！　これから、この村を引っ張っていきますから！　雑用、工事、農作業、なんでもやりますよおおぉぉ！」

　もちろん俺の言葉ではない。

　最近、ちょっと有能さが出てきたと思ったら、やっぱりポンコツのままの女魔族リリウムが、自分がリーダーになったと言わんばかりに張り切っていた。

　そうして結局、仲間の後あと押おしもあり、俺が村のリーダーに就任することとなった。

「あぁ、そうじゃった。さっき、しきたりや伝統はないと言ったんじゃが、一つだけあったわい。この村では、リーダーになった人物が村の名前を新たに決めるんじゃ。今のザッケン村というのも儂が付けたもんなんじゃよ。ということで、良い名前を期待しておるぞ？」

　帰かえり際ぎわに、村長……いや、前村長から重い難題を託たくされてしまった。

　……また、名前か。

　リリウムにだけは相談しないでおこう。俺は、そう心に決めた。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　家に帰る途と中ちゆう、俺はレイゾウコに寄ってリリウムの水やりを見物していた。

　同時に、レイゾウコ内の食材が冷温管理されているかの確認も行う。

　これはリーダーとしての役目というよりも、作った一員としての責任だ。

「…………んー」

　食材が積まれた倉庫内を見渡していると、ある願望が湧わき出してくる。

「ウィッシュさん、どうしました？　体調が優すぐれないのでしょうか？」

「きっと、村の新しい名前を考えてるんだよ！　っと、ここ寒いから、ワタシは外で待ってるねぇー、もぐもぐっ」

「え？　なになに？　名前がどうしたの？　私が村の名前を決めちゃっていいの!?」

　俺が考かんがえ込んでいると、３人から同時に声が掛かかった。

　心配そうに訊たずねてくるノアは、やっぱり優しい。

　ミルフィナは……まーた、なんか食ってやがるな。まぁ、ミルフィナはミルフィナで成長してるみたいだけど。

　その一方、リリウムの発言には心臓が止まりかけてしまう。絶対に、リリウムにだけは名前を任せてはいけない。

「違う違う、名前じゃない。それについては、ゆっくり考えていこうと思ってる。今、悩なやんでいたのは、このレイゾウコのことだよ」

「ん？　なにか問題でもあった？　私、ちゃんと毎日来て、水の魔素ちゃんたちを活性化させてるわよ？」

「ああ、ここは全然問題ないよ。ただ……レピシアに暮らす多くの人たちは、今も食材の保管に悩まされているんだよな、って考えてた。大都市のアストリオンの人々でさえも」

「そうですね……廃はい棄きされる食料がある一方で、飢うえに苦しむ人々も大勢いますし……。アストリオンでは侮ぶ蔑べつや嘲ちよう笑しようを向けられましたが、手を差し伸のべてくれる方は誰もいませんでしたから……。いえ、悲しむばかりで、何もしていないのは今の私も同じですね……」

　レピシアに召しよう喚かんされた頃ころを思い出していたのだろうか。ノアの表情が少し翳かげっていた。

「でもさー、そんな大きな問題、私たちじゃ何もできないでしょ。ノアだけじゃなくて、誰にだって解決できないわよ」

「少なくとも、この村では解決できたわけだろ？　このレイゾウコの仕組みを世に広げることができたら、世界中の人々を助けられそうじゃないか？」

　そうなれば、飢えや貧ひん困こんに苦しむ人々を少しは救えるんじゃないだろうか。

「仕組みって言っても、ただ室内を冷やしてるだけよ？　しかも、この仕組みだと、私が毎日魔素の確認に行かなきゃならないのよ？　世界中の都市を回るなんて不可能でーっす」

「そこが問題なんだよなー。このシステムの欠点である、魔素の活性化作業を省略できるようになれば、世界レピシアに普ふ及きゆうできそうなんだが……。そもそも、魔素が自然消しよう滅めつしてしまうのは何な故ぜなんだ？」

「周囲の熱……つまり暑さに、やられちゃうのよ。氷の中に水の魔素が凝ぎよう縮しゆくされてるって言っても、その量は外の火の魔素に比べると少ないの。食材庫の外がい壁へきに吸収された熱が部屋の内側に放出されてくるんだけど、そっちは無限湧きみたいなもんだからね」

　日々、火の魔素の攻撃を受け続ける水の魔素だが、リリウムが毎日応おう援えんすることによって力が回復しているということか。すっごい重労働させられてるんだな、水の魔素。

「ってことは、外壁から室内に熱が来ないよう、遮しや断だんしちゃえばいいんじゃね？」

「簡単に言うな、アホ商人。そんな技術があったら、とっくに世界に浸しん透とうしてるわよっ」

　それもそうか。

「スチロール樹じゆ脂しでもあればいいんですけどね」

「……ん？　なにそれ」

　レイゾウコに続き、聞きなれない言葉がノアの口から出た。

「あっ、ごめんなさい。私の元居た世界では、断熱材というウィッシュさんの仰おつしやるような技術……というか素材があったんです」

「おぉ！　それは凄すごいな！　お茶みたいに、こっちで再現することはできないのか？」

「化学の力が必要になるので、レピシアでの再現は難しいと思います」

　よく分からないけど、ノアが言うなら無理なんだろうな。

「そっか……現状、特に解決策は見つけられそうにないってことか」

　レイゾウコ普及計画は、ひとまず断念せざるを得ないようだ。

「にしても、なんで人助けに拘こだわるのよ。ミルの加護が原因？」

「加護は関係ないって。ほら、情けは人の為ためならず、っていうだろ？」

「は？　全然聞いたことないわよ!?」

「人に情けを掛けておけば、巡めぐり巡って自分に良い報むくいが返ってくるって意味さ」

「ああ、平民重宝すれば大幹部、ってやつね。昔から魔ま王おう軍で言われてたわー」

「いや！　そっちのが全然聞いたことないからな!?　って、前にもこんなことが……」

　なんとなく、ノアの反応を確かめてしまう。

「…………なんだか懐なつかしい言葉です、ふふっ。でも、ウィッシュさんは素す直なおじゃありませんね。本当は困ってる人を助けたいという想いが一番なのでしょう？」

「うっ、いやぁ、その……」

「いーえ、このアホ商人は腐くさっても商人よっ。きっと、一ひと儲もうけを企たくらんでるのよ！　そして、私たちにブルベア肉を振ふる舞まってくれようとしてるんだわぁ！」

　儲けは考えるが、ブルベア肉の件は考えてない。全然、これっぽっちも。

　そんな話をしながら、俺はミルフィナの待つ外へ出ようとしたのだが、

「……リリウムさん、ちょっと相談したいことがあるのですが」

「えっ、なになに!?　ノアが？　めっずらしいぃ！　私が力になれることなら、なんでも言って！　ノアには毎日美お味いしい料理を作ってもらってるからねっ。恩返しするよ！」

「あっ、リリウムさんっ、声が大きいです……ッ」

「んー？　ノア、なんか悩んでるのか？　俺も話を聞くぞ？」

「い、いいえっ！　だ、だいじょうぶです！　ぜ、ぜんぜんっ、まったく、悩んでません！」

　ノアは不自然に両手を振り回し始めた。

　なにやら、顔を赤らめているのが気になる。

「へ？　相談事があるんじゃなかったの？　はてぇ？」

　リリウムは顎あごに人指し指を乗せて首を傾かしげている。

「リ、リリウムさん!?　同じ女性なら、察してくださいよぉおおおお」

　男の俺は全く意味が分からず、結局、何も聞かずに外へ出た。

　室内に残された二人が何を話していたのかは、帰宅してからも教えてくれなかった。

　ただ、「パーティーの今後に関わる重大なことよ！」というリリウムの発言と、「プライバシーに触れることですので……お話……できませんっ！」というノアの言葉があっただけだった。仲間にもプライバシーはあるということである。

　俺は学びを得た…………いや、っていうか、重大なことなら話してくれよぉ！




　その日の夜――

　就しゆう寝しん中、リリウムの大きな寝ね言ごとで目を覚ました俺は、ある異変に気がついた。

「……ノア？」

　いつも俺の隣となりで静かに寝ねているノアの姿が見当たらない。

　日中のノアの態度に不自然さを感じたこともあり、俺はノアを捜さがすために家の外へ出る。

　村人たちは全員寝ている時刻であり、外は物音一つ聴こえない静せい寂じやくが漂ただよっていた。

　そんな中、広場の噴ふん水すいの縁ふちに腰こし掛かけるノアの姿が目に飛び込こんできた。

「…………あ、ウィッシュさん。どうしたんですか？　こんな夜よ更ふけに」

「目が覚めたらノアがいなかったからさ。心配になって捜しに来たんだよ」

「そうだったんですか…………すみません、ちょっと夜風に当たりたくなって……」

　ノアは申し訳なさそうに謝あやまる。

「なにか悩み事ごとか？」

　昼間は教えてくれなかった胸の裡うち。今だったら話してくれるかもしれない。

　俺はノアの隣に座すわって、訊ねてみた。

「いえ……その……ウィッシュさんたちがザッケン村に来てから、色々と変わったなぁと思いまして」

「そうか？」

「ええ。最近、旅の冒ぼう険けん者しやの方が村に立ち寄ることも多くなりましたし。そのおかげで、村の設備も増えましたし、作物の収しゆう穫かく量りようも上がりました」

　ノアは嬉しそうに言った。

　俺たちが来るまでは、積極的に他の村や町と交流してこなかったザッケン村の住民たち。しかし、アストリオンから来た俺たちが村に貢こう献けんしたことで、外の世界の人間への不信感や敵対心が薄うすれてきているようだった。

「村人たちの気持ちが変わったのが大きいな」

　他の町の人と接する村人が出始めたことで、ザッケン村の存在が徐じよ々じよに認にん知ちされていったのだ。

　その結果、冒険者が村に立ち寄るようになり、滞たい在ざいのお礼に様々なことをしてくれた。

「ウィッシュさんのおかげですよ。だから、みんなウィッシュさんを村のリーダーに薦すすめたんです。ウィッシュさんが村の人たちの心を変えてくれたんです。私の……心も……」

　ノアは自分の胸に手を当て、気持ちを伝えてくる。

「ありがとう、ノア。でも、本当に俺が村のリーダーでいいのかな、って不安な気持ちはあるよ。実際、俺ひとりじゃ何もできない。リリウムやミルフィナ……そして、ノア。みんながいてくれるから、俺たちパーティーは活動していけるんだ」

「私たちこそ、ウィッシュさんがいないとダメなんです。リリウムさんやミルちゃんが毎日楽しそうに笑って暮らせているのも、ウィッシュさんが居場所を作ってくれたからです」

　――ただ生きる、ということなら俺はノアたちに出会わなくても生きていけただろう。アストリオンを旅立った後、道に迷わずルーヴィッチに辿たどり着いていたら、今いま頃ごろは普通の商人として活動していたはずだ。

　……でも、信しん頼らいできる仲間と巡り合えた今の幸福度、心の充じゆう実じつ度どは絶対に違ちがう。

　こうして仲間に存在を認めてもらえる幸せ。

　仲間がいるから自分がいる――仲間同士、お互たがいにそう思えることは、なによりも幸せなことだと感じる。お金ルピでは替かえられない。

「俺は恵めぐまれているよ。勇者に追放された後、こんな最高の仲間と出会えたんだから」

　生きる場所や生き方なんか関係ない。それよりも、誰と一緒に生きるかが重要なんだ。

　今の俺にとっては、仲間がいる場所こそ自分の居場所だ。

「……私もです。村が少しずつ発展していって、村の人たちも幸せに過ごす……こういう何気ない日常がずっと続いていってほしいです」

「ああ……そうだな」

　そのためにも、俺はリーダーとして頑がん張ばらなければならない。

　今の俺は、一パーティーのリーダーではないのだ。

　村、という一つのコミュニティのリーダーになったのだから――




「ふふっ」

　ノアの優しい笑い声が夜風に乗って耳に届く。

「……悩み事、解決できそうか？　リリウムに相談してダメそうだったら、俺にも言ってくれよな？　仲間の悩みはパーティーみんなの悩みだから」

　村のリーダーになったとはいえ、パーティーメンバーの悩みは放置できない。

「え!?　いや、あのっ、そ、それは……本当に大丈夫ですっ！」

　突とつ然ぜん、慌あわてふためくノアの態度は、今日の昼とまったく同じだ。

「そ、そうか……」

　あ、あれ？　頼たよられて感謝されているという話だったのだが……流れ変わった……？

　動どう揺ようを隠かくしきれない俺は、ノアと同じように視線を宙に泳がせてしまった。

「ご、ごめんなさいっ。ウィッシュさんは気にしなくても全然問題ないことなので！　というか、気にしないでもらえると……助かります……」

　……まぁ、仲間だからって、全部をオープンにする必要はないからな。ここは流れが変わったと理解して、話題を切り替かえるべきだ。気持ちを入れ替える必要がある。

「わかった。ノアがそう言うなら、これ以上は聞かないよ。ただ、たまには気分転てん換かんすることも大事だからな。最近、仕事ばっかりで息いき抜ぬきしてないだろ？」

「そうですねー。毎日楽しいですけど、疲つかれを取ることも必要かもしれません。ミルちゃんを、どこか遊びに連れて行ってあげたいです」

　しかし、ザッケン村の近くには遊ぶ場所や観光するような場所がないのだ。

　…………いや、待てよ？　そういえば、一つだけあったな。

「それならさ、明日、久しぶりに追憶の樹海フオルニウムに行ってみないか？」

「あっ、いいですね！　氷を作りに行ってからフォルニスさんにも会ってませんし、みんなで遊びに行きましょう！　フォルニスさん、寂さびしがっているかもしれません」

　フォルニスは時間の感覚が違うから、昨日のことのように思っているだろうけど。

「ああ……フォルニスに会うのもだけど、目的は樹海の中にあるっていう湖なんだ」

「湖、ですか？　あの森に湖なんてあったんですね」

「うん。前にフォルニスから教えてもらったんだ。良い気分転換になるだろ。ミルフィナも喜びそうだ」

「そ、そうですねっ！」

　ノアは元気よく返事をした後、「湖……泳ぐ……」と静かに呟いていた。

　なにやら顔を赤らめているのが気になったが――

「ワタシがなんだってええぇ!?」

　ミルフィナが大きな声とともに俺おれとノアの前に、ぴょこんと顔を出した。

「ミルちゃん!?」

「な、なんでミルフィナが!?　さっき、家で寝てただろ!?」

「起きたらウィッシュ兄とノアお姉ちゃんがいなかったから、外に出てみたの。そしたら、噴水で仲良く話してる二人を見つけちゃったからさっ！」

　そう言って、じぃ～～～～～っと俺とノアに不満そうな視線をぶつけてくるミルフィナ。

「な、なんだよ？」

「べっつにぃ～～～～？」

　きっと、また仲間外れにされたと思って拗すねているのだろう。ミルフィナの機き嫌げん直しのためにも、明日は湖で思いっきり遊ばせよう。




　その後、家に戻った俺とノアはミルフィナを寝かしつけ、横になった。

　何事もなく幸せそうな寝言を言っているリリウムを見て、俺は自然と笑ってしまう。

　全然性格の違うパーティーメンバー。価値観も生まれも違う。だけど、こうして毎日楽しく過ごしている。

　この日常が改めて大切なモノだと実感する。

「…………私の悩み、いつか私自身の力で解決してみせますからね？　ウィッシュさん」

　瞼まぶたを閉じた後、ノアの囁ささやく声が耳に届いてきた。

　その声には優やさしい温ぬくもりが込められていた。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　翌日。

　俺たち一行は、追憶の樹海の中の湖に来ていた。

「すごーい！　水が一いつ杯ぱいあるよおぉ！　これ、飲んでいーの？」

「ミルちゃん、この水は直接飲んじゃダメですよ？　不純物を取り除いてからじゃないと、お腹なかを痛めちゃうかもしれません」

「お腹痛くなるの、ヤダー！」

　到とう着ちやくするやいなや、さっそくミルフィナが元気一杯に、はしゃいでいた。

「でもさ、この湖すっごい綺麗じゃない？　こんな綺麗な自然の水、魔界ヘラでも見たことないわよ」

「オレ様の樹海が育んだ、最強の湖だからな！　まぁ、オレ様には水深が浅すぎて泳げないってのが、残念ではあるがな……」

　案内してくれたフォルニスが湖を眺ながめながら言う。

　透とう明めいな水みな面もに顔を覗のぞかせると、底の深さを確かく認にんすることができた。

　人間の俺たちからしたら丁度良い深さである。澄すみ切った水は、手で掬すくうとヒンヤリして気持ちが良い。

「ねぇねぇ！　この湖って、中に入って泳いでいーの？」

「いいけど、オメーらの汚きたない服は脱ぬいで入れよ？　自然が汚よごれちまうからな！」

「失礼ね！　私たちの服は毎日欠かさず手洗いして綺麗にしてますぅ！」

　洗せん濯たく係がかりのリリウムが吠ほえる。

　ふと思ったのだが、俺の服もリリウムが洗ってくれてるんだよな……下着とかも。

　ヤバい。今さらだけど、ちょっと恥はずかしくなってきたぞ……。

「あれー？　ウィッシュ兄、なんだか顔が赤くなってきてるよぉ？」

「いやっ、これは、そのぉ……」

　こういう時だけ目ざとく突つっ込んでくるミルフィナ。

　ミルフィナの無む邪じや気きさが、ちょっとだけ憎にくたらしく思えてくる。

「ウィッシュさん、どこか具合が悪いのですか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。綺麗な湖に興奮してただけだよ……あははははっ」

「まったく、ミルと同じじゃないの。子供っぽいんだから」

「ワタシは子供じゃないも～ん。だから、最初に湖に入っちゃうもんね～、いっちば～ん！」

　そう言うと、ミルフィナは一いつ瞬しゆんで服を脱ぎ捨てて、湖に飛び込んだ。

　完全に子供である。

　……男の俺の前で躊ちゆう躇ちよなく服を脱ぐなよ……そういうところが子供なんだよなぁ。

「ウィッシュさん、本当に大丈夫ですか？　どんどん顔色が赤くなっていますが……」

　くそぅ、子供のミルフィナめぇ。お前のせいで、変な誤解が生まれかねないぞ……。

「へ、へーきへーき。あんなの、まだ子供だから。うんうん」

「何わけの分からないこと言ってるのよ……まぁいいわ、それじゃあ私たちも入ろうかしらね」

　いや、お前のほうが何言ってんだ!?　ミルフィナはともかく、お前は脱ぐなよ!?

「え……リ、リリウムさん、私たちも入るんですか……？　ウィッシュさんも居ますが……」

「何言ってるのっ。ウィッシュが居るから一いつ緒しよに入るのよ？　昨日、言ってたじゃない。ウィッシュと距きよ離りを近づ――」

「入りますッッッ!!　私、湖に入りますッッッ!!」

　ノア？

　え、ノア……？　嘘うそだよな……？

　やっぱり、異世界人とレピシア人では、男女の関係に対する考え方が違うのかな……。

「ほらっ、ウィッシュもグズグズ突っ立ってないで服を脱ぎなさいよ」

　いつの間にか、生まれたままの状態になっているリリウム。

「……お、落ち着け俺～、落ち着け俺～。魔ま族ぞくの裸はだかなんか下級魔族レツサーデーモンのを散々見ただろっ。あれと大して変わらんさっ……ははは」

　リリウムは身体の凹おう凸とつは少ないが、全体的に引き締しまったスレンダーな体型をしている。

　また、服の上からでは分からない、妙みような艶つやっぽさがあり…………下級魔族の身体とは全然違っていた……ごくり。

「こらー、ウィッシュ兄！　そんなとこでボーッとしてないで、一緒に泳ごうよ！」

　大人の男の懊おう悩のうを知らない無邪気な子供の声が聴きこえる。

　ミルフィナの時に始動した俺の胸の高鳴りは、次のリリウムで早はや鐘がねを打ち始め――

「あっ、え、えっとぉ……そ、そんなにジロジロ見られると、はっ、恥ずかしいと言いますか……ちょっと、照れちゃいますね……えへへへっ」

　最後のノアで、破は裂れつしそうなほどの勢いになっていた。

　心音が外にまで響ひびかないか心配になる。

　まるで、心臓の鼓こ動どうが死までのカウントダウンのように思えてくる。

「まぁ、一度見られたら二度見られるのも同じよっ。さぁ！　泳ぐわよぉ！」

　リリウムは意味不明なことを言い残し、水面に頭から突っ込んでいった。

「……で、では、私も入りますね。ウィッシュさんも……その……一緒に……」

　続けて、ノアが恥じらいながら湖に入っていく。

　音を立てず、水面が揺ゆれることもなかった。ただ、身体の『ある一部分』が揺れていたのと、顔が紅潮していたのは間ま違ちがいなかった。

「おうおう、羨うらやましい限りだぜ。オレ様も小さくなれたら良かったのによー！」

　横からフォルニスのデカい声が飛んでくる。

　そういや、こいつが居たの忘れてた……。

「なぁ、フォルニス。この湖って、誰も泳ぎに来たりしないよな？」

「今までは誰も来なかったぜ。魔ま物ものもオレ様の縄張りには近寄って来ないからな！　まぁ、これからは人間たちが来るかもしれねぇがな」

「え!?　なんで人間が!?　結界の力が働いてるんじゃないのか!?」

「ん？　聞いてなかったか？　あの神オンナ、結界を常時解放したんだぜ？　張ったり解いたりするのが面めん倒どうなんだとよ。まぁ……オレ様のことも信用したみたいだが……」

　ミルフィナとフォルニスに信頼関係が生まれたのはいいけど……、

「ってことは、こうしてる間にも、誰かが樹海に入ってくるかもってことじゃん！」

「別に問題ないだろ。結界がないんだから、今なら歩いて抜ぬけられるぜ？」

「ちげえええええよ！　ここに迷まよい込んできたら、あいつらの、その……裸が……」

「はぁ？　ウィッシュ、いったい何が気がかりなんだよ？」

　ダメだ……竜りゆう種しゆのフォルニスに説明しても意味が通じないだろう。常に裸だし……。

「……っくぅ、そのよぉ、俺の切実な頼たのみだと思って聞いてくれ！　今、この湖には誰も近寄らせたくないんだ。特に人間は！　特に男の！　だから、樹海の入り口を見張っててくれないか？　あいつらが満足して湖から上がるまでの間でいい！」

　パーティーの危機を未然に防ぐのが俺の役目だ！

「？　よく分からんが構わねぇぞ。ここに居ても、オレ様は泳げねぇしな」

　俺はフォルニスにアストリオン方面の入り口を任せた。

　入ってくるとしたら、この樹海の危険性を知らない冒険者たちだ。近きん隣りん住民の方々は、間違っても森に足に踏ふみ入れることはないだろう。

「あぁ～、冷たい水が肌はだに沁しみて気持ち良いわぁ……って、うわっ、ちょ、ちょっと、ミル!?　なにすんのよぉっ!?」

「にひひっ！　水攻こう撃げきだぁ！　えいっ、えいっ！」

「このぉー！　やってくれたわねぇ。私も反はん撃げきしてやるぅ、くらえ！　ノア！」

「ひゃぁっ!?　リリウムさん!?　なんで私に掛けてくるんですかぁ、もうっ。こうなったら、私も掛けちゃいますからねっ」

「あははっ！　水、気持ち良いぃ！　ウィッシュ兄も、そんな難しい顔してないで早く入りなよぉ！」

　俺は冷ひや汗あせを流しながら、静かに時が過ぎるのを待った。
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　ウィッシュが時を刻んでいる頃――

　勇者レヴァン一行はバルデ領を探たん索さくしていた。

「おいおい！　こんな辺境の田舎いなかに、本当にそんな強い魔物が生息してるのかよ!?」

　聖騎士ガリウスの大きな声が辺り一面に響く。

「冒険者ギルドの情報によると、この地域の樹海に入ったと思われる冒険者が次々と消息を絶っているとのことです。強力な魔物に襲おそわれた可能性あり、との報告もあります」
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　賢けん者じやノエルは、波一つない水面のような静けさを纏まといながら情報を伝えた。

「……行ってみれば分かること。依い頼らいの報ほう酬しゆうも高額だし、アタシたちには絶好の機会」

　魔ま法ほう使つかいパルは、自じ慢まんの杖つえを手で擦さすりながら報酬に思いを馳はせている。

「パルの言う通りだ。僕ぼくたちに倒たおせない魔物なんかいない。サクッと倒してサクッと報酬と褒ほう賞しようを頂こう」

　勇者レヴァンの鼓こ舞ぶする声があがると、斥せつ候こうである暗殺者アサシン、ニーザがパーティーのもとに戻もどってきた。

「情報ヲ得タ。コノ先ニ在ル樹海ニ、【ゴルドン】ガ生息シテイル」

「【ゴルドン】だとぉ!?　Ａランクの魔物じゃねぇかよ!?」

「慌てるな、ガリウス。僕たちは前にもＡランクの魔物を討とう伐ばつしたことがあるだろう？　【ゴルドン】如き、恐おそれる必要はない」

「あ……ああ、そうだな！　今日の晩飯も、ブルベア肉とマイン酒の豪ごう華かな料理を堪たん能のうしなきゃな！　がっはっは！」

「しかし、最近、活動資金の減少具合が速いのが少し気がかりです」

「気にすることはないだろう。資金が減ったら、こうして依頼をこなして増やしていけばいい。僕は勇者なんだ、その格に見合う生活と振る舞いをしなくてはならない。細かい金勘かん定じようはする必要ないし、考えるだけ時間の無む駄だだ」

　勇者一行は結束を深め、対【ゴルドン】戦に備えて気持ちを一つにした。




　その後、パーティーはニーザの情報を頼りに歩き、ついに追憶の樹海の前に辿り着く。

　周囲には生物の気配がなく、鬱うつ蒼そうとした空気だけが樹海の中から漏もれ出ていた。

　パーティーに緊きん張ちようが走る。

　そんな張り詰つめた雰ふん囲い気きを破ったのは、勇者レヴァンだった。

「ふんっ、なんだ、普ふ通つうの森じゃないか。こんな森、すぐに攻こう略りやくしてやるさ」

　余よ裕ゆうを見せるレヴァンとは対照的に、魔法使いパルの顔が、どんどん青くなっていく。

「……こ、ここは、ダメ……ぜ、ぜったいに、ダメ。足を踏み入れてはいけない」

　声を震ふるわせて、今にも森から退たい却きやくしそうな構えを取るパル。

「何をそんなに怯おびえている。【ゴルドン】といっても所しよ詮せんはＡクラスの魔物。依頼を放ほう棄きするほどの難敵ではないだろう。それとも、他に強力な魔ま力りよく反応を感知したのか？」

「……うん。アタシが感知できた中で特に強力なのは、あの入り口付近にいる生物と……森の中心部にいる生物の計２つ……」

「なるほど。どちらかが【ゴルドン】ということでしょうね。パル、どちらの魔力がより強大なのですか？」

「…………中心部にいるほう。入り口付近にいる生物は魔ま素その揺らぎ具合からみて、身体が大きいだけの可能性がある。危険なのは中心部にいる生物……」

「【ゴルドン】は人間の約２倍の大きさを誇ほこる魔物だ。おそらく、入り口のヤツが【ゴルドン】だろう。そいつを処理したら、中心部のヤツもついでに討伐してしまおう。珍めずらしい魔物だったら、特別報酬が貰もらえるかもしれないからな」

　勇者レヴァンは不敵に笑い、森の入り口へと歩みを進める。

「……ダメ！　入り口のヤツはともかく、中心部の生物には絶対に手を出してはいけない！　あれは、人間がどうこうできる相手じゃない！　レヴァン、勇者の貴方あなたでも無理！」

「ほう？　言ってくれるじゃないか、パル。珍しく興奮してるようだが、僕の力を忘れてしまったのか？　それなら、すぐに思い出させてやろう」

　レヴァンは左腰こしに携たずさえた鞘さやから剣けんを抜き出し、切っ先を森の入り口へと向けた。

　剣の刃やいばに陽ひの光が鈍にぶく反射する。その瞬しゆん間かん――

　追憶の樹海の中から、漆しつ黒こくのドラゴンが姿を現した。

「あ、あ、あれは、なんだ!?　お、おい！　あれが【ゴルドン】なのか!?」

　混乱のあまり、敵を前にしても剣を抜かず右往左往する聖騎士ガリウス。

「違いますッ!!　【ゴルドン】は熊のような魔物……あれは……あの魔物は……魔ま竜りゆう――」

「フォルニス」

　勇者レヴァンが告げた。

「……で、伝説の魔竜……フォルニス!?　な、なんで、こんなところに……終わりだ……アタシたちは終わりだ……」

「勇者、撤テツ退タイヲ。討伐ハ不可能也ナリ――」

　影かげのように無言を貫つらぬいてきたニーザが無感情のまま進言する。

「ふんっ、何をバカなことを。パルが言っていたではないか。入り口のヤツは図ずう体たいがデカいだけで大したことはないんだろう？　フォルニスなど、名前だけが一人歩きしてるだけの雑ざ魚こに過ぎんということだ」

　剣の錆さびにしてやる、と吐はき捨てたレヴァンだったが――

「お、おい、ちょっと待てよ、レヴァン！　なんか、レヴァンの剣、既すでに錆さびてないか!?」

　ガリウスに指し摘てきされ、レヴァンは薄うす目めで剣の刃を見やる。

「なっ!?　これは、いったいどういうことだ!?　錆びている……なんで僕の剣が……」

「手入れ担当、誰だれだよ!?　って、オレも自分の武器の手入れなんか、したことないけど……」

　魔竜フォルニスを目の前にして、勇者パーティー一行は全員で顔を見合わせてしまう。

「……ウィッシュがやってたのかも」

　パルが呟つぶやくと、場が静まり返る。

「ギュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!」

　静寂を切り裂さいたのは、魔竜フォルニスの雄お叫たけびだった。

「ッチ、武器が錆びていようが、やるしかない。ガリウス、敵の注意を引き付けろ！　パルは様子を見つつ後方から攻撃！　ノエルは支し援えんに回れ！　ニーザは…………ん？　おい！　ニーザは、どこに行った!?」

　パーティー全員で周囲を見み渡わたしても、暗殺者ニーザの姿はどこにも無かった。

「あのヤロー、まさか逃にげたんじゃ……!?」

「クソッ！　あんな役立たず、もう要いらん！　僕たちだけで倒すぞ！」

　レヴァンたちが気を引き締め直している間も、フォルニスは雄叫びを上げ続けていた。

　しかし、レヴァンたちはフォルニスの圧に気け圧おされることなく、陣じん形けいを構える。

　その様子をジっと眺めていたフォルニス。

「――立ち去れ」

　そのフォルニスから出た言葉。

　雄叫びではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの言葉だった。

「な、なんだって!?　おい！　あいつ、喋しやべったぞ!?」

「話せるのですか!?　な、ならば、攻略方法も変わってきますよ！」

「……待って！　今の言葉がフォルニスの意思なら、すぐに逃げるべき！　アタシたちには、どうやっても討伐は無理！　死んだら、お肉だって食べられなくなる！」

「黙だまれ、パル。僕たちは侮ぶ辱じよくされたんだぞ。この勇者の僕に向かって、逃げろ……だと？　ふざけるなッ！」

　レヴァンは陣形を放棄して、フォルニス目め掛がけて一直線に斬きりかかる。

　その直後、魔竜フォルニスの尾おが動いた。

　尾は、ゆっくりと弧こを描えがき、ちょうど２周したところで止まった。

　そして、フォルニスの口が大きく開いた、その瞬間――

　勇者レヴァンが直前まで立っていた場所に、光を纏った風が超ちよう高こう速そくで通り過ぎた。

　風などという生易しいものではない。爆炎に等しい音と破は壊かい力りよくを伴ともなっていた。

　フォルニスからすれば、ただの吐と息いき。

　しかし、人間にしてみれば最新兵器に相当する驚きよう異いの攻こう撃げき力りよくであり、現場は周辺の地形が変わってしまうほどの惨さん状じようになっていた。

「……………っ」

　微かすかに漏れ出る勇者レヴァンの虫のような息。

　自分のすぐ横を掠かすめていった魔竜のブレス攻撃……レヴァンは、フォルニスが威い嚇かくのために放った『警告』だと悟さとり、恐きよう怖ふで顔を青ざめさせていた。

　聖騎士ガリウス、賢者ノエル、魔法使いパルの３人も、みな一様に顔を引きつらせる。

「――去れ」

　フォルニスが短く告げる。

　そして、止とどめを刺さすことなく、森の中へと消えていった。

「……こ、こ、この森は危険!!　急いでアストリオンに退却!!」

「な、な、なんということでしょうか……せ、世界の終しゆう焉えんです……ッ!!」

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった一行は、アストリオンへ向けて一目散に逃げていった。
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「ぶふぅっ!!　く、くそっ……どうやら世界の終わりのようだ……」

　無心で時を刻み続けていた俺だったが、どうやらこれまでのようだ。

　血が流れてきやがった……。

「あぁ！　ウィッシュ兄の鼻から血が出てきてるぅ！」

「た、大変です！　すぐに手当てしないと！」

「もうっ！　やっぱり体調悪かったんじゃない……強がらないで正直に言いなさいよねっ。……仲間なんだから」

　湖で水遊びをしていた女じよ性せい陣じんから声を掛かけられた。

　仲間――良い響きだが、時として大きな誤解を生み、強きよう烈れつな精神攻撃を放ってくる存在だ。

　体調は悪くない。悪いのは俺の視界に映る仲間の無防備な姿である。

「へ、へーきだ……き、気にするな」

「本当ですか？　逆上のぼせてしまったのでしょうか……」

「でも、ここ、暑くないわよね？　寒くもないけど」

「うんうん！　ワタシにとっては快適な場所だよおぉ！」

　ミルフィナは湖の水をパシャパシャと撒まき散らして遊んでいる。

「あ、ああ、快適快適。ほらっ、俺の鼻血も止まったぞ。これで何も心配しなくていい」

「っほ、それなら良かったです。しかし……先さき程ほどの大きな音は気になりますね」

　ノアは樹海の入り口――アストリオン方面に視線を移し、不安そうな表情を浮うかべた。

「そんなに心配しないでいいわよ？　万が一の場合は、私が守ってあげるし！　この場所、水の魔素で溢あふれてるから本来の力が出せるしねぇ。魔力が漲みなぎってくるわぁ♪」

　実際、今のリリウムを目まの当たりしたら、人間の冒険者は一目散に逃げ出すだろう。

　――何度、希望の光ウイツシング・ユーを発動させても、リリウム相手に光は出現しなかったのだ。

　深淵なる銀氷アビス・アイスリリウム……深淵の中に希望の光は発生しないのか。

　なんてことを考えていると、

「なんだぁ、ウィッシュ？　そんなに魔族オンナの身体を見つめて。なんか気になるのか？」

　デカい声でフォルニスが訊たずねてきた。

　いつの間に戻ってきたのだろう。最悪のタイミングである……。

「へぇっ!?　ウィッシュが私の身体をジロジロ眺めていただってぇ!?」

　すっげぇ曲解されて伝わってんじゃん！　…………いや、見てたけどさ……。

「違う違う！　リリウムの魔力の凄すごさを確かめておこうと思ってさ！　ほ、ほらっ、村の新たなリーダーになったことだし、戦力は把は握あくしておかないとだろ？」

「ふーん？」

　ジト目を突き刺してくるリリウムよりも、

「わあぁ～！　ウィッシュ兄、さっすがリーダーだね！　勉強熱心だぁ！」

　純じゆん真しん無む垢くな子供、ミルフィナの尊敬の眼まな差ざしよりも、

「…………そうですか。ウィッシュさんがリリウムさんのことを。なるほど、そうですか」

　淡たん々たんと状じよう況きよう整理をしている、ノアの謎なぞの圧力が怖こわい！

「あっ、ち、違うのよ、ノア？　ウィッシュは特別な感情とか変な気持ちとか持ってなくて、単純にパーティーの分ぶん析せきをしていただけだから！　ね!?　そうよね!?　ウィッシュ!?」

　なぜか俺以上に慌てているリリウムが念を押おすように訊ねてくる。

「あっ……ああ、もちろんそうだ！　い、いやぁ～、リリウムみたいな心強い味方がいてくれると、俺たちも安心だよなぁ～、はははっ」

「ご、ごめんなさいっ。困らせてしまいましたね……すみません、ウィッシュさんのことになると、ちょっと感情のコントロールが上う手まくできなくて……」

「……へ？」

　ノアが何を言ってるのか、ちょっとよく分からないのだが？

「ふふっ、それに気づけただけでも成長してるってことよ！　少しずつ縮めていけばいいわ。なにせ相手はアホなんだから、簡単に攻略できるわよ！」

「むむむぅ、リリウムさん？　いくらリリウムさんでも、アホ呼ばわりはダメですよぉ？」

　ノアは頬ほおをぷくぅっと膨ふくらませて、リリウムに水を掛けた。

「はははっ、怖い怖い、逃げろーっと！」

　リリウムは笑いながら湖の端はしのほうへと泳いでいった。

　リリウムに付いていくように、ノアも泳いでいく。

　よく分からないが、とても楽しそうである。

「……アホ？　攻略？　あの二人、何かと戦うつもりなのか……？」

　その後、遊あそび疲れた女性陣が着き替がえるのを待って、俺は湖を離はなれた。




◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆




　俺たちが森に来たのは遊ぶためだけではない。人間の手が入っていない追憶の樹海の中を探索し、珍しい素材があったら収しゆう穫かくしていこうと思ったのだ。

　商人として、役立つ素材を世界に流通させることも忘れてはいない。

　入手できたら、アストリオンに売りに行って、生活用品を買おう……という打算的な考えも、ちょっとだけ持っていたが――

「おう！　どんどん持っていけ！　オレ様も森に暮らす他のヤツらも、そんな石っころ興味ねぇし、使わねぇからな！　っていうか、それゴミだろ！」

　半日かけて集めた素材をフォルニスに見せたところ、拾しゆう得とくの許可が下りた。

　ありがたいことだが、商人としての知見から言わせてもらうと、これらは決してゴミなどではない。それどころか、人間社会にとっては大変貴重な素材である。

　ゴミと思えるモノでも、他の人にとっては宝になることがあるのだ。

　組織に不要と言われ捨てられた人間でも、別の場所で輝かがやくことだってある。

　本当に要らないモノなんか、どこにもないんだ。

「売れば良い値段が付くぞ？　それこそ、ブルベア肉だって買える」

「ホントにぃ!?　私たち、とうとう貧びん乏ぼう生活から脱だつ出しゆつできるのね……うるうる」

「でも、ザッケン村じゃ、お金使わないよね？　ウィッシュ兄、どこかに売りに行くの？」

「ああ。一度、アストリオンに戻って売ってこようと思う」

「なーんかウィッシュ、悪徳商人の顔付きになってない？」

　リリウムが俺の顔を不信そうに覗き込こんでくる。

「なってないって！　まぁ、他に用事もあるし、ついでに売ってくるだけだ」

「ふーん、そう」

　どうやら、商人としての実力は未いまだに信じられていないようである。

「……よし。それじゃあ今日はこの辺にして、家に帰ろうか」

　俺が素材をウエストバッグに入れ、森を出ようとした時――

「ん？　なんだぁ!?　その不ふ愉ゆ快かいな音……なんだか前にも聞いたことあるぞ……!?」

　フォルニスが俺のほうを見つめ、なにやら唸うなっていた。

「この音ッ……まさか……」

　ノアはフォルニス以上に驚おどろいた顔をしている。

「ああ、その不快な音ならウィッシュのバッグのせいよ。なんか、物を入れたり出したりする際に、変な音がするのよねー」

「なんだ、この音のことか。聞き慣れないと耳みみ障ざわりかもしれないけど、慣れると不思議と気にならないもんだぜ？　なんか、バッグの内素材に薄うすい板みたいなのが使われていて――」

「ウィッシュさん！　そのバッグ、私に見せてくれませんか!?」

　突然、ノアが俺との距離を詰めて迫せまってきたので、思わずドキッっとしてしまう。

「……っあ……ああ、いいぞ」

　最近のノアは好こう奇き心しん旺おう盛せいというか積極性が増したというか……仲間との距離感も近くなってるし、パーティーとして良い傾けい向こうだと思う。……が、妙にノアのことを意識してしまい、俺の心臓の寿じゆ命みようはゴリゴリ削けずられている気がする。

「こ、これは、まさか発はつ泡ぽうスチロール……!?」

「へ？　な、なんだって？　ハ、ハッポウ？」

　バッグの破れた部分から露ろ出しゆつしている内素材。ノアは、その素材を凝ぎよう視ししている。

「ハッポウスチロール……？　なにそれぇ？　食べられるの？」

「いや、素材だから、たぶん食べられないでしょ。って言っても、私も聞いたことない素材だから知らないけどねー」

　軽い口調で言うリリウムとミルフィナとは対照的に、ノアの表情は硬かたい。

「……ち、違ちがう……発泡スチロールじゃない？　でも、見た目も質感も……音も……間違いなく発泡スチロール。なのに、なんでこんなに柔じゆう軟なん性せいがあるの……!?」

　ノアは表情を崩くずさず、バッグの素材を叩たたいたり擦ったり曲げたりしている。

　その後も、ノアは俺たちの存在を忘れて、バッグの素材確認に没ぼつ頭とうした。

「……あ、あのぉ、ノア？　そろそろ、いい……かな？」

　こんなに熱中しているノアを見るのは初めてだ。今日はノアの色々な反応を見ることができて仲間として新しん鮮せんだし、なんだか嬉うれしくもある。

「…………これ、異世界の素材です」

　微笑ほほえましい気持ちで見守っていた俺に、ノアはとんでもない事実を告げた。

「え、えええぇぇぇ!?　な、なんで、俺のバッグに異世界の素材が……いや、ちょっと待て、意味が分からないぞ……!?」

　マジで最近意味不明なことが多すぎる……。ノアとリリウムの謎の交流に続いて、今度は俺のバッグに入っていた謎の素材だ。

「異世界って、ノアの居た世界のことよね？　なんで、ウィッシュが持ってるのよ？」

「いやぁー、俺に聞かれても……マジで全く身に覚えがない……。ハッポウなんたらってのも聞いたことない名前だし……」

「ウィッシュさん、このウエストバッグはどこで手に入れたものなんですか？」

「貰いもんだよ。俺の祖父じいちゃんから貰ったんだ」

　俺が商人を目指して実家を旅立った時に、田舎の祖父ちゃんから貰った大切なバッグ。

　まさか、そのバッグに異世界のモノが入っていたなんて……。まぁ、異世界のモノかどうかなんて、それを知ってる人間じゃなきゃ気づきもしないだろうけど。

「お祖父さん、どこで異世界の素材なんか入手したのかしら？　たまたま手に入れて、たまたまバッグの内素材として使っていた……ってのは無理があるわよね」

「それは考えづらいです。中のモノを衝しよう撃げきから防ぎ、食料を高温多た湿しつから守る……これは、発泡スチロールの性質や用よう途とを理解している人間の使い方です」

「使っていた人物はレピシア人ではなさそうね。もちろん、魔族でもないわ。私、全然知らないし、聞いたことないもん」

「……しかも、これ、私の知る発泡スチロールよりも柔軟性があって、使いやすく改良されているんですよ。この技術と知識、転生者でもない限り……」

　ノアが言うと、全員の視線が俺へと向いた。

　その視線には、何かを疑うような感情が潜ひそんでいるようだ。

「ち、違うって！　俺の祖父ちゃん、生まれも育ちもレピシアだから！　それは間違いないんだ。だから転生者なんてこと…………いや、待てよ？　そもそも、そのバッグの元の持ち主は祖父ちゃんじゃないぞ……!?」

「いったい誰なのよ!?」

　その場に居た全員が生なま唾つばを呑のみ、俺の回答を静かに待つ。

　ノアとリリウムの表情には、これまでに見たことないような真しん剣けんさが滲にじみ出ていた。

「……ひい祖父ちゃんだ」

「って！　大して変わらんわぁ！　どっち道、お祖父さんじゃないのよおおおおおおお!?」

「まぁまぁリリウムさん、落ち着いて。ひいお祖父さんは、レピシアの方なんですよね？」

　ノアに訊ねられ、俺おれは言葉に詰まってしまう。なぜなら……。

「いや、知らない……レピシア人だと思ってたけど……直接会ったことないし、俺が生まれる前に死んだって聞かされてたから」

　高名な商人だった、と祖父ちゃんからは伝えられていた。

　なにせ昔の人間の話だ。正直、俺には現実感のない話だった。しかし、遠い時代の人間という意識は持っていたが、遠い世界の人間とまでは思っていなかった……。

　急に、ご先祖様を遠くに感じてしまう。

「んー、でも、転生者がレピシアで家族を持つなんてこと、無いと思うけどなー」

「だろ!?　そうだろ、ミルフィナ!?　……っていうか、そうなのぉ!?」

　俺には転生者に対する知識が圧あつ倒とう的てきに不足していた。

「うん。異世界から召しよう喚かんされた人たちは、自由に世界を歩き回ったりはしないんだよ。レピス教会の庇ひ護ごのもとで、レピシア人の目に触ふれない場所で活動してるからねー」

「なるほど……ってことは、祖父ちゃんも、ひい祖父ちゃんも転生者じゃないってことだな？」

「ワタシの知る限りでは、そうだけどねー。んー、でもなぁー、う～ん？」

　奥おく歯ばに何かが挟はさまったような物言いだな。また何かツマミ食いでもしたのだろうか。

「ノアはどうなのよ？　ノアは自由に歩き回ってるわよ？」

「ノアお姉ちゃんは特別だよ。他の転生者さんたちは、対魔ま王おう軍用の兵器とか武器を作るための研究をしてるからね」

「……ボルヴァーンとか、か」

　俺の言葉にリリウムの顔が引きつる。ボルヴァーンの名前を聞くのも嫌いやらしい。

「うん。あのボルヴァーンだって、当時の魔王に対たい抗こうするために転生者さんたちが作った兵器だしねー。40年くらい前だっけー？」

　ミルフィナはリリウムに訊ねたみたいだが、当のリリウムは「さぁ？　覚えてなーい」と言って、不満そうな表情を浮かべていた。

「ふむ……ところで、フォルニスさん。フォルニスさんも、この素材に心当たりがあるのですか？　先程、この独特の掠れる音に反応していたみたいですが」

「いんや、オレ様は異世界のことは全然知らねぇよ。ただ、それに似たバッグを持っていた男に最近会ったことがあるってだけだ。キュキュッていう奇き妙みような音……よく覚えてるぜ」

「最近なら、ウィッシュさんのひいお祖父さんではないでしょうね。もしかしたら、レピシアのどこかで生産されているモノなのかもしれません」

　違う――

　フォルニスの言う最近は、それこそ４、50年くらい前だ。俺のひい祖父ちゃんという可能性もある。

「フォルニス、その男って……この間、言ってた人間か？　フォルニスの踵かかとに傷を負わせたっていう……」

「おう！　その通りだ！　めちゃくちゃ強かったぜぇ？」

「じゃあ、やっぱり違うな。俺のひい祖父ちゃん、商人だったから。そんなに強いわけない」

「それなら、やはりこの素材はレピシアで産み出されたモノなんですね……だとすると、希望が見えてきますよ！」

　ノアは俺のウエストバッグを両手で掲かかげ、興奮気味に言った。

「こんな何の変へん哲てつもない白い素材に……希望？」

　思わず、疑問の声を漏らしてしまう。

「ええ！　こう見えて、この素材は優ゆう秀しゆうなんです。昨日の断熱材の話は覚えていますか？」

「うん、覚えてる。外の熱を内側に通さないようにする奇き跡せきの素材だろ？」

「その奇跡の素材が、まさにコレなんです！　しかも、長期使用できるように改良されてるみたいです。もしかしたら、クーラーボックスなんかも作れたりして……そうなったら、旅の食料事情も改善……いいえ、食料流通に革命が起きますよ！」

「ノアお姉ちゃん、それ凄いよ！　世界中の美お味いしいモノを食べられるようになるってことだよね!?　すぐに作ろうよ！」

　大はしゃぎするミルフィナだったが、断熱材作製については後日に持ち越こしとなった。

　なぜなら、発泡スチロールという断熱材の存在は明らかになったものの、その入手経路や作製方法は未だ不明だからである。

　しかし、ノアの言う通り、希望が見えてきただけでも一歩前進だ。

　人々に感謝される商人になるという俺の夢。

　昔から抱いだいてきた理想像に、少しだけ近づけるかもしれない。

　――いずれ、俺たちで作ってみせる。

　俺は新たな希望を胸に抱き、バッグを軽く叩いた。




　今日の全ての目的を終え、俺たちが樹海から帰ろうとした時――

　気のせいか、フォルニスの顔が少しだけ寂さびしそうに見えた。

　人間や魔ま族ぞく、そして神様と同じように、伝説の魔竜にだって感情はあるんだ。

　俺にはリーダーとして、やるべきことがある。

「今度、フォルニスも村に遊びに来いよ」

「……ん？　いいのかよ、オレ様が行ったら人間たちはビビって逃げちまうぜ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。フォルニスのことは説明してあるし、俺の仲間だってことも村人たちは知ってるから。みんなで歓かん迎げいするぜ！」

　フォルニスは俺の言葉を聞くと、大層嬉しそうに笑った。










幕まく間あい　～魔王軍の誤算～







　魔王軍は混こん迷めいを極きわめていた。

　リリウム失なき後、たった一ひと月つきで内務機能が停止。レピシアを侵しん攻こうするどころか、内部統制もままならない状態に陥っていた。

「ええい！　幹部たちは何をしているのです！　ルーヴィッチ侵攻の計画書、全然あがってこないではありませんか！」

　魔王城の執しつ務む室しつで、総指揮官のドワイネルが苛いら立だちの声を発する。

「その……ドワイネル様、城の作業兵から申しん請せい書しよがきておりますが……」

　ドワイネル直属の部下が、気まずそうな表情を浮かべて紙を差し出した。

「平民の作業兵如きが私に申請書ですか……まったく。それで内容は…………城の老ろう朽きゆう化かに伴う改修工事に兵が必要になるので、作業兵増員を希望……って、なんですか、これは!?」

「これまでリリウム様が行っていた工事が、現在、手付かずのまま放置されているようなのです。このままですと、最悪の場合、城の崩ほう壊かいに繋つながりかねないとのことです」

「そんな作業、魔ま界かいから平民を呼び出して働かせれば良いでしょう。我々の大事な戦せん闘とう兵をあてがう必要はありません。大事なのは城よりもレピシア侵攻です」

「ですが……その平民の兵たちが、逆に魔界に帰ってしまったようなのです」

「なんですって!?　なぜ、この大事な時期に魔界に里帰りなんかしているのですか！　これだから、平民は……ッ!!」

「なんでも、リリウム様のリーストラ城派は遣けんに対するストライキ運動だとか……」

「キィィィ！　どこまでも私を苛立たせるおつもりですか！　あの平民は！」

　ドワイネルは、魔王軍には既に居ない女魔族に向けて、怒いかりを露あらわにしていた。

　ドワイネルの苛立ちが頂点に達しようとした時――

　執務室の扉とびらが勢いよく開き、兵が入室してきた。

「報告します！　バルデ領の樹海付近で、非常に強い魔力を検知したとのことです！　その高魔力、我わが魔王軍の存立を脅おびやかすものであり、大至急、幹部の方々の派は遣けん要よう請せいをしたいとのことであります！　以上！」

「な、なんですと……!?　ドワイネル様、これは一大事ですよ！」

「言われなくても分かっております！　それにしても、バルデ領の樹海とは…………まさか、とうとうフォルニスが目覚めたのでしょうかね……」

「おぉ、世界に混こん沌とんをもたらすという漆黒の魔竜フォルニスですか！　たしか、昔、ドワイネル様が神々の墓場ヘラシオンからレピシアに放った伝説のドラゴンですよね？」

「ええ。忌いまわしきレピスによって封ふう印いんされてしまいましたが、もし、ヤツが目覚めたのだとしたら、これ以上のチャンスはありません！　すぐに確かく認にんを取りましょう」

「バルデ領ですと、ちょうどリリウム様が派遣されている地方ですね。至急、リリウム様に連れん絡らくしましょうか？」

「何をバカなことを仰おつしやっているのです！　あんな無能力の女、役に立つはずがないでしょう！　何もできず、フォルニスのエサになるだけですよ」

「では、誰を派遣しましょうか……？」

「フォルニスの弱点は熱です。最強の火属性使いに飼い馴ならしてもらいましょう」

「なるほど、あの新人幹部ですか！　さすがドワイネル様です、抜ぬかりはありませんね！」

「フォッフォッフォッフォ！　見ていなさい、人間ども。レピシアは、フォルニスを従えた我が魔王軍が占せん領りようしますからね！」

　執務室で高笑いするドワイネルの声は、魔王城の隅すみ々ずみにまで響ひびき渡わたった。










七章　方はこ舟ぶね







　湖で遊んだ日の翌朝。

「ううぅぅぅ、ああぁぁぁ、イライラするぅぅ」

　朝の支し度たくを終え、いつも通り家か畜ちくの世話をしに小屋へ向かおうとしていた俺の耳に、リリウムの唸り声ごえが聴きこえてきた。なにやら、不快な声を漏らしているようだ。

「どうしたんだ？　さすがに農作業に疲つかれたか？　それなら、当番を代えて――」

「ちっがうわよぉ！　農作業は楽しいし、むしろ私の生き甲が斐いよ！」

　へ、へぇ……そうだったんだ……。

「じゃあ何でそんなにイライラしてんだよ。ミルフィナが真ま似ねするから止やめろよな」

「ううぅぅ、だってぇ！　魔力が、どんどん抜け落ちていっちゃうんだもぉん！」

「魔力？　リリウムに魔力なんか無いだろ？　……ん？　いや、あったのか？」

　昨日は魔力が漲っていたようだが、今はどうなんだろ？

「昨日の湖で水の魔素を体内に蓄たくわえてきたんだけど……一日経たったら、ほとんど身体から消えていっちゃったのよぅ……ぐすん」

　リリウムは半べそ状態で地面にペタりと座すわり込む。

「そ、そうだったのか。それは……なんというか、ドンマイ」

「あぁ！　ウィッシュめぇ！　全然同情してないわねぇ!?　んもうっ、こうなったら、いいもん！　残りの魔力、全部解き放ってくるからぁ！　うわぁーん！」

「お、おいっ、ちょっと待てぇ!?　解き放つなら、村の外でやってくれよぉ!?」

　腐くさっても魔王軍の元幹部。マジになったら、残り魔力といっても村が滅ほろびかねない！




　――と、いうことで、俺はリリウムを連れて村の外へ。

　まぁ、仲間のストレス発散も必要なことだ。伸のび伸びと農作業に励はげんでもらうためにも、広い平原に向けて魔力を解放させてやろう。

「ぬぬぬぬぬぬうぅ」

「あっ、俺に向けて解放しないでね？　あっちの平原に向けてな？　な？」

「分かったわよっ」

「ってか、大丈夫かな。人とか居ないよな……」

　辺境の平原だ。こんな朝一の時間に散歩してるような人間は居ないだろう。

　村人たちも日常作業の準備をしている時間帯だしな。

「心配しなくていいわよ、そんな大魔ま法ほう使うわけじゃないから。蒸むし暑あつい平原を、ちょ～っと涼すずしくする程度よ。中ちゆう途と半はん端ぱに魔ま力りよくを消失させるよりも効果的な使い方でしょっ」

「まぁ、そうだな。涼しくなるくらいなら問題ない、か」

　なんか、今日の平原、いつにも増して暑いからな。この辺りも温暖化が進行しているのかもしれない。村に涼りよう風ふうを届けるためにも、リリウムのストレス発散は意外と効果的かも。

「――ッスゥ、ハァ」

　目を閉じて、呼吸を整えるリリウム。

　直後、髪かみ色いろが蒼あおから銀へ一いつ瞬しゆんで変化していく。

　……あれ、なんか急激に寒くなってきたような……気のせいかな……。

　って！　気のせいじゃねぇ！　リリウムの周りに、とてつもない冷気が発生している！

「あ、あのっ、ちょ、ちょっと、待ってくれませんかね!?　リリウムさん!?」

　リリウムは目をカッと見開き、両手を平原に突つき出した。




「深淵の氷吹雪リリウム・ブリザードッ!!」




　リリウムが唱えると、前方の平原に氷の吹雪ふぶきが飛んでいった。

　吹雪が飛ぶ――そんな不可思議な現象が発生した直後。

　吹雪の塊かたまりが着ちやく弾だんしたと思われる遠くの大地から、耳を劈つんざくような大爆ばく音おんが轟とどろいてきた。
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　魔王軍新幹部ルゥミィは溜ため息いきを吐ついていた。

「……ハァー。なんでアタシが、こんな辺境の田舎いなかに来なくちゃならないのよッ」

　指揮官のドワイネルに緊きん急きゆう指令を託たくされ、追憶の樹海フオルニウムの調査に向かうルゥミィ。

　表情は暗い。その顔つきからは明らかにネガティブな感情が漏もれ出ていた。

「魔ま竜りゆうフォルニスぅ？　そんなの味方に付けなくても、このルゥミィ様がレピシアを恐怖の海に沈しずめてやるのにッ!!」

　ドワイネルからの指令――それは、追憶の樹海に封印されている伝説の魔竜フォルニスが目覚めた可能性があり、その詳しよう細さいを確認すべし、という内容であった。

　フォルニスの伝説を知らないルゥミィにとっては理解しがたい任務であり、その重要性も把握していなかった。ただ、雑用を押し付けられたという思いだけが、ルゥミィの中で不満となって渦うず巻まいていた。

「なーんか、むしゃくしゃするから、このド田舎の平原を手始めに燃やしてやるか！　キャハハッッッ!!」

　ルゥミィはストレスを発散するかのように、周囲に炎を撒き散らした。

　炎とともに発生した熱気が、温風となって辺り一面に広がっていく――

　周囲の草花を燃やし尽つくしたことで、満足感を得るルゥミィ。

「……さて、とッ！　メンドーだけど、フォルニスとかいうヤツを躾しつけに行くとするかな……って……んんん？　なんか、あっちに微び弱じやくな魔力反応があるぞー？」

　ルゥミィは、獲え物ものを見つけた野や獣じゆうのような鋭するどい目付きで遠くを突き刺す。

　そして、その視線の先に――小さな村の存在を確認した。

「キャハッ！　キャハハッッッ!!　あんなところに村みーっけ！　雑用の前の暇ひま潰つぶしに皆みな殺ごろしに行って…………ん？　なんだ、あれ？」

　魔力操作で自身の視力を大おお幅はばにアップさせているルゥミィ。そのルゥミィの焦しよう点てんは、小さな村ではなく、そこから放たれてきている一筋の光に当てられていた。

　光は超高速で飛んできており、ルゥミィが瞬まばたきした直後には……、

「ふぎゃあああああああああッッッ!!」

　光が身体を貫つらぬき、周囲に悲鳴と爆音を轟かせた。

　光の矢のように見えたソレは吹雪の塊であり、直ちよく撃げきを受けたルゥミィは凍こおりついたまま、その場に倒たおれてしまう。

「…………あ、あッ……な、なに……がッ……ぐふッ……」

　そして、そのまま意識を失った――
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　先程までと打って変わり、寒気に包まれる平原。

「……っくしゅん！　うぅ～、ざむいぃ～凍こごえて死んじゃうよぉぉ……」

　リリウムが鼻水を垂らしながら身体を震ふるわせていた。

「自じ業ごう自じ得とくすぎるわっ！　自分の使った魔法で風邪かぜ引くなよな……」

「私は氷や雪を眺ながめるのが好きなんですぅ！　寒いのは勘かん弁べんしてもらいたいわっ。っくしゅん！　うぅ～寒っ寒っ、はやく村に戻ろーっと」

　両手で全身を擦さすりながら身を縮めるリリウム。やはり俺以上に寒がりなようだ。

「………ってか……さっき、なんか女の子の声が聴こえたような気がするんだけど……気のせいかな……」

　ふぎゃあああ、とかいう声。

「はぁ？　そんなわけないでしょ。気のせいよ、気のせいっ。はやく村に戻もどるわよ。ノアたちも待ってるしね！」

　この広い平原で、リリウムの魔法に偶ぐう然ぜん当たるような運の悪い人間……いるわけないか。

「……ああ！　そうだな！」

　肌はだ寒さむい空気を身体に浴び、俺たちは村へ引き返した。




　村に戻ると、なにやら入り口付近に人だかりができていた。

「なにかしらね？　また冒ぼう険けん者しやが来たのかしら」

　喧けん噪そうの中心にいる人物を眺めてみる。

　すると、一人の男性がゼブマンさんと話している姿を確認することができた。

「お？　噂うわさをすれば、ウィッシュ殿どのが戻って来たぞい」

　俺に気づいたゼブマンさんが声を掛けてくる。

　冒険者と思おぼしき男性は俺を視界に入れると、目の前に来て手を差し出してきた。

「貴方あなたが村のリーダーのウィッシュさんですか！　お会いできて光栄です！」

　俺は差し出された手を勢いで握にぎり返したが、事情を全く飲のみ込めないでいた。

「貴方は？」

　簡素な服を身に纏まとっているが、男性の礼れい儀ぎ正ただしい所作からは、どこか気品の良さを感じられる。それと同時に、魔術師ソーサラークラスの人間が放つ独特のオーラのようなものも感じた。

「ウィッシュ殿、こちらの方はルーヴィッチから来た冒険者じゃ。なんでも、この村にあるレイゾウコの噂を聞き付けて参られたそうじゃ」

「ルーヴィッチから？　レイゾウコを？」

　旅の目的地までの道中ではなく、このザッケン村を目標にやって来たということか。なんだか知らない間に名が知れ渡っているんだな。不思議な気分だ。

「はい、私はルーヴィッチの商人ギルド本部から派遣されてきた冒険者です。最近、旅人の間で、こちらの村にあるレイゾウコというモノが話題になっておりまして。ギルド長から、レイゾウコがどのようなモノなのか確認してくるよう依い頼らいを受けたのです。それで、村の責任者であるウィッシュさんに御ご許きよ可かを頂きたいのですが、いかがでしょう？」

　なるほど。さすがは商人ギルドの総本山。金の匂においがするモノにはいち早く接せつ触しよくを試みる、と。いずれ他の都市でもレイゾウコを普ふ及きゆうさせていきたいと考えていたが、まさか向こうのほうから先に調査に来るとは。

「すごーい！　私たちの花が世界レピシアに広がるかもしれないわよ！」

　リリウムは興奮して目を輝かせている。

　たしかに、これがレイゾウコ――氷の花の種たね蒔まきになるかもしれない。商人としては、商品の売り出しの機会を得たという状況だ。しかし……、

「性能を確認するのは良いですけど、まだ試作の段階ですので、ルーヴィッチで運用するのは無理ですよ？」

　まだザッケン村以外での実用化には程ほど遠とおいのだ。

「ありがとうございます。ギルドからの依頼内容は性能確認だけですので問題ありません」




　そして、俺とリリウムは冒険者をレイゾウコまで案内し、性能の説明をおこなった。

　俺たちの話を聴いていた男性は、時折、感かん嘆たんの声を漏らしていた。

「こちらの作物、本当に数日前に収穫したものなのですか!?　全然腐ってないですし、このまま普ふ通つうに調理して食べられそうです…………こ、これは、凄い……！」

「腐りやすい葉物でも数日ならば保管できますよ。ただ、先さき程ほども説明した通り、こちらの女性……リリィが居なければ、一日で使用できなくなるという問題点があります」

「なるほど……このレイゾウコはリリィさんの成果物なのですね」

　俺の隣となりで助手のように佇たたずんでいたリリウムは、一瞬ドヤ顔を浮うかべたと思ったら、すぐに首を横に振ふって、

「それは違います。このレイゾウコは、私たちパーティーみんなで作ったものです。ウィッシュが、村の人たちのためにという想おもいで動いたから出来たモノです」

　パーティーメンバー全員の言葉を代弁するように答えた。

「ふふふっ、そうですか。やはりウィッシュさんはリーダーに相応ふさわしい方のようだ」

「俺が、ですか？」

「ええ。問題意識を持って、みなの目標を作る。そして、仲間に各おの々おのの得意な役割を与あたえ、行動させる……まさにリーダーですよ」

「そんな……買いかぶりすぎですよ」

　褒ほめられた俺以上に喜ぶリリウム。その横顔を見て、なんだか俺は照れてしまった。

「収穫した作物は、すぐに食べる――我々の常識ですが、もし、その常識を覆くつがえすことができたら生活に大きな変化が生まれます。そして、この変化は大きなお金ルピも生みだすでしょう。私のリーダーは、お金の匂い非常に敏びん感かんな方でしてね……こうして部下の私に役割を与えたのですよ」

　そう言って、男性は身分証である手形を取り出し、俺に見せてくる。

「……ん？　………………ニーベール共和国、商人ギルド本部所属……副ギルド長!?」

「え！　めっちゃ偉えらい人じゃん！」

　驚きのあまり、リリウムも素の性格が出てしまっていた。

「私は商売のことには疎うといですが、戦闘には慣れてましてね。こうして、ザッケン村まで派遣されてきたのです。そのおかげで、今日は大変貴重なものを拝むことができました」

「は、はぁ……」

　商人ギルド本部の副長様――普通であれば、一いつ介かいの商人である俺なんかが接触できる相手ではない。功績を挙げ、世界的に認められた商人でなければ謁えつ見けんできないような方だ。

　緊きん張ちようからか、変な汗あせが流れてくる。

　その後、俺は一通りの説明を終え、副長様を村の入り口まで送った。




「ウィッシュさん、今日はありがとうございました」

「い、いえいえ」

　結局、俺は最後まで緊張しっぱなしだった。

「あのレイゾウコは、たしかに革新的なものです。ですが、私個人としては、これを生み出したウィッシュさんたちに興味が湧わきました」

「リリィはともかく、俺は普通の商人ですよ……本当に」

「先程、お話したリーダーの資質――それは、仲間からの信しん頼らいの厚さが何よりも重要だと思っております。良い仲間に恵めぐまれたウィッシュさんは、これから面おも白しろいことをやってくれそうな気がします」

　副長様はカバンから一枚の羊皮紙を取り出し、俺に手て渡わたした。

「これは？」

「ギルド本部発行の特別紹しよう介かい状じようです。もし、ルーヴィッチに立ち寄ることがあったら、役人に見せてください。ニーベール共和国内で活動しやすくなりますよ」

　マ、マジか……なんか、とんでもない人脈を築くことに成功したようだぞ……！

　俺たちは副長様に感謝を述べ、ルーヴィッチ出立の見送りをする。

「ルーヴィッチまでの帰き途と、長い道のりでしょうけど、道中気をつけてくださいね」

「ウィッシュさんも村人のみなさんもお気をつけて。こちらの地域で魔竜フォルニスが出現したという報告も来ておりますから」

「は、はい……気をつけます……ははははは」

「それに、つい先日、あの勇者レヴァン様が敗走したという話も流れてきております。こちらは真しん偽ぎ不明ですが、もし本当だとしたら大変なことです。念のため村の守備を固めておいたほうがよいかと思いますよ」

　え……レヴァンが!?　敗走!?

　副ギルド長は「それでは！」と言って、村を離はなれていった。

　俺は暫しばらくの間、いつもより少し寒さを感じる村内で、昔のパーティーメンバーのことを考えていた。
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　副ギルド長が村を訪おとずれた日の数週間後。

　ノアたちが眠ねむる中、いつものように朝支度をしようと外へ出たところ――

「おい、お前ら！　さっさと出せえぇ！」

　聞き覚えのある声が耳に届いてきた。

　……おいおい、またかよ。

　村の入り口へ行くと、予想通り、声の主はリングダラム王国の役人ローガンだった。

　いつかのように、お付きの兵士を連れて村人たちに言い寄っているようだ。

「ああ、ウィッシュさん、ちょうどいいところに来てくれました。またローガンが来て、無む茶ちや苦く茶ちや言ってるんですよ」

　俺の姿を確認した村人が声をかけてくる。

「懲こりない奴やつだなぁ……。それで、今回は何を要求してきてるんですか？　食料ですか？」

　前回、腰こしを抜かして逃にげたのに、よく顔を出せたものである。

　しかし、俺は波風を立てずに事を処理しなければならない。今の俺は村のリーダーなのだ。

「それが……」

　村人の答えを聞く前に、

「いいから、早くレイゾウコとかいうやつを出せ！」

　ローガンの口から目的物の名前が出た。

「レイゾウコ？　なんでローガンがレイゾウコを欲ほしがってるんだ？」

　隣りん国ごくのお偉いさんが訪ねて来るくらいだ。リングダラム王国の役人がレイゾウコの確認に訪れることは予期できていた。

　……しかし、よりにもよってローガンかよ……国のためじゃなくて、私利私欲のために使おうとしてるよな……間ま違ちがいなく。

「んんッ!?　お前、あの時の!?」

　俺の存在に気づいたローガンが声をあげ、睨にらみつけてくる。

「その節はどうも。俺はウィッシュといいます。この村のリーダーを任されておりますので、何か用件があればお聞きしますよ」

「リーダーだとぉ？　この前は、よくも変な幻げん術じゆつ魔ま法ほうでオレを騙だましやがったな！」

「……え？」

　何のことだろう？　……もしかしてフォルニスのこと、幻術で生み出した幻まぼろしとでも思おもい込こんでいるのだろうか？

「とぼけやがって！　まぁいい、今日は強力な助すけっ人とを連れて来ているからな！　この前のようにはいかんぞ？」

　そう言うと、ローガンは強気な表情を浮かべ、後ろに控ひかえていたお付きの兵士たちを前へ出るよう促うながした。

「――ふんっ。この辺境の村に、そんな大層なブツがあるとは思えんが？」

「おいおいっ、今日のところは大人しく従っておこうぜッ。最近、受注した依頼が失敗続きで、活動資金どころか生活するための金もなくなってきてんだ。今日、報ほう酬しゆうを貰もらわないとマジでヤバいぜ！」

　不ふ遜そんな態度の細身の男と、銀色の甲かつ冑ちゆうを身に纏った体格の良い男。村を見み渡わたしながら目の前に登場した二人の男は、ローガンの兵士などではない。

　――俺のよく知る相手だった。

「レヴァン!?」

「ふははははッ！　驚おどろいただろう！　今日は特別に、勇者レヴァン様が護衛役として同行しているのだ！　ウィッシュとか言ったか？　言うことを聞かないと痛い目に遭あうぞ？」

　勝ち誇ほこったように大きな声で笑うローガン。

「んん!?　お、おい!?　なんでウィッシュがここに居るんだ!?」

　しかし、驚いていたのは、勇者の連れ――聖騎士ガリウスのほうだった。

「…………」

　レヴァンは、無言で冷たい視線を俺に突き刺さしてくる。

「これはこれは！　レヴァン様、こやつと知り合いだったとは……それなら話は早い！」

　俺にはローガンの下品でデカい声に返す言葉はない。

　それよりも――




「レヴァン……無事だったのか…………良かった……！」




　元仲間が元気で居てくれたことに安あん堵どしていた。

　パーティーを追放されたとはいえ、共に活動してきた仲間である。

　レヴァンが敗走したという話を聞いてから、ずっと安否が気になっていた。

「……なんだと？　勇者の僕ぼくを愚ぐ弄ろうしているのか？　僕はお前ごときに心配されるほど、落ちぶれてはいない！」

　一方のレヴァンは俺との再会を喜ぶどころか、不ふ機き嫌げんさを露あらわにしていた。

「お、落ち着けって、レヴァン。一応、オレたちは役人に依頼されて来た護衛役だぜ？　ウィッシュが居るのは謎なぞだが、レイゾウコとやらを出させるには好都合な状じよう況きようだろ？」

　……なんだか暫く見ない間に、レヴァンとガリウスの顔は少しやつれたように思える。

　俺がパーティーを抜けた後、レヴァンたちにも色々あったのだろう。

　ただ……俺には、それ以上に気になっていることがあった。

「ノエルとパルはどうしたんだ？　一いつ緒しよじゃないのか？」

　賢けん者じやノエルと魔ま法ほう使つかいパルの姿が見当たらない。それに、俺の後あと釜がまとなった暗殺者アサシンのニーザも、この場には居なかった。

「ふんっ！　あんな腰こし抜ぬけ共のことなど、今はどうでもいい。それよりもウィッシュ、お前がこの村と関わりがあるなら、村人たちにレイゾウコという冷れい却きやく道具を持って来させろ。さっさとしないと、元メンバーといえど容よう赦しやはしないぞ」

　レヴァンは、腰にかけている剣けんの柄つか頭がしらに手を当てて凄すごんでくる。

「おい、お前ら村人たちも聞いているか!?　人類の希望であり、神レピスの使者でもある勇者レヴァン様のお言葉だぞ！　命令に従え！」

　声を荒あららげるローガン。その顔には余よ裕ゆうが感じられるが――

「あぁん？　勇者だと？　そんなヤツの言うこと、俺おれたちが聞くわけないだろ！」

「私たちの希望は、ここに居るウィッシュさんです！　あなた方のように、奪うばうだけで何もしない人たちに尽くす礼は、どこにもありません！」

「勇者なんて、所しよ詮せんレピスの犬だろ！　とっとと村から追い出せ！」

　村人たちから一いつ斉せいに非難の声があがると、ローガンの表情は一瞬で曇くもった。

「なッ!?　貴様らぁ！　勇者を馬鹿にすると、どういうことになるかッ――!!」

「……どけ、ローガン。どうやら、卑いやしい田舎いなか者ものには人間の言葉が通じないらしい。剣で分からせてやる必要がある」

　レヴァンは柄頭に当てていた手を剣の握り部分へと動かす――

　マズい！　このままだと、村の人たちに怪け我が人にんが出てしまう！

　どうする!?　希望の光ウイツシング・ユーをレヴァンに使って、事を収めるか!?

　……いいや、武力で解決するのはダメだ！　話し合いで何とかしたい！

　俺が頭の中でアレコレと思案していた、その時だった――

「お、おい!?　なんだ、あれは！　デカい影かげが、この村に向かって来やがるぞ!?」

　聖騎士ガリウスが空を指差して叫さけんだ。

　その場に居た全員が、ガリウスの指差す方向へと目を向ける。

「…………お？　あれは――」

　俺が、村に飛んでくるデカい影の正体を確認するのと同時に、

「ま、魔竜フォルニスッッッ!?　幻じゃなかったのか!?」

　ローガンが、ガリウス以上の驚きよう愕がくの声を張り上げた。

「おぉー、フォルニスさんだ」

「そういえば、今日遊びに来るって話だったっけ？」

　ローガンとは対照的に、緊張感なく話している村人たち。

「おい！　何を呑のん気きに話している！　クソッ、せっかくの金かね儲もうけが…………。いいや、今回は勇者様が居られる！　勇者レヴァン様なら伝説の魔竜といえど、簡単に討とう伐ばつして――」

「…………ぅ……ぁ……ぅぁぁ……フォ、フォルニス……こ、こわい、たすけてッ……」

　レヴァンは青ざめた顔で全身を震わせていた。精神を折られ、意い気き消しよう沈ちんしているようだ。

　その顔には、なぜか死相のようなものが浮かんでいるようにも感じる。

　そして――

「逃げろおおおぉ!!」

　ガリウスの掛かけ声を合図に、レヴァンたちは一目散に村から逃げ出していった。

　取り残されたローガン一味は、その光景を見た直後、

「こ、こんな村、二度と来るかあああぁぁ!!」

　レヴァンたちを追うように、村を飛び出していった。

「…………無事、解決かな。ははっ」

　その後、安堵した俺は乾かわいた笑えみを漏らし、フォルニスを村へ迎むかえ入れる。

「？」

　状況が分からないフォルニスは、大きな頭を横に傾かたむけていた。




　改めて村人たちにフォルニスを紹しよう介かいした後、家に戻ると――

「ちょっと！　朝からどこ行ってたのよ!?　起きたらウィッシュが居なかったから、心配しちゃったじゃないっ！」

　家の前で立っていたリリウムに怒おこられてしまった。
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「お？　心配してくれてたのか？」

「ち、違ちがうわよっ！　そ……そのぉ……」

　リリウムの温かい『魔ま心ごころ』が俺に届いてくる。

「ふふっ、ありがとな」

　こうして俺のことを気き遣づかってくれる仲間がいる――

　昔の仲間のことは大切だが……今の俺は、ノア、リリウム、ミルフィナのパーティーメンバーであり、村のリーダーなのだ。

「ほ、ほらっ。家に戻って、お仕事の支度するわよっ！」

　照れたように言うリリウム。

　俺には信頼できる仲間が隣にいて、帰るべき家もある。

「ただいま」

　ただいま、を言える家。

「ウィッシュ兄、おっかえりぃ！」「ウィッシュさん、おかえりなさい」

　おかえり、と言ってくれる仲間。

　何の変へん哲てつもない日常の中で、俺はその幸福を身に沁しみて感じていた。

　この仲間がいれば何でもできる、心からそう思っている。そう思わせてくれる。

「今日も一日、がんばろーねっ！」

「おう！　ミルフィナも野菜の手入れ頼たのんだぞ！　間違っても、収しゆう穫かく前のやつを食べたりするなよな？」

「そんなことしないも～ん！　まったく、ワタシを食くいしん坊ぼうみたいに言ってくれちゃってさっ。リリィからも言ってあげてよぉー」

「いや、ミルは食いしん坊でしょ…………くんくん、食べ物の話をしてたからかしらね……何か良い匂いがしてきたわよ？」

　ミルフィナに負まけず劣おとらず、リリウムも食い意地が張ってるんだよな。

「くんくんっ……あぁ！　ノアお姉ちゃんが手に持ってる袋ふくろから、良い匂いがするぅ！」

「あはは、バレちゃいましたかぁ。実は、今日のおやつにと思って、お菓か子しを焼いてみました。３人分ありますので、休きゆう憩けい時間に食べてくださいっ」

　ノアは三つに分けられた小こ袋ぶくろを、それぞれ俺とリリウムとミルフィナに手渡した。

「うわぁ、美お味いしそうなお菓子ねぇ！　ありがとう！　ノア！　畑仕事に疲れたら頂くとするわ」

「……じぃー」

　ミルフィナは袋の中を確認した後、なにやら俺の持ってる袋に視線を向けてきている。

　……嫌いやな予感がする。

「な、なんだ？　ミルフィナ？　ほらっ、今日のお仕事に行くぞっ」

「……なんかウィッシュ兄のお菓子のほうが大きい気がする」

　そんなわけないだろ……。

　とか思っている間に、ミルフィナに俺の袋を奪われてしまった！

「あっ、こらっ！　俺の分を取るなよー！」

「へへーんだっ、いっただきぃ～～～！」

　悪戯いたずらっ子のように笑うミルフィナ。

　まぁ、俺とミルフィナの袋を交こう換かんしただけだから別にいいか……。




「ミルちゃん！　ダメですよおおおおお！」




　なぜかノアが大声をあげ、ミルフィナが開けようとしていた袋に手を伸ばしていた。

「……？」

　ミルフィナはノアの反応に首を傾かしげながら…………しっかりと袋を開けていた。

「ダメですダメですダメですぅ！　むしろ、ウィッシュさんのお菓子だけ小さいです！　ミルちゃんのほうが形は大きいので、そっちを食べてくださぁい！」

　え……そうなの……ちょっとショック……。

　俺だけ小さいのか……へ、へぇ、そうなのか……うぅ。

　知りたくなかった情報を知ってしまい、俺は人知れず落ち込む。その横で、リリウムが無言で俺の肩かたに手を乗せてきた。ニヤけた表情が腹立たしい。煽あおってきているようだ。

「……あっれぇ？　ウィッシュ兄のお菓子、変な形してる～。お尻しりっぽ～い！　ワタシのは真ん丸だったのにぃ～、もぐもぐっ」

「あぁ！　ミルちゃ～ん！　食べないでくださいよぉ～～～！　えーん」

　子供のような困り顔で泣くノア。

　俺は、その様子を見て――

「ふふっ」

「もうっ、ウィッシュさんも笑わないでくださいよぅ」

　思わず笑ってしまった。

「ノア、どんまーい。だいじょーぶ、チャンスはいくらでもあるって！」

「リリウムさん！　余計なこと言わないでくださいよぅ」

「もぐもぐ」

「ミルちゃん!?　ウィッシュさんのお菓子、全部食べちゃってるじゃないですかぁ！」

「えへへ～、ごめぇん、美味しくて、つい……もぐもぐ」

「口に食べ残しが付いちゃってるじゃないですか、もうっ。……ふふっ」

　ミルフィナの口を拭ふくノアの顔――言葉とは裏腹に、幸せそうに笑っていた。

　世界から弾はじき出され、居場所を失っていた一人の少女。

　絶望の中で光を見つけられず、自分を不必要な存在だと言っていた少女。

　その少女が、今、目の前で幸せそうに笑っている。

「……私たち、ちゃんと生きる意味になれているのかしらね」

　リリウムが、そっと囁ささやいた。

「このお菓子が、答えじゃないか？」

「ふふっ、そうね」

　異世界からの転生者、オリベノア。

　俺たちが彼かの女じよの希望となって道を切り拓ひらいていくんだ。

「……ノア、か。レピシアでは聞き慣れないけど、良い名前だよな」

　ふと、思ったことを口に出してみた。

「えっ、そ、そうですか？　あ、ありがとう……ございますっ」

　ノアは照れたように頬ほおを染めている。

「どういう意味なんだ？」

「乃の愛あ――人に愛を与えられる人間になってほしい、という願いが込められているそうです。それと、お話の中に登場する人物の名から頂いたみたいです」

「へぇ～、それってノアが暮らしていた世界の話よね？　どんな人物なの？」

「家族や仲間を大だい洪こう水ずいから守るために、方舟アークを作って救ったという人です。神様から信頼されていたという話を読んだことがあるので、私とは正反対ですね」

　ノアは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「そんなことないよ！　ワタシはノアお姉ちゃん、信頼してるもん！」

「ミルちゃん……ありがとうございますっ」

「そうよ。それに、ノアは愛を与えているでしょ？　このお菓子だって――」

「あぁ！　リリウムさん、また余計なこと言おうとしてますねぇ!?」

　ミルフィナとリリウムの言葉に、再びノアに元気が甦よみがえる。

「家族……仲間……方舟……」

「ウィッシュ兄、どうしたのぉ？」

「方舟……アーク……そうだ……うん！　そうか！　そうなんだ！　それがいい！」

「ちょっと!?　一人でブツブツ呟いて勝手に納なつ得とくしないでよ!?　何が、それがいい！　のよ!?　意味不明すぎてビビるわよ……」

「名前だよ、名前！　村の名前！　アークにしよう！」

「ウィッシュさんが任されていた件ですよね。でも、アークとは？　なぜ方舟を？」

「俺たちは自分たちの居場所を失って、漂ひよう流りゆうしていた途と中ちゆうでノアと出会ったんだ。そして、ノアに居場所を貰った。俺たちは救われたんだ！　この村に！　ノアに！」

　生きる意味になっていたのは、ノアも同じ……。

　俺たちにとっての希望の光であり、嵐あらしの後に架かかった虹にじ――それがノアだったんだ。

「……そっか……うん！　その通りね！　アーク、良い名前じゃない！　気に入ったわ！」

「ワタシも賛成！」

　ネーミングで奇き跡せき的てきに通じ合うリリウム。そして女め神がみミルフィナ。

「俺たちは一緒に方舟に乗る仲間だ！　目指す先は決定していないけど、この先、何があろうと俺たちは仲間だ！　一緒に乗り越こえて行こうぜ！」

　俺がノアに微笑ほほえみかけると――

「………………はい！」

　少女の瞳ひとみから、希望の光が滴したたり落ちた。
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「ええぇ!?　リリウムが元魔ま王おう!?」

　あまりの驚きに、俺は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。

「ちょ、ちょっと、ウィッシュ!?　ここで、そんな大声を出さないでよねっ……」

「あ、ああ……スマン。衝しよう撃げきすぎて、つい……。ってか、魔王ってザイオンってやつじゃなかったのか……」

「は？　それ、いつの魔王よ」

「たしか、リリィの２代前の魔王だね～～～。それにしても、その元魔王様が、こうしてアストリオンに堂々とやって来てるなんて、不思議だよねぇ～！」

　俺たちは樹海で収集した素材を売るため、フォルニスに乗ってアストリオンに来ていた。

　人の多さと埃ほこりっぽさが漂ただよう街の匂いに、なんだか懐なつかしさすら覚えていたのだが……。

　アークから半日で到とう着ちやくしたことにも驚いたのだが、まさか、それ以上の驚きを受けることになるとは。

「ミルフィナは知っていたのか……」

「まーねっ。だって、リリィが魔王やってたのって最近だもん」

　軽い口調で言い放つミルフィナだが、その手には当然のようにパンが握られている。

　……きっと、最近ではないな。

「ってことは、リリウムは魔王から幹部に降格させられた挙げ句、その後クビにまでされてしまったということか……その……なんか、あれだな」

「そんな憐あわれむような目で私を見るなぁ！」

「リリウムさんはリリウムさんですよ。元魔王でも、私たちの大切な仲間です」

「ノアぁ、ありがとう!!」

　リリウムはノアに抱だき付いて、頭や頬などを撫なでている。

　最近……か。そういや魔王軍って、ここ数十年の間、レピシアの都市に攻せめ込んでこなかったんだよな。リリウムが魔王やってたから……なのかもしれない。

「それよりウィッシュ兄、この教会に用があったんじゃないのぉ？」

　……そうだった。

　俺は、今まさにレピス教会の建物に入ろうとしていたのだ。そこでリリウムから、自分が元魔王だったと打ち明けられたんだ。元魔王だから教会には立ち入らない、と。

「すみません。私はリリウムさんと一緒に外で待ってますね。私も入りづらいですし……それに、リリウムさんに付いてあげていたいんで」

「わかった。じゃあ、ミルフィナと行ってくるから、ちょっと待っててくれ」

「んー？　ワタシも入らないよぉ？」

「え、なんで？」

　リリウムとノアの事情は分かるけど、ミルフィナは自分の家みたいなもんじゃないのか。

「ワタシ、天界を追い出された時に決めたの。お父様や教会の人たちとは距きよ離りを置くって。ワタシの目標が達成されるまで……希望が叶かなうまでは、帰らない」

　そして、ミルフィナは――お父様たちに認めてもらうんだ、と真しん剣けんな顔で呟いた。

　ミルフィナの願い。それは、人間と魔ま族ぞくが争わず、お互たがいが平和に暮らせる世界をつくること。そのために、俺たちに力を貸してくれているんだ。

「……うん、わかった」

　ミルフィナの気持ちは充じゆう分ぶんに伝わってきた。

「それに！　今のワタシのお家は、アークだからね！」

「ふふっ、そうだったな。じゃあ、アークに早く帰るためにも、用事を済ませてくるよ」

　俺はレピス教会の扉とびらを開け、中へと入る。

　勇者パーティーを追放された後、立ち寄った教会。

　俺は再び、こうして戻もどってきた。あの時と同じく一人だが、今の俺には後ろに仲間がいる。

　あの時とは違い、胸を張って司祭プリースト様の登場を待つ。

「憐れな子羊よ。レピス神を崇すう拝はいする我ら教会へ、よくぞおいで下さいました。レピス神の赦ゆるしと愛を受け取りに参られたのですね」

　司祭様が奥おくの部屋から現れた。

「いいえ、違います」

「ふむ？　…………おや？　よく見れば、貴方あなたは以前、教会に参られた旅の方では？」

「はい、そうです。その節は大変お世話になりました」

「いえいえ。我らレピス教会は、巡じゆん礼れいの行いをする者へ慈じ悲ひと恵みを授さずけただけです。それで、巡礼の儀ぎを終え、こうして戻ってきたのですね？」

「いいえ、違います」

「……？」

　俺が教会へ来た目的。それは――

「あの時に頂いた３０００ルピを、お返しに来ました。旅の巡礼は途中で中止し、目的地に行く必要が無くなりました。ですので、ルピを返納しに参りました」

　ルーヴィッチの教会に返すつもりだった３０００ルピ。素材を売ったお金ルピで、なんとか額を揃そろえることができた。頂いた施ほどこしは、しっかりと返さなければならない。

「なるほど、そうだったのですか。巡礼をお止めになったことは残念ですが、きっと我らが神レピスも深い慈悲で見守ってくれることでしょう」

「ああ……えっと、すみません。俺、ミルフィナ教の信者なんで！」

　そう言って、俺は司祭様に会え釈しやくした。

「ミルフィナ……教？　そんな神、聞いたことありませんよ～～～」

　教会を出る時、司祭様の困こん惑わくの声が耳に響ひびいてきた。




　こうして、アストリオンでの目的を果たした俺たちは、自分たちの家――アークに帰ることにしたのだが……、

「ウィッシュ兄、どうしたの？」

　街中で足を止めてしまった。

　――俺の視界に、もう一つ大事な目的が飛び込んできたから。

「そんなとこに突つっ立ってないで、はやくアークに帰るわよ？」

　あの時の俺は何の力も持っていなかった。何の力にもなれなかった。

　でも……今なら……。

「あの女性は……」

　俺の視線の先にいる女性――ノアは、その女性を見て声を漏もらした。

　女性はボロボロに乱れた服を着て、道の隅すみでひっそりと座すわっている。

　誰だれにも気づかれず、誰にも存在を認めてもらえない。そんな不条理な世界で、もがき生きることに諦あきらめてしまっている……そんな風に俺の瞳に映った。

「ミルフィナ。人間と魔族が争うのはダメだよな？　でも、人間と人間が争うのも絶対に良くないよな？」

「うん！　もちろんだよ！」

「リリウム。人間には醜みにくい部分がたくさんある。それでも、一緒に活動してくれるか？」

「もちろんよ！　魔族も人間も大して変わらないわ。良いところも悪いところもある！」

「ノア……俺は……居場所を失くした人たちの、希望の光となるような場所をつくりたい。そのためにはノアの力が必要だ。力を貸してくれるか？」

「はい！　もちろんです！」

　パーティーメンバー全員が頷うなずいて、俺を後あと押おししてくれる。

　嫌なことや理り不ふ尽じんなことに向き合う必要なんかない。

　生き方に正解も王道もない。

　だから――




「もし、今の状況や環かん境きようが辛つらかったら、俺たちと一緒に来ませんか？」




　俺は女性の前に立ち、そっと手を差し伸のべた。
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あとがき







　いきなりですが、皆様に御報告があります。

　なんと本作……、




　コミカライズが決定いたしました！




　いや～、驚きました。本当にビックリです。ええ、１行開けしてしまうくらいの驚きです。歓喜のあまり、自己紹介を忘れて真っ先にお伝えしてしまいました。

　こちら、「コミックファイア」様でＷＥＢ連載される予定ですので、お楽しみに！




　それでは改めまして――

　本書を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　こうして無事に出版できましたこと、拙作に関わって下さった全ての方々へ、そして、全ての読者様へ感謝を申し上げます。本当に、ありがとうございます。

「面白かった！」と言ってもらえる作品をつくるために私は作家になりました。少しでも「面白かった！」と感じていただけましたら、この上ない悦びです。

　さて、本作はＨＪ小説大賞２０２０前期の受賞作を改題、改稿したものになるのですが、応募作との大きな変更点がメインヒロインの交代です。応募作では女魔族のリリウムがヒロイン格だったのですが、書籍化するにあたりノアへ変更することになりました。

　今後、ノアがヒロインとして活躍できるかどうかは彼女の頑張り次第。まずは、主人公以上に堂々と表紙に載っているリリウムから、その座を奪うくらいには頑張ってもらいたいところです（笑）。

　本作はＷＥＢ小説で人気の「追放もの」の話であり、私自身好きなジャンルの一つでもあるのですが、常々「追放もの」を読んでいて思っていたことがありました。

　それぞれの作品の追放された主人公たちが一緒にパーティー組めば最強じゃん、と。

　もう、お前らでパーティー組んじゃえよ、と。

　そんな感じで「楽しい妄想」を膨らませた結果、自分で執筆することに。

　改稿で変わったところは多々あるのですが、「明るく前向きに、楽しく生きていく」という当初の作品の空気感は、書籍になっても変わることはありませんでした。これは、私が「明るい追放もの」を思い浮かべ、そんな物語になればいいなと願って書いたからに違いありません。そして今後も、このユルい感じの世界観が変わることはないでしょう。




　以下、謝辞になります。

　本作の「明るく楽しい」という部分を評価していただき、世に送り出して下さった担当編集様。内容以外の様々な部分にまで私の意見を反映していただき、感謝しております。

　素敵なイラストを描いていただきました、福きつね様。私の想像していたキャラクターたちが私の想像を超えて世に現れたことに、現在進行形で感動しております。デザイン案やラフを含め、全てが私の宝物です。

　ＨＪ小説大賞２０２０の選考に携わって下さった、編集部を始めとする全ての関係者様。また、カバーデザイン担当者様、校正、校閲担当者様や営業担当者様。本書の制作に御尽力下さった、全ての方々へ感謝を申し上げさせていただきます。

　そしてそして、最後まで読んでいただいた読者の皆様へ、最大の感謝を！

　長いタイトルなので、略称の「最強スキル《弱点看破》」だけでも覚えていただけると幸いです。（あれ？　私の自己紹介したっけ？　…………まぁいっか）

二〇二二年一月吉日　　迅　空也
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明日は楽しいピクニック♪







「ハ～ムサンド、ハムサンド♪　ウィッシュ兄をハ～ムサンドぉ♪」

　とても機嫌良さそうなミルフィナの声が横から聞こえてくる。

　ミルフィナの希望で、俺たちは明日みんなでピクニックに行くことになった。

　今は、俺、ノア、ミルフィナ、リリウムの四人でピクニックに持っていくランチを作っている。

　……のだが、

「おい、ミルフィナ。ここに置いてあったイチゴ食べただろ？」

　明日の昼食後のデザート用に取っておいたイチゴが無くなっていることに俺は気づいた。

　犯人は間違いなく食いしん坊のミルフィナ。

　俺は秒でイチゴ泥棒を突き止め、問い詰めた。

「へ？　ワタシ？　食べてないよ？」

　ミルフィナは首を傾げ、頭上に疑問符を浮かべている。

「まったく、ミルったら仕方ないわねー。ツマミ食いは程々にしときなさいよー。明日の分が無くなっちゃうからね」

　リリウムが、手にハムサンドを持ちながら言った。

「ワタシ、イチゴ食べてないよ？」

　首を横に振るミルフィナ。

　しかし、そんなイチゴ泥棒事件よりも気になる事案が目の前で発生していた。

「おいリリウムよ……そう言うお前は何を食べているんだ……？」

「ん？　ハムサンドだけど？」

　それが何か？　とでも言わんばかりの表情でリリウムは答える。

「それも明日のピクニック用のやつだわ！　しかも、メインのやつ～！」

　ミルフィナが楽しそうに作っていたハムサンド。そのハムサンドは、隣の女魔族に作った傍から食べられていたようである。

「あはははは……ミルの作ったハムサンド美味しくてさ♪」

　悪びれた様子もなく言い放つポンコツ魔族のリリウム。

「ったく……リリウムはミルフィナのこと注意できないからな」

「だから、ワタシ、イチゴ食べてないもん！」

「私もハムサンド泥棒を潔く白状したんだから、ミルも正直に言いなさい？」

「いや、リリウム、お前は現行犯だがな。それも反省の色が皆無の」

「仕方ないじゃん、お腹空いてたんだから！　ミルもきっとそうでしょ。ね？」

　リリウムはツマミ食い仲間のミルフィナに優しく同意を求める。

「ワタシ、完全に犯人扱いされてる……むむむぅ」

　しかし、ミルフィナは不満そうに頬をぷくぅと膨らませていた。

「まぁ、イチゴは無くてもいいけど。問題はリリウムの食べたハムサンドだ。追加で食材を持ってくるから、二人とも大人しく待ってろよ？　間違っても、これ以上ツマミ食いしないように」

　俺は子供に言い聞かせるように告げた。




　家の食材保管庫の前に行くと、庫内を見ながら何やら悩んでいるノアの姿があった。

「どうした？　ノア」

　まさか、保管庫内の食材も食い荒らされてしまっているのだろうか？　……あの天真爛漫な幼女の女神と食い意地の張っているポンコツ魔族によって。

「あ、ウィッシュさん。明日のピクニックに持っていくサラダのメニューを考えていたんですよ。ビーンズサラダにするかコールスローサラダにするか……それともポテトサラダにしましょうかねっ」

　料理が得意なノアだけあって、付け合わせのサラダにも気を遣っているようだ。

「いつも悪いな、ノア」

「いえいえ！　お料理は好きなので、むしろ楽しんで作ってますよ！」

　目を輝かせて答えるノア。その表情からは本当に楽しんでいる様子が伝わってくる。

「それなら良かった。ところで、保管庫に余ってるハムはあるかな？」

「えっと、ハムですね…………ええ、ありますよっ」

「良かった。追加で使うけど、いい？」

「ええ、もちろんいいですけど、さきほど用意した分で足りませんでした？」

　ノアは、自分が準備した食材が足りなかったことを心配しているようだ。

「ノアが用意した量で充分足りてたんだけど、リリウムが食べちゃったんだよ」

「ふふっ、そうでしたか。リリウムさんらしいですねっ」

「まったくだな」

　ヤレヤレと溜息を吐く俺の隣で、ノアは楽しそうに微笑んでいた。




　追加のハムと野菜を持って調理場に戻る俺とノア。

「よしっ、ミルフィナ、またハムサンド作るぞ！」

「おー！　ハ～ムサンド、ハムサンド♪　ウィッシュ兄をハ～ムサンドぉ♪」

　ミルフィナは適当な謎歌を唄いながら、再度ハムサンド作りに取りかかった。

「おい、リリウム。今度は食べるなよ？」

「わ、わかってるわよっ。まるで私を食いしん坊みたいに言ってくれちゃって……」

「ふふふっ」

「ちょ、ちょっと～、ノアまで私のこと笑ってるしぃ～！　言っておくけど、ミルのほうが食いしん坊だからね!?　あんなにあったイチゴを全部食べちゃうんだからっ」

「イチゴ……？」

　ノアが呟く。

「あぁ～！　まだワタシを疑ってる～！　ねぇねぇ、聞いてよノアお姉ちゃん！　リリィとウィッシュ兄がひどいんだよぉ～。ワタシをイチゴ泥棒扱いするの！　ワタシ、なんにも食べてないのにぃ！」

　半泣きでノアに無実を訴えるミルフィナ。

「まぁまぁ、ミルフィナ落ち着けって。俺でもリリウムでもなければミルフィナしかいないだろ？　正直に白状すれば、ハムサンド一個食べていいぞ」

「え？　食べていいの？」

「リリウム、お前には言ってないわ！」

「もーう！　ワタシはイチゴ泥棒じゃないのにぃ～～」

　喧噪が広がる調理場。

　一人黙って俺たちのやり取りを聞いていたノアが、そっと口を開き――




「あの、そこに置いてあったイチゴなら私が使いましたけど……イチゴサンド用に」




　淡々と答えた。

　……申し訳なさそうな表情を浮かべて。

「「え？」」

　俺とリリウムがハモる。

　恐る恐るミルフィナの様子を窺うと、

「ほらぁぁぁぁ！　犯人、ワタシじゃなかったぁ！」

　勝ち誇ったように小さな胸を突き出していた。

「ご、ごめん、ミルフィナ……ほんと、マジごめん……」

「ミル～、悪かったわよぅ。つい、いつもの通りミルなのかと疑ってしまったわ……」

　俺とリリウムはミルフィナに深々と頭を下げた。

「まぁいいけど♪　じゃあ無実の罪が晴れたわけだし、ハムサンド食べちゃお～っと♪」

　ミルフィナは機嫌を直してくれたようで、今しがた作ったハムサンドを美味しそうに頬張った。

「お、おう！　ど、どんどん食べて大きくなってくれ……あははは……」

　……明日の昼食の分、大丈夫かな。と心の中で心配していたが、ミルフィナの『ツマミ食い』に誰も文句を言う者は居なかった。

「……すみません、私が先に伝えておくべきでしたね。ミルちゃんもごめんなさい」

「んーん！　気にしてないよ、ノアお姉ちゃん！　こうしてオヤツ貰えたしねっ♪」

　そう言って満足そうにハムサンドを食べるミルフィナ。

「まぁ、ノアも気にするな。イチゴサンド、明日食べるのが楽しみだ」

「ありがとうございます。本当はチキンサンドにしようと思ってチキンを用意しておいたんですが、そのお肉が無くなっていたんで、急遽イチゴを使わせてもらったんですよ」

「…………」

　ノアの発言を聞き、急に無口になるミルフィナ。

「……ほう？　チキンが無くなっていた、と」

「はい」

　ノアが小さく頷く。

「ちなみに……ミルフィナは、そのチキンに心当たりはないか？」

「…………そのお肉なら、ワタシが食べちゃった！」

「やっぱり、元々の原因はミルフィナじゃーん！」

「えへへっ！」

　屈託のない笑みを浮かべる小さな女神は、やはり食いしん坊なのだった。
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